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極上旦那様シリーズ

今すぐお前が欲しい～俺様御曹司と甘く危険な政略結婚～













私の厄介な婚約者




「わあ、綾あや香かさん、とても優雅で素敵です」

　親友の弥生やよいさんが私の袴はかま姿を褒めるので、ニコッと笑顔で返した。

「弥生さんもその黒地に百合の柄、とってもお似合いよ」

　三月中旬の東京。天気は快晴で、ポカポカ陽気。頬に触れる空気も少し暖かくて、今日は心地よく感じる。

　弥生さん……佐さ々さ木き弥生は、国内有数の食品会社の社長令嬢。髪はアッシュベージュのセミロングで、おっとりとした性格。

　彼女とは幼稚舎からずっと一緒で、私の一番の親友だ。

　かくいう私は花山院かさんのいん綾香。日本でも五指に入る総合商社である花山院商事の社長令嬢で、二十二歳、大学四年生。彼氏はいないけれど婚約者はいる。

　身長は百六十二センチで、黒いロングのストレートヘアがトレードマーク。

　同級生は私の後ろ姿を見ただけで花山院綾香とわかるらしい。

　美人だった母に似て目鼻立ちがはっきりした顔をしているせいか、なんでもできる女に思われがちだけど、実は料理と運動が苦手。

　良家の子女が通うお金持ち学校の最高峰、皇こう極ぎょく学院大学に在籍していて、今日が大学の卒業式――。

　女の子はほとんどが袴姿で、私も薄紫色の生地に牡丹が描かれた袴を着ている。

　大学のシンボルであり、国の重要文化財に指定されている古いレンガ造りの図書館前でゼミ仲間と雑談をしていると、周囲がざわついた。

　いつものことなのでその理由はわかっている。

　あのふたりが来たのね。

　でも、気づかぬふりをして弥生さんたちと話をしていたら、背後から「綾香」と親しげに名前を呼ばれた。

　その甘い声にビクッと反応する私の身体。

「あら、氷ひょう堂どうさま」

　彼の方を振り向き、にっこりと微笑んでみせた。

「牡丹の柄が素敵だね。すごく綺麗だ」

　女の子がキュンとしそうな甘い顔で微笑む彼は、氷堂蒼そう士しという私の婚約者。

　私と同じ二十二歳で、百八十三センチの長身に、ゆるくカールしたダークブラウンの髪。それとイケメン俳優顔負けの端整な顔立ちをしている。

　彼は、世界でも有数の大企業、氷堂コーポレーションの御曹司。

　頭脳明めい晰せきでスポーツ万能、性格も穏やかで優しいが、私は彼のことが苦手だ。

　周りの女子はこの男の本性を知らない。

　にこやかに微笑んでいても、氷堂はいつもどこか見下すような目で女の子を見ている。それに、彼の優しい言葉や褒め言葉にはまったく気持ちがこもっていない。

　今私に向けられている彼の眼差しも、珍獣を見るようにどこか楽しげなのよ。

　ええ、わかっていますとも。『綺麗』というのは、私のことではなく袴のこと。浮かれて喜んだりなんかするものですか。

　高校三年の時、氷堂のお父さまから私を息子の嫁にしたいというお話があった。

　私は断るように父に伝えたのだけど、うちよりも氷堂家の方が格も財力も上。

　拒否するなんて無礼なことは許されない。

　氷堂家を敵に回せば、花山院家は簡単に潰される。

　相手の面子を潰さずにどうにかしてこの縁談をなかったことにしようと考えた私は、放課後、氷堂を捕まえて話をした。

『私との縁談ですが、氷堂さまから断っていただけませんか？　私……結婚は心からお慕いする方としたいのです。どうかお願いします』

　氷堂だってまだ学生なのだから婚約者なんて決められたくないはず。

　頭まで下げたのに、彼は悪魔のような顔で私に告げた。

『美人で才女の君との縁談を断る理由なんてないよ。花山院商事の社長令嬢である君が俺の婚約者になれば、周囲も静かになるだろうしね』

　彼の打算的な回答に虚を衝かれた私が絶句したのは言うまでもない。

　頭がよくて計算高い人とは思っていたけど、私は氷堂の腹黒さを本当の意味で理解していなかった。

　彼にとっては自分の結婚も物事を円滑に進めるための手段のひとつ。つまり、私は氷堂の盾たてとして女避けに利用されるということ。

　甘いマスクの見た目に反して非情な男なのよ、この人は。

　彼がしつこいファンの女の子たちに毎日追い回されて辟へき易えきしていたのは知っている。他ひ人と事ごとながらも同情していた。

　でも、私がその厄介なファンの子たちを黙らせる道具になるなんて……。

『納得いかないって顔だね。まあ、女の子だし、好きな相手と結婚したい気持ちはわかるよ。今、花山院さんは恋人はいるの？』

　いないのを知っているのに、善人のふりをして聞いてくるところが質たちが悪い。

『……いませんわ』

　きっと彼はこの台詞せりふを私の口から言わせたかったのだろう。

　悔しくて強く唇を結んだ。

『俺だって花山院さんには幸せになってほしいからね。君に恋人ができたら婚約を破棄してあげるよ、あ・や・か』

　氷堂が私の耳元で囁ささやき、全身鳥肌が立った。

　彼にはわかっているに違いない。自分と婚約しているのに、私に恋人ができるわけがないと。

　婚約を破棄するには、花山院家が没落するか、私が不治の病にでもならない限り無理だ。

　結局、これを機に私たちは正式に婚約し、周囲も公認の仲となった。

　パーティに出席すれば必ず氷堂にエスコートされ、周囲の友人も気を使ってなにかと私と彼をふたりだけにしようとする。

　氷堂は氷堂で、私の婚約者という役を楽しんでいるのか、人目のあるところでは私を溺愛しているふりをする。

　おまけに、私が大学で具合が悪くなったら、すぐに氷堂が呼ばれる始末。

　階段で足を踏み外して捻ねん挫ざすれば、当然のように彼が私を抱き上げ、医務室に連れていく。

『綾香って意外とそそっかしいよね。高いヒール履いてる時は特に気をつけないと』

『ちょっ……私、歩けますわ。下ろしてください』

　みんながいる前でお姫さま抱っこをするなんて！

　彼の過剰な演出に私の怒りメーターも振り切れる。

　周囲の視線に耐えられず声を潜めて抗議するも、彼は意地悪な笑顔で拒否した。

『ダメだよ。愛おしい婚約者が怪我をしているのに知らんぷりしていたら、みんな変に思うだろ？』

　誰が愛おしい婚約者ですの！　誰が！　私を愛してもいないくせに！

　彼が気になるのは私の怪我より、自分の印象。

　みんなは知らないけれど、私と彼はいつもそんなやり取りをしている。

　大学の友人たちは彼の婚約者というだけで私のことを羨ましがるけど、全然わかっていないわ。彼は氷堂家のためになんのためらいもなく愛のない結婚をしようとする冷たい男なのよ。

　昔のことを思い出しながら忌いま々いましげに氷堂を見ていたら、突然彼の手が私の頬に触れてきてビクッとした。

「綾香、どうしたの？　顔をしかめているけど、どこか具合でも悪い？」

　あら、いけない！　私ったら、日頃の恨み辛みがつい顔に出てしまったわ。

　氷堂も私に許可なく触れないでほしい。心臓に悪いのよ。

　スッとさりげなく一歩引いて彼と距離を取り、口角を上げて笑顔を作る。

「いえ、変な虫が飛んできて驚いただけです。氷堂さまもそのスーツ、とてもよくお似合いですわ」

　今日の氷堂はブラックスーツにピンクのネクタイという出で立ち。シックな中にも甘さがあって彼らしくおしゃれに着こなしている。

　彼の横には、氷堂の親友である藤ふじ原わら秀しゅう一いちの姿があった。ふたりは学院内でアイドルのように騒がれる人気者。

　婚約者をあえて名字で呼ぶのは私のささやかな抵抗。

　人目を意識し、氷堂への敵意を抑えて褒めれば、ダークグレーのスーツを着た藤原が穏やかな顔で微笑んだ。

「もう卒業なんて早いよね」

　藤原は氷堂と同じぐらい背が高く、サラサラの黒髪に歌舞伎俳優のような品のある涼しげな顔をしている。彼は奈良時代から続く楽家の次男で、父親は宮内庁楽部の首席楽長という名家のお坊ちゃま。

「そうですわね。藤原さまは、楽師を目指すのですか？」

　藤原の言葉に頷きつつ、彼の進路を尋ねた。

「いや、僕には兄がいるし、家を継ぐ必要はないから氷堂の会社に入るんだ。おもしろそうだしね」

　彼はキラリと目を光らせ、氷堂と目を合わせる。

　藤原も頭がキレるし、このふたり……怖いコンビだわ。

　思い返せば、高校時代、彼らと一緒に生徒会役員をしたのよね。

　氷堂は生きっ粋すいの皇極学院生ではない。英国育ちで、高校一年の秋に皇極に編入してきた。

　氷堂コーポレーションの社長令息で、眉び目もく秀しゅう麗れいの彼はすぐに注目され、学院のトップに君臨するのにそう時間はかからなかった。

　高二の時の生徒会役員選挙で氷堂が会長に選ばれたのだけど、これは皇極学院において異例のこと。それまで生徒会役員は皆、幼稚舎から上がってきた生徒がなるというのが慣例だったからだ。

　氷堂が会長になり、彼が私と藤原を副会長に指名。それでなにかと氷堂に事務系の仕事を押しつけられたのよね。あの胡う散さんくさい笑顔で。

　お陰でパソコン操作はお手の物。エクセルもワードもパワーポイントも氷堂に教えてもらったのだけれど、それは私に生徒会の資料作成を全部やらせるという彼の思惑だった。




　ホント、氷堂は腹の中が真っ黒な悪魔ですわ。

　じーっと彼を見据えていたら、不意に藤原の声が耳に届いてハッとした。

「……で、花山院さんは、卒業旅行はどこに行くの？」

　いつの間にか卒業旅行の話になっていたらしい。

「弥生さんと南仏に行きますの」

　ニコリと笑って答えれば、藤原は頬を緩めた。

「南仏かあ。いいね。僕たちはチベットに明後日から行くんだ」

　チベットとは。女子は絶対に行かない場所ですわね。

　確か去年の夏は、藤原と氷堂はキューバに行ったんじゃなかったかしら。

　男の子って秘境が好きね。私は生活インフラが整備されていない場所に行くのは御免だわ。

「それはすごいところに旅行されますのね。チベットといえば、ポタラ宮殿が有名ですけど」

　驚いてみせると、氷堂がとろけるような笑顔を私に向けた。

「社会人になったらもう行けないと思ってね。綺麗な景色が撮れたらメールするよ。ただ、向こうのネット環境が悪いから頻繁には送れないかもしれないけど」

　これまで家族の食事会のお知らせ以外のメールを彼からもらったことはない。

　また優しい婚約者アピールですか？

「まあ、それは楽しみですわ。高山病に気をつけてくださいね」

　当分戻ってこなくていいですわ。

　本心は隠して手を合わせて喜んでみせれば、氷堂はほんの一瞬怪け訝げんな表情になる。

　マズイ。大袈裟すぎたかしら？　それとも私の思考を読まれた？

「綾香さん、愛されてますね。羨ましいです」

　弥生さんが私と氷堂を見て無邪気に微笑むが、私と彼はそんな甘い関係ではない。

　常に腹の中の探り合い。

　親友にも本当のことを告げないでいるのは胸が痛いけれど、私と氷堂の仲が氷よりも冷たい関係だとバレるのはマズイのよ。

　世間体もあるし、特に氷堂のお父さまに知られたら、花山院家の立場が悪くなる。

「綾香も気をつけてね。悪い男についていかないか心配だな」

　甘い婚約者を演じる彼を冷ややかに見る。

「私、そんな子供じゃありませんわ」

　少し拗すねるように返せば、藤原が私をなだめた。

「氷堂は綾香ちゃんのことが心配なんだよ。綾香ちゃんは美人だし、少し危なっかしいところがあるから」

　藤原の言葉に氷堂が大きく頷く。

「綾香はたまに無茶なことして、こっちがヒヤッとするからね。カナヅチなのに溺れた子供を助けようと海に飛び込んだこともあっただろ？」

　それは、高校の臨海学校での出来事。自由時間中に、海で溺れている子供を見つけ、自分がカナヅチなのも忘れて海に飛び込み、無様に溺れたところを氷堂に助けられたのだ。

　あまりそのことには触れられたくない。

　なぜならあの時、氷堂に人工呼吸をされたから。

「あっ、もう式が始まりますわ」

　氷堂の言葉はスルーして、チラリと腕時計を見て話題を変えると、卒業式が行われる大学構内の記念館の中へ入る。

　ゼミの先生を見つけて挨拶し、弥生さんと並んで着席した。

　私の前には氷堂、弥生さんの前に藤原が座る。

　式が始まってしばらくすると、総代として名前を呼ばれた氷堂が壇上で卒業証書を受け取った。

　その姿は、凛り々りしく総代に相応ふさわしい。

　彼は首席卒業。次席が藤原、そして三位が私と先生から聞いている。

　氷堂は皇極に編入してからというものずっとトップを独走。たまに藤原と私の順位が入れ替わるだけ。

　結局、どんなに勉強しても氷堂には勝てなかった。でも、悔しいというよりは、清々しい感じ。全力でぶつかって負けたのだから、悔いはない。

　じっと見ていたら、自分の席に戻ってきた彼と目が合った。

　私を見てかすかに微笑む氷堂。

　総代になれなかったから私が悔しがってると思ってますの？　それともなにか今後の策略でも考えてるのかしら？

　その真意を測りかねて思わずスーッと目を細めた。

　遠くで見ている分には目の保養になっていいのだけど、婚約者にするには厄介な人だ。なにを企んでいるのかわからないから、一緒にいて疲れる。

　あ～、なんとか婚約破棄できないかしら。

　私だって普通に恋して結婚したい。政略結婚なんて嫌なのよ。

　彼が夫になるなんて想像もつかないわ。あの人と同じ家に住むわけでしょう？

　いいえ、籍だけ入れて別居という可能性もあるわ。

　氷堂なら別居婚を選びそう。

　だって彼は結婚しても数多あまたの女と遊びまくるタイプだもの。それに、周りの女性があんな美形な御曹司を放っておかないわ。

　高校時代、休み時間に彼が女の子を連れて屋上に行くのを何度か見かけたことがあるけれど毎回違う子だったし、美人の英語教師や養護教諭といちゃいちゃしているのを目撃したという友人もいた。

　当時、私が知る限り彼には真剣に付き合っていた恋人はいなかったのよねえ。

　節操がないというか、きっと根っからの女好きなのよ、彼は。

　私と婚約してからは他の女の子といるところを目にしたこともないし、噂うわさも聞かなくなったけど、隠れて女遊びをしているに決まってる。

　氷堂が私を溺愛するなんて考えられないもの。

　私が花山院家の令嬢だから丁重には扱っているけど、そこに愛はない。

　だから、彼にとっての妻はただの飾り。夫婦生活は送らず、冠婚葬祭の時だけ互いに仲睦まじい夫と妻を演じるのだわ、きっと。

　それならまだ耐えられるかしら……ね。

　でも、お金があるだけで、なんの希望もない。

　一生彼に飼われて終わるのだ。

　普通のサラリーマン家庭の子供に生まれればよかったわ。そしたら彼と結婚せずに済むのにね。

「……さん、綾香さん」

　弥生さんの声で我に返る。

「あっ、どうしたの、弥生さん？」

「もう卒業式終わりましたよ」

　彼女の言葉にハハッと苦笑いする。

「嘘……もう終わっちゃったのね」

　感慨にふける間もなかった。

　今の私は収監を待つ囚人の気分。

　大学卒業となれば、氷堂との結婚の話が具体的に進むに違いない。

　一年後か、二年後か。

　ああ。もう憂鬱だわ。

　どうせ就職なんてしないのだし、海外留学でもして時間を稼ごうかしら。

　氷堂だって反対はしないでしょう？

「綾香、写真撮ろうか？」

　氷堂の提案に、仕方なく同意する。

「そうですわね」

　記念写真を撮ってご両親に仲がいいところを見せておきたいのだろう。

　それから正門の前で写真撮影をしていたら、私たちの周囲に女子学生が集まってきた。

　この光景。高校の卒業式でもあったわ。

　ここから長時間、氷堂と藤原の写真撮影会になるわね。

「モテる殿との方がたは大変ですわね。私は謝恩会の着替えの準備もありますし、これで失礼しますわ」

　クスッと笑って氷堂から離れようとしたら、彼に腕を掴つかまれた。

「待って。うちの車が来ているから送っていくよ」

　どういう風の吹き回し？　私が具合が悪いわけでもないのに送っていくとは珍しい。

　なにかあるんじゃないかと勘繰ってしまう。

「お気持ちだけいただいておきますわ。私も迎えの車が参りますから」

　氷堂家の車に同乗するのが怖くて、笑顔を作って辞退するも、彼はニコニコ顔で言った。

「それは俺が断っておいたよ」

「はっ？」

　驚きで思わず変な声を出してしまう。

『なにを勝手なことをしてくれてるの！』なんて文句は面と向かっては言えない。

「でも、氷堂さまと写真を撮りたい女の子たちが列をなしてますけど」

　羨望の眼差しで氷堂を見ている女の子たちに目を向け、それとなく断ろうとするが、彼は私の腕を離してくれなかった。

「俺には綾香という婚約者がいるからね。藤原に任せるよ」

　氷堂は藤原の肩をポンと叩く。

「……氷堂、逃げるなんてズルイよ」

　藤原は恨みがましげに氷堂を見て不満を口にした。

「俺は綾香のお世話で手がいっぱいだからね」

　私に向かって氷堂がウィンクすれば、周りの女の子たちが「キャー！」と悲鳴をあげる。

　これはなんのショーなのかしらね？

　氷堂の演技に胸キュンどころかドン引きしてしまう私。

　彼は優しい婚約者なんかでは決してない。

　私を口実にして女の子たちから逃げる気なのでしょう？

「それじゃあ、綾香行こうか。佐々木さん、藤原、また後で」

　氷堂がにこやかに手を振る姿を見て、ハーッと溜ため息いきをついた。

　これからもこんな風に氷堂に私は利用されるわけね。

「そんな溜め息ついて、式で疲れた？」

　彼が気遣わしげに私を見るが、適当にあしらう。

「そうですわね」

　車に彼と一緒に乗るのも気が重い。

　疲れたふりをして氷堂の相手はしないことにしよう。

　そう決めて、正門近くに停まっていた氷堂家の車に彼と共に乗り込んだ。

　国産の黒塗りの高級車で、運転席と後部座席の間には仕切りがある。

　この空間に氷堂とふたりというのがなんだか落ち着かない。

　車のシートにもたれかかれば、氷堂の手が伸びてきて私の肩を掴み、グイッと彼の方に引き寄せられた。

　え？　今、なにが起こっているの？　私……氷堂に膝枕されてる～!?

　心臓はドッドッドッと大きく音を立てている。

　あまりに驚いて声も出せずにいる私に、彼は優しく声をかけた。

「しばらく休んでいるといい。着いたら起こしてあげるよ」

　この状況で休めるわけがない。

　身体は全身がアンテナのようになっていて、彼の動きを警戒して強張っている。

　一体どうしたというの？

　どこか変な場所に連れ込まれたりしないわよね？

「氷堂さ……ま？」

　心配になってその名を呼べば、彼は私の髪を梳とくように撫なでた。

「大丈夫。ちゃんと家に送り届けるよ。ただこれからはスキンシップを増やしていこうと思っただけ」

　氷堂の発言に狼狽うろたえずにはいられない。

　スキンシップを増やすって……。

「その必要はないのでは？」

　少し上体を起こし、弱々しい声でそう言えば、彼はフッと微笑した。

「結婚して子供も作るんだから、触れ合いは必要だよ」

「だったら、愛人を作ればいいんですわ。……あっ！」

　あまりに動揺して、つい本音を口にしてしまう。

　しまった……と思うが、言ってしまった言葉は取り消せない。

「愛人なんて面倒なものは作る気はないから」

　氷堂は口角を上げてそう宣言すると、私に顔を近づけて口づける。

　ふわりとしたその感触に、一瞬なにが起こったのか理解できなかった。

　だが、氷堂が私を見て楽しげに笑うので、やっとわかった。

　私……氷堂にキスされてる!!

　びっくりして大きく仰のけ反ぞり、彼から離れた。

「な、な、なにをなさいますの？」

「愛しの婚約者殿にキスしただけだよ。少しずつ慣れていこうか」

　氷堂はおもしろそうに目を光らせた。

「や、約束が違います。私に恋人ができれば婚約は破棄してくださるとおっしゃったではないですか！」

　運転手がいることも忘れ、声を大にして抗議すると、彼は悪びれた様子もなく「ハハッ」と声を出して笑った。

「あれは嘘だよ。ああでも言わないと綾香が家出しそうな様子だったからね」

　確かに家出して縁談を破談にしようと考えたこともあった。

　全部見透かされてる。

「綾香だってわかっているだろう？　俺を敵に回して綾香を口説く男なんていないってこと」

　不敵な笑みを浮かべる彼を見て、ゴクッと息をのんだ。

「それは……」

　なんて答えていいかわからなくて言葉に詰まる。

　彼の言う通りだった。

　自分でもわかっていたけど、どこかに逃げ場があると希望を持ちたかったのよ。

　今まで氷堂が恋人のように触れてくることはなくて安心していたし。

　触れ合いって、そのうちキス以上のこともするってこと？

　あ、あ、ありえないわ～！

　頭の中はパニック。

　氷堂は手を伸ばして、ショックで口も聞けずにいる私の唇に触れると、目を細めて微笑んだ。

「いい加減あきらめたら？　俺のことを好きになれば、政略結婚も恋愛結婚になるよ」

　氷堂の発言にふつふつと怒りが込み上げてきて、我慢できずに言い返す。

「冗談じゃありませんわ。私の心もお金で買えると思わないでくださいね！」

　彼の前でこんなに取り乱したのは初めてだった。

　あっ、また失言。どうしよう～。

　怒って『花山院を潰す』なんて言わないわよね？

　青ざめながらチラッと氷堂に目をやるも、彼は気を悪くした様子も見せず、にこやかに微笑んだ。

「そんな無ぶ粋すいな真似はしないよ。俺の主義に反するしね」

　彼の言ってることが矛盾していると思うのは私だけ？

　氷堂家の権力と財力を使って、私と結婚しようとしているのは誰ですか？

　本当に心から私が欲しいのなら、ちゃんと愛の言葉を囁いて求愛するものではありませんの？

　じっと氷堂を見据えていたら、彼がクスッと笑った。

「綾香は正直だね。考えてることが全部顔に出る」

　その発言にギョッとしてあたふたしているうちに、車は私の家の門の前で停まった。

「……送っていただいてありがとうございます」

　形だけの礼を述べて、シートベルトを外してそそくさと車を降りようとすると、なぜか氷堂もシートベルトを外した。

「ここでいいですわ」

　氷堂を止めるが、彼は首を横に振る。

「ダメだよ。家の玄関までちゃんと送り届けないとね」

　これ以上言っても無駄だと思い、車を降りてひとりスタスタと歩くも、氷堂の足が長くてすぐに追いつかれてしまった。

　そんな彼を見て思わず眉をひそめる。

　仕方なく彼を伴って玄関に向かうと、玄関からある男性が出てきた。

　細身でネイビーのスーツにド派手な紫のシャツを合わせ、サングラスをかけているのは私の従兄いとこ、花山院秋あき人ひと。

　年は三十二で、うちの会社の役員をしているのだが、ギャンブル好きで、女たらし。

　私の父も彼にはほとほと手を焼いている。

「やあ、綾香ちゃん。そういえば、今日が大学の卒業式だっけ？　袴姿が眩まぶしいな」

　秋人さんはニヤニヤしながら、馴れ馴れしくも私の髪に触れてきた。

　ゾワゾワッと総毛立つ。

　その手を振り払おうとしたら、氷堂がスッと私の腕を掴んで自分の胸に引き寄せた。

　多分、婚約者である私が他の男に触れられるのがおもしろくないのだろう。

「確か先日のパーティでお会いしましたね」

　ニコッと笑顔を作って秋人さんに声をかける彼。

「ああ、氷堂の」

　秋人さんはスーッと目を細めて氷堂を見ると、すぐにこの場を去った。

「彼……頻繁に来るの？」

　氷堂の問いに顔をしかめる。

「月に一、二回ほど。いつもお金の無心に来て、父も困っていますの」

「あまりいい噂を聞かないから、彼には近づかない方がいい。女癖も悪そうだし、あの男は危険だ」

　珍しく真面目な顔で忠告する氷堂をじっとりと見て冷ややかに返した。

「あなたもかなり危険ですわ」

　乙女の唇を奪った恨み、忘れませんことよ。










すべてを失って




「そうか。蒼士君は今、チベットにいるのか？」

　父はワインを口に運びながら、氷堂のことに触れた。

　美食家のお父さまは、少しぽっちゃりしていて、身体も大きくクマに似ている。

　会社では厳しい社長のようだけど、娘の私の前ではいつもニコニコしている優しい父だ。

　卒業式から四日後の夜、私は自宅で父と夕食を食べていた。

　十畳ほどのドーム型のこぢんまりとしたダイニングルーム。とても温かみのある部屋で気に入っている。

　丸テーブルに父と向かい合って座り、昔三つ星レストランにいたうちのシェフが丹たん精せい込めて作ってくれた黒毛和牛フィレ肉のポワレに舌した鼓つづみを打つ。

　ふたりだけの食事。

　五年前にすい臓ガンで母が亡くなった頃は悲しくて私も父も毎日泣いて過ごしていたけど、もう寂しさは感じない。父は私を大事にしてくれるし、うちで古くから働いてくれている人たちも私たち親子を支えてくれるから。

　今、私のそばにいる給仕のスタッフも私と父に温かい笑顔を向けている。

「ええ。今頃、山を登っているんじゃないかしら」

　そのままチベットに移住すればいいのに。

　この場にいない氷堂の顔が浮かび、空を睨みつけた。

　彼は【無事にチベットに着いたよ。綾香も気をつけて南仏に行っておいで】と旅行先からメールを送ってきた。

　無視しようかとも思ったけど、【そちらで清い心になるよう修行してください。帰ってこなくていいですわ】と刺々しい文面のメールを返した私。

　もう私が彼をどう思っているかなんて明らかなのだから、まどろっこしい言い方はしない。

「綾香にはチベットは無理だなあ。高山病になったら大変だ。頼むから蒼士君を追って行かないでくれよ」

　父が心配そうに私を見た。

　なぜだか知らないけれど、父は私が氷堂にぞっこんだと思い込んでいる。

　困ったことだわ。

「行く気もないのでご安心ください、お父さま。私、卒業旅行は、南仏に行きますから」

　きっぱりと告げれば、父は恐る恐る私に尋ねた。

「……綾香、なにか怒ってないか？」

　怒ってる？　ええ、それはもうすごく怒ってますわ。

　あの腹黒い婚約者に。

　あんな悪魔に唇を奪われてしまうなんて……。

　あ～、今思い出しても腹立たしい。

「なんでもありませんわ」

　ムッとしながら返して、ワインをゴクゴクと飲む。

「まあ、南仏なら安心だな。いつから行くんだい？」

　この質問、二回目ですわね。

　卒業旅行の行き先だって伝えてあったのに、お父さまは覚えていないみたい。

　最近、お仕事が忙しいから仕方がないのかも。

「明日からです」

　私の返答に父は驚いた顔をする。

「明日とは急じゃないか？」

「あら、この前ちゃんとご報告しましたのに、忘れておしまいになったのですか？」

　フフッと笑みを浮かべて追及すれば、父は申し訳なさそうに謝った。

「……すまん。最近、秋人がいろいろ問題を起こしてなあ」

　父の説明に顔をしかめる。

「そういえば、私の卒業式の日も秋人さん来てましたね。また、お金の無心に？」

「そんなところだ」

　父は眉根を寄せて答えるが、お金の他にもなにかありそうな口ぶりだった。

「本当に困った人」

　父に同情するように呟く。

　私が男だったら、父もこんなに苦労することはなかったかもしれない。

　うちには男の子がいないから、父の甥おいである秋人さんが跡を継ぐことになっている。

「秋人のことは心配しなくていい。卒業旅行、楽しんできなさい」

　父が優しく微笑むと、私もフフッと笑みをこぼした。

「ええ。たくさんお土産買ってきますね」

　それから、食事を終えて自分の部屋にこもり、スーツケースを取り出して洋服や化粧品を詰めていく。

　すると、コンコンとノックの音がした。

「はい」と返事をすれば、ワンピース型の紺の制服を着た女性が入ってくる。

「綾香お嬢さま、こちらのお薬もお忘れなく」

　箱に入った薬を手渡すのは、橋はし本もと美み佳か、二十四歳。栗色の長い髪を後ろでひとつにまとめ、背は百七十センチと高く、宝たから塚づか女優のようにキリッとしている。

　美佳は彼女の母親と一緒にうちに住み込みで働いてくれている。

　彼女は私のお世話係というだけでなく、ガールズトークをするほど親しい仲。

　でも、話題となるのは、いつも彼女の恋の話だ。

「ありがとう。美佳も準備はできているの？　式はＧＷでしょう？」

　私の質問に頬を赤らめる美佳。

「私の心配はいいですから、お嬢さまはご自分の準備に集中してください」

「だって、あなたの結婚式よ。気になるじゃないの。もうウェディングドレスは決めたのよね？　大おお谷たに先輩がデレデレになるお顔が見たいわ」

　大谷先輩……大谷直なお史ふみさんは、彼女の結婚相手。私の大学のふたつ上の先輩で、氷堂の又従兄弟にあたり、氷堂コーポレーションに勤務している。文武両道で、明るくて優しい先輩だ。

　私の父と先輩のお父さまが親友同士のため、家族ぐるみで食事をすることも多く、先輩がうちを訪れた時に美佳にひと目惚れしたのだ。

　先輩にデートに誘われ最初は戸惑っていた美佳だったけど、彼女も先輩にはいい印象を持っていたのか、結局彼の押しに負けて付き合うことになった。

　美佳はしっかりしていて、料理もできるし、いい奥さんになれると思う。

「お嬢さま！　もう、からかわないでください！」

　顔を真っ赤にして怒る美佳を見てクスッと笑った。

「ごめんなさい。でも、美佳がお嫁に行くんだもの。私も嬉しいの」

　四月になったら、彼女はうちの仕事を辞めて大谷先輩のマンションに引っ越すことになっている。

　美佳には幸せになってほしい。

「お嬢さま……」

　私の顔をじっと見つめる彼女に羨ましそうに言った。

「私も恋愛結婚したかったわ」

「氷堂さまだって素敵な殿方だと思いますよ。そもそもお嬢さまに関心がなければ婚約なんてしなかったんじゃないかと」

　真剣な顔で私を慰める彼女に反論する。

「それは、私が〝花山院綾香〟だからよ。ただの綾香だったら、見向きもされなかったと思うわ」

　氷堂にしてみれば私の名前と結婚するようなもの。

「そうですかねえ」

　考えるように呟いて首を傾げる彼女に、違う話題を振った。

「もうその話はやめましょう。美佳は南仏のお土産、なにがいいかしら？」

　旅行のガイドブックを広げ、美香と一緒に見る。

　ふたりで「チョコがいい」とか「マカロンがいい」とか騒いでいるうちに、夜がふけてしまった。

　時計を見れば、もう夜中の零時を過ぎている。

　ガイドブックをスーツケースにしまうと、美佳に目を向けた。

「まあ、大変。もうこんな時間。美佳、明日は七時に家を出ないといけないから、六時に起こしてくれる？」

「かしこまりました。おやすみなさい、お嬢さま」

　コクリと頷き、立ち上がった美佳がドアノブに手をかける。

「おやすみなさい、美佳」

　そう声をかけると、彼女は私の部屋を退出した。

　ベッドサイドのテーブルに置いてあった睡眠導入剤を一錠手に取り、ペットボトルの水で流し込む。

　実は卒業式の夜からあまりよく眠れず、お医者さまに処方してもらった。

　多分、氷堂がいきなりキスしてきたせいで神経が過敏になっていたのだろう。

　四月になったら、両家の食事会をすることになっているし、今後のことを考えると頭が痛い。

「明日から南仏旅行ですもの。楽しまなくては」

　途中モナコに行って、ドレスアップしてカジノをしたり、カンヌで地中海をクルージングするというのもいい。

　部屋の電気を消し、すぐベッドに入って目を閉じた。

　氷堂のことなんか忘れるのよ。

　自分に言い聞かせ、南仏の綺麗な景色を思い浮かべる。

　薬が効いてきたのか頭がボーッとして、そのまま眠ってしまったらしい。

「綾香お嬢さま、起きてください！　綾香お嬢さま！」

　美佳の声が耳元で聞こえて、ゆっくりと目を開けた。

「う……ん、もう朝？」

　寝ぼけ眼まなこの私に、彼女は必死の形相で叫ぶ。

「火事です！　早く逃げないと！」

「火事？」

　呆ぼう然ぜんと美佳の言葉を繰り返す私。

　すぐに動こうとしない私の腕を掴んで彼女がベッドから起き上がらせた。

「さあ、早く。もうすぐそこまで火が来ています」

　状況を理解できぬままベッドを出て、美佳と一緒に部屋を抜け出す。

　廊下は煙が充満していて、視界が悪いし、熱風で身体が焼けそうだ。煙を吸い込んで「ゲホッゲホッ」とむせるが、美佳は構わず私の手を引いて歩き出した。

　ネグリジェの袖で口を塞ふさぎ、彼女についていく。

　百メートルほど歩いてなんとか玄関を出ると、うちで働いている使用人たちが肩を寄せ抱き合っていた。

　見たところ、みんな無事のようでホッとする。

　お父さまはどこ？

　父の姿を探すが見つからない。

　ひょっとしてまだ家の中に？

　外はまだ暗いのに、うちの周りだけが明るい。赤黒い炎が屋敷を包んでいた。

「お父さま！　お父さま！」

　そう叫んで父を助けに家に戻ろうとしたら、美佳に背後から抱きつかれた。

「ダメです。お嬢さま！」

「離して、美佳！　お父さまはきっとまだ家の中にいるのよ！」

　彼女の腕を振り払おうとするも、他の使用人も駆け寄ってきて私を押さえる。

「お願いだから、離して！　お父さまが死んでしまうわ！」

　むせび泣きながらもがいた。

「いけません。お嬢さままで死んでしまいます！」

　目に涙を浮かべながら、美佳が厳しい表情で私を止める。

「嫌～！　お父さま～！」

　見動きが取れない私は、叫ぶことしかできなかった。

　目に映るのは燃え盛る激しい炎。

　父が家の中にいるかもしれないのに、指をくわえて見ているしかないなんて……。

　絶望が私を襲う。

　しばらくして消防車が数台やってきて消火活動を始めるが、風もあって炎の勢いが強く、なかなか鎮火しない。

　明け方になってやっと火は消えたけど、家は全焼していた。

「綾香お嬢さま……きっと旦那さまは、どこかに避難して無事ですよ。それか、深夜にどこかへ行かれたか……」

　美佳が慰めの言葉を口にするが、その可能性はない。

　だって、娘の私がよく知っているもの。

　父は私の安否確認もしないでいなくなるような薄情な人ではないし、深夜に遊びに行くような人でもないのだ。

　父は書斎か寝室にいて……逃げることもできずに亡くなってしまったに違いない。

　使用人たちも「旦那さまの寝室はすでに火が回っていて」とか「旦那さまの叫び声が聞こえた」とか言って騒いでいる。

　あまりのショックで消防の人や警察官に話を聞かれても、なにも答えることはできなかった。

　呆然と焼け果てた自分の家を見つめる。

「全部……燃えてしまったのね」

　これがただの夢だったらどんなにいいだろう。

　だけど、これは現実なのだ。

　裸足で逃げてきたから足は痛むし、周囲はまだ焦げ臭い。

　私の帰る家は……もうない――。




　足の痛みで目が覚めた。

　心配そうに私の顔を覗き込んでいる美佳と目が合う。

　彼女の横には大谷先輩がいた。

　なぜ彼が？

　彼を見て慌ててベッドから起き上がる。

　十二畳くらいの見知らぬ部屋。

　ここはどこ？

　視線をさまよわせれば、銀縁のデジタル時計が目に映った。

　コンタクトレンズをしていなくて数字がぼやけるけど、十三時となっているように見える。

　火事が起きたのは深夜だったから、半日ほど時間が経ってしまったのね。

　いつ眠ってしまったのかも覚えていない。

　あの火事は夢ではないのだろうか？　お父さまは……本当に死んでしまったの？

　そんなことを考えていたら、美佳が私に抱きついた。

「お嬢さま～！」

「美佳……ここはどこ？」

　戸惑いながら聞けば、大谷先輩が答えた。

「僕のマンションだよ。綾香ちゃんが倒れたって美佳から連絡があって、ひとまず連れてきたんだ。火事大変だったね」

　その言葉に改めてこれは現実なんだと理解した。

　だが、父のことが気になって、美佳に目を向ける。

「お、お父さまは見つかった？」

　ひょっとしたら父は無事でいるかもしれない。

　そんな希望を持ちながら尋ねたが、彼女は目に涙をためながらためらいがちに答えた。

「……旦那さまはまだ見つかっていません。消防の話では……出火元が旦那さまの寝室のようで、そこだけかなり高温で燃えたらしく、金属も溶けて……なにもかもが跡形もなく燃えてしまって……ううっ」

　泣き崩れてしまい、言葉にならない美佳の肩を先輩が優しく抱き、彼が代わりに続ける。

「あまりに高温で燃えたため、遺体も残っていないそうなんだ。残念だけど……」

　……そんな。

　先輩の話では、遺体がないためすぐに死亡届は発行できず、警察と消防の調査後に父の死亡が認定されるとか。調査には半年ほど時間がかかるそうだ。

　おまけに、父の会社のデスクから遺書らしき文書が発見された。父がいつも持っているメモ帳に【すまない。私を許してくれ】とだけ書かれていたらしい。

　だから、この火事は放火や事故ではなく、自殺によるものだというのが、警察の見解。

　しかし、あの優しい父が他人を巻き込んで家に火を放つなんて考えられない。

　すべてが信じられなかった。信じたくなかった。

　父は誰かにはめられたんじゃないだろうか？

「……お父さまは自殺をするような人じゃないわ」

　ポツリと呟く私に、美佳は力強い口調で同意した。

「そうですよ。旦那さまはお嬢さまを置いて自殺するような方ではありません」

　大谷先輩も彼女の言葉に同意しながら、顎に手を当て考えるように言った。

「僕もそう思う。綾香ちゃんのお父さんはしっかりした人だし、そんな無責任な人じゃない。これは仮定の話だけど、誰かが綾香ちゃんのお父さんを殺害しようとしたんじゃないかな」

　彼の言葉で、ある人物の顔がパッと頭に浮かんだ。

「従兄の秋人さんかも」

　大谷先輩の目を見て返せば、彼は秋人さんのことを知っているようでその瞳を曇らせる。

「花山院商事の常務をしている人だよね？」

「ええ」

　私が先輩の目を見て頷くと、彼は顎に手を当て黙り込んだ。

　その横で美佳が思い出したように報告する。

「秋人さまなら昨夜、いらしていました。一時間ほどでお帰りになりましたけど」

　美佳の証言でますます秋人さんへの疑いを強めた。

　旅行の準備をしていて気づかなかったけど、秋人さんが来ていたのね。

　ひょっとして、父となんらかのトラブルがあって、その腹いせに彼が火を放ったのではないかしら？

　秋人さんは短気でカッとなりやすいし、素行も悪い。悪い連中と付き合いがあって、飲み屋で暴力事件を起こしたり、未成年の少女に飲酒させたりと、いろいろ問題を起こしているし、ギャンブルに興じてお金を湯水のように使い多額の借金をする。

　なにかあるたびに父が頭を下げて尻拭いをし、その後、秋人さんを説教していたのだけど、彼が反省する様子はなかった。

　父も血が繋がった甥だから、どんな放ほう蕩とう者でも秋人さんを見限ることができなかったのだ。それに、秋人さんがいつか花山院商事の後継ぎという自覚を持って、しっかりと仕事をしてくれると父は信じていた。

　私が生まれる前は秋人さんを息子のようにかわいがっていたそうだから。

　大谷先輩も秋人さんを警戒してか、真剣な面持ちで告げた。

「綾香ちゃんはしばらく身を隠していた方がいい。もし、その従兄が企てたことなら、君も命を狙われる」

　大谷先輩のアドバイスで、そのまま彼のマンションにしばらく泊めてもらうことになった。

　今日から卒業旅行に行く予定だったけれど、弥生さんには美佳に連絡をしてもらい中止にしてもらった。こんな状況ではとても旅行なんてできない。

　私は精神的ショックからすぐには立ち直れず、数日間は一歩も外に出れずにいた。

　しかし、その間に事態は急変。秋人さんは役員を買収して、父がいなくなって不在となった花山院商事の代表取締役社長に就任した。

　おまけに、父が会社の金を三億円も着服していたと言い張って、うちの財産をすべて差し押さえたのだ。

　お陰で私は無一文になってしまった。

　今の状態では父の生命保険もおりなくて、ホテルに泊まるお金もなければ、ペットボトルの水を買うお金さえない。

　家もお金もない私は、もう花山院のお嬢さまではないわ。

　婚約も破棄しないとね。

　氷堂がチベットから戻れば、速攻で解消するに決まってる。

　すべてを失った私には価値なんてないのだから。

　きっと彼は他の令嬢と婚約するに違いない。

　だったら、私から終わらせるわ。それが、私のプライド。

　氷堂に婚約解消の手紙を書いて大谷先輩に渡すと、彼が確認するようにじっと私の目を見た。

「本当に解消していいの？」

　その問いに間を置かずにコクッと頷くが、大谷先輩は納得しない顔をする。

「蒼士くんともっと話し合った方がいいんじゃないかな？」

　彼の言葉に、私は首を横に振った。

　話し合いの必要なんてない。恋人同士ならそうするかもしれないが、私と彼はそんな親しい関係ではないのだから。

　ずっと望んでいた婚約解消がこんな形で実現するなんて、皮肉よね。

　人生ってなにが起こるかわからない。

　もっと父のことで悲しむと思っていたのに、遺体がないせいで亡くなったという実感が湧かなくて、悲しみに暮れることもできなかった。

　あの火事で私は心もなくしてしまったのかもしれない。

　私の目には空も建物も木も……すべてが、灰色に見えた。










私は普通のＯＬ




「ここが氷堂コーポレーションの本社ですのね」

　赤あか坂さかの一等地にある五十二階建てのビルを見上げた。

　氷堂コーポレーションはホテル、鉄道、不動産、レストラン、スポーツクラブ等の幅広い事業を展開している大企業グループで、総売上は八兆円を超え、国内の総従業員数も六万人を超える。この本社では、およそ八百人もの社員が働いているとか。

　四月一日。桜が咲いて、新しい年度が始まる。

　今日から普通のＯＬとしてここで働くのだわ。

　私が就職することに美佳は大反対した。

『お嬢さまが働く必要なんてありません！』

　そうね。家が火事で全焼するまではそれでよかった。

　でも、家も財産も失い、父ももういない。

　現実を受け入れなくては。

　だから、大谷先輩にどこか働くところを紹介してほしいとお願いしたのだ。

　火事があってから十日近く大谷先輩のところにお世話になっていたけど、さすがにこれ以上ご迷惑をおかけするわけにはいかないし、無一文になってしまったからには働いてお金を稼ぐ必要がある。

　それに、なにもせずに先輩の家にいるのが嫌だった。

　美佳がなにかと世話を焼いてくれたけど、彼女は今月末に結婚する。それなのに私が居座るのはよくない。

　早く大谷先輩の家を出ていかなくては……と思ったの。

　私だって空気は読める。

　目と目で会話をする美佳と大谷先輩を見ていて感じた。

　私はお邪魔虫。

　美佳には幸せになってほしいから、私がちゃんとひとり立ちしないと、彼女も安心してお嫁に行けない。

　私は負けないわ。ひとりでだって生きていける。

「さあて、行こうか」

　大谷先輩に声をかけられ、一緒にビルの中に入った。

　これから入社式。

　新入社員が正面玄関の前で列を作り、ぞろぞろと入社式の会場に移動している。

「それじゃあ、また後でね」

　大谷先輩は私の肩をポンと叩くと、優しく微笑んで去っていく。

　その後ろ姿を見送り、受付を済ませて封筒に入った資料と名札を受け取った。

　氷堂コーポレーションで働くことに抵抗を感じないと言えば嘘になる。

　でも、難色を示していた私に大谷先輩は『なにかあればすぐに僕が力になれるから』と優しく言ってくれて、それで私の気持ちも固まった。

　これから頑張らなくては。

　気合いを入れると、背筋をピンと伸ばして会場に向かう。

　今から私は花山院綾香ではなく鈴すず木き綾香。

　鈴木は母の旧姓だ。

　今の私では本名で就職することすら難しい。

　なぜなら私の家が全焼したニュースが全国ネットで放送されたから。

　その上、花山院商事前社長の会社の金の使い込み疑惑報道までされて、ネットでは父への誹ひ謗ぼう中傷が相次いでいる。

　私の名前もネットで晒さらされ、激しいバッシングを受けている状況下で就職活動をしてもまともな働き口など見つかるわけがない。

　でも、氷堂の会社なら、大谷先輩のサポートを受けられるし、寮に入ってひとり暮らしもできる。大谷先輩の話では、運よく独身寮の部屋がひとつ空いているとか。

　もうなりふり構ってなんかいられないわ。

　自慢だった黒髪は火事で毛先が少し燃えてしまい、美佳に切ってもらってボブにした。目が悪くてずっと使い捨てのコンタクトレンズを使っていたけど、安い四千円の黒縁メガネに替え、今着ているグレーのスーツも黒のパンプスもネットで買ったセール品。よく友人が読んでいた漫画に出てくる地味ＯＬのようだ。

　もう昔の私の面影はない。

　多分廊下ですれ違っても、氷堂は私だと気づかないわね。

　自分でもまだ今の姿に慣れていない。鏡に映る人物が、まるで知らない人に見える。

　入社式では、藤原が新入社員代表の挨拶をしていた。

　氷堂の姿を探せば、社長の横に座っていて……。

　どうやらふたりとも無事にチベットから戻ってきたらしい。

　氷堂と藤原の姿を見るのは卒業式の日以来だわ。

　なぜかしら？　席が離れているせい？　彼らが遠い存在に感じる。

　思い返せば、ふたりは大学時代サークルに入らず、講義が終わるとすぐに氷堂コーポレーションに向かっていた。

　氷堂が父親の跡を継ぐべく社長の仕事を手伝っていたのは知っていたけど、藤原も将来、氷堂を支えるために早くから仕事のスキルを身につけていたんだと思う。

　先のことを真剣に考えていた氷堂と藤原はすごい。

　私は彼らが仕事をしている間、将来のことも考えず、大学のカフェで呑のん気きに友人と雑談をしていたもの。

　学生時代、彼らと肩を並べていたというのは私の思い上がりだわ。すでにふたりとは大学時代から差がついていたのよ。それが、私が感じている彼らとの距離なのね。

　それに、今の私は無一文だし、氷堂たちとはもう住む世界が違う。

　大谷先輩の話では、氷堂は副社長として経営に携わるとか。氷堂は大学時代から役員会議にも出席していて、彼が舵かじを取っているプロジェクトもあると聞いている。

　若いのに有能な副社長とただのＯＬ。同じ会社にいても接点はないはず。

　多分、彼と会社で顔を合わせることなんてないだろう。

　もう彼とは婚約者でもなんでもないのだ。

　私が婚約破棄を伝えた手紙は大谷先輩から氷堂に手渡してもらったけれど、氷堂から返事はなにも来ていない。

　それは、私からの申し入れを了承したということ。異論があれば、大谷先輩を通して言ってくるはずだもの。

　だからあえて氷堂が私の手紙にどういう反応を示したのか、大谷先輩には尋ねなかった。

　きっと氷堂は自分から破談にする手間が省けて喜んだに違いない。

　これで縁が切れてスッキリすると思ったのに、逆に胸の中がもやもやする。

　多分、こんな自分を惨みじめだと感じているからだわ。

　今の私にはなにもないもの。

　持っていたものをすべて失ってしまったから――。

　大谷先輩には私の居場所については氷堂に伏せておくようお願いしてあるし、ここで働くことも秘密にしてもらっている。

　先輩に理由は言わなかったけれど、私が働いていることを知られて氷堂にどう思われるかが怖かったのだ。

　彼に憐あわれみの目で見られたら、私はショックを受けるだろう。

　かつてお嬢さまだったという私の変なプライドを捨ててしまえたらどんなにいいか。

　結局、私は花山院という名前の恩恵と庇ひ護ごを受けていたのだ。そのことに甘えていたんだと思う。

　もし、氷堂が今の私の立場なら、彼は逆に奮起してこの会社のトップにのし上がろうとするでしょうね。

　才能に恵まれている人だけど、人一倍努力家であることも私は知っているし、そこは尊敬もしている。

　氷堂家の人間であっても、氷堂はそのステイタスに驕おごることなく、自分を律して努力を怠らない。

　王子キャラだからそうは見えないけれど。

　氷堂のように……強くなりたい。

　私も頑張らなきゃ。氷堂に負けてなんかいられないわ。




　入社式が終わって、新入社員はみんな隣の部屋に移動する。

　私もそちらに向かおうとしたら、ガタイのいいスーツ姿の男性社員に声をかけられた。

　ベリーショートの黒髪に、年は二十代後半くらい。アメフトでもやっていそうながっしりとした体格で、肌も小麦色に焼けている。

　彼の胸には【剣けん持もち斗とう真ま】と書かれた名札がぶら下がっていた。

「鈴木綾香？　あんたはこっち」

　顎でクイとエレベーターの方を示す。

　そんなぞんざいな態度で対応されたのは初めてで、呆あっ気けに取られた。

　唖あ然ぜんとしている私に構わず剣持さんはスタスタ歩いていく。

　あっ、いけない！

　慌ててその後を追いかければ、彼の横に藤原がいてギョッとした。

　なぜ彼が？

　動揺しながらふたりの後に続いてエレベーターに乗る。

　だが、藤原への警戒は忘れなかった。

　なるべく存在を消そうと、エレベーターの奥に陣取り、自分に言い聞かせる。

　大丈夫。今の私を見ても花山院綾香だとは気づかないはず。きっとただの新入社員の女の子と思われるだけ。

　藤原と剣持さんはすでに顔見知りなのか親しげに話していた。

　ひょっとしてこれから藤原と同じ部署で働くのかしら。大谷先輩は『僕に全部任せて』と言っていたけど、藤原と一緒だなんて……そんなの困るわ。

　ひとり顔を青くしているうちに、エレベーターが到着していたらしい。

「鈴木、ボーッとしない」と剣持さんに注意され、ハッとした。

「すみません！」

　慌てて謝って、彼らと一緒に五十一階で降りて、右手の廊下を進んでいく。

　突き当たりのドアの横にある機械に剣持さんは名札をかざした。

　ドアのプレートの表示は【海外戦略室】。

　ここが私の配属先ですのね。今初めて知りましたわ。

　英語は話せるし、経理部で数字と格闘しているよりは私に合っている気がする。

　ドアのロックが解除され、剣持さんの後に続いてオフィスに入った。

　どうやら名札をかざすと鍵が開く仕組みのようだ。

　中は三十畳くらいの広さで、奥に大きめのデスクがふたつ、中央にはそれよりも少し小さめのデスクが四つ向かい合って並んでいる。

　奥の右側にある席には大谷先輩がいて、パソコンと睨めっこしていた。

　知っている顔を見つけて安あん堵どする。

「室長、新人連れてきたぞ」

　剣持さんがそう告げると、大谷先輩はパソコン画面から顔を上げ、席を立ってこちらに来た。

　新人って……やっぱり藤原も一緒なの？　嘘でしょう？

　いくらメガネをして髪型を変えても、同じ部署にいればそのうち私が花山院綾香だとバレてしまう。

　先輩はなにを考えて私と藤原を一緒の部署にしたの？

「待ってたよ。この海外戦略室は、今日から発足したばかりの副社長直属の部署だ」

　え？　副社長直属？

　大谷先輩の説明に固まった。嫌な予感しかない。

　考えたくないけど、藤原だけではなく、氷堂とも頻繁に顔を合わせるのかしら。

　サーッと血の気が引いていく。

　だが、大谷先輩はそんな私に構わず続けた。

「僕がここの室長の大谷。で、君たちを連れてきたのが、主任の剣持だ。新人の藤原くんに鈴木さん。うちは少数精鋭だから、頑張ってくれよ」

　大谷先輩はニコッと笑っているが、私は少しも笑えなかった。

　これは……今すぐ逃げた方がいいのでは？

　後ずさろうとする私に、藤原がにこやかに挨拶した。

「鈴木さん、これからよろしくね」

「……こ、こちらこそよろしくお願いします」

　狼狽えながらも、なんとか挨拶を返す。

　メガネ越しにチラッと藤原を見たが、私だと気づいた様子はなかった。

「ふたりの席だが、鈴木は俺の前の席で、その隣が藤原の席だ」

　剣持さんがぶっきら棒に言って、私と藤原はすぐに自分のデスクを確認する。

　これからここで仕事をするのね。

　緊張しながら、パソコンのキーボードに触れる。

　てっきり、大谷先輩の隣が剣持さんの席かと思っていたけど、違ったようだ。

　では、大谷先輩の横の席は誰？

　疑問に思うも、海外戦略室に他のメンバーは見当たらない。

「……木、鈴木？」

　剣持さんの声が聞こえて、ビクッとなる。

「は、はい！」

　思わず大声で返事をすれば、彼に失笑された。

「もっと緊張感持てよ」

「はい、すみません」

　しゅんとなって謝る。

　反省しなくては。氷堂のことを意識しすぎだわ。

　もう考えないようにしよう。

　剣持さんからパソコンの簡単な説明を受けると、社用スマホが渡された。

　すでに、ここのメンバーの携帯番号やメールアドレスは登録済み。

　それだけじゃない。副社長の氷堂の番号まで登録してあって怖くなった。

　この状況で彼のことを考えない方が無理よ。

　……これって削除してはいけませんの？

　彼の番号があるだけで、スマホが爆弾に見えてきた。

　早く手放してしまいたい。

　じっとスマホを睨みつけていたら、藤原が私の顔を覗き込んできた。

「鈴木さん、どうしたの？　スマホの使い方、わからないところある？」

　急に視界に彼の顔が飛び込んできて、「キャッ！」と声をあげて大きく一歩後ずさる私。

「い、いいえ、まだ新人なのにスマホを配られたので驚いているだけですわ……あっ、です」

　あたふたしながら答えたら、大谷先輩がクスッと笑みを浮かべた。

「君たちふたりは即戦力として期待されているからね。新人研修もないんだよ」

　即戦力？

　藤原はなんでもそつなくこなすし、大学の時から会社に出入りしているからテキパキ仕事ができるだろうけど、私は違う。

　不器用だから、なんでもコツコツ勉強して身につけるタイプなのだ。

　ちゃんと新人研修を受けたいわ。パソコン操作は問題ないとしても、ビジネスマナーとかは自信がない。

「……そうなんですか」

　不安げにそうポツリと呟けば、「心配しなくても大丈夫だよ。仕事しながら慣れていけばいいから」と大谷先輩に励まされた。

　その後は、オフィス内の説明を受ける。

　右手にある給湯室には冷蔵庫やコーヒーマシンもあって、自由に利用できるそうだ。その横はシャワー付きの仮眠室で、簡易ベッドがふたつ用意されていた。

　それから剣持さんに社内を案内してもらい、総務部や経理部、そして秘書室に挨拶。お昼は社食でランチを食べる。

　大学も学食があったのでそう驚きはしない。

　オフィスに戻れば、大谷先輩に早速資料作成を頼まれた。

　アメリカ、ヨーロッパ、アジア等の市場動向をまとめるのだが、数値を書き換える程度のものなので、新人の私でもそう難しくはない。

　藤原は剣持さんに呼ばれ、目の前で「今、中国の市場が冷え込んでいるから、投資は控えた方が……」とかなんとか意見している。

　つくづく、藤原も氷堂同様、別格と思わずにはいられない。

　全然新入社員に見えませんわ。エリート幹部の貫かん禄ろくがありましてよ。

　藤原に比べて私は社会人としてまだまだわ。

　つい先日まで就職することも考えていなかったし、今の状況についていくのがやっとだ。

　勉学では藤原と互角の争いができたのに……。

　焦りを感じずにはいられなかった。

　ハーッと深い溜め息をついたら、右肩が急に重くなり……。

「そこ、数字間違ってる」

　突然耳元で男性の声がして、「ぎゃっ！」と奇声をあげた。

　こ、こ、この声は……氷堂。

　間違いはしない。

　私の肩に彼の顎が乗せられている。

　なんで急に現れるの～！　あなたと会う心の準備が全然できてないのに。

　怖くて振り返ることもできない。

　心臓はバクバク。

　硬直してなにも言葉を発しない私を見て、大谷先輩が氷堂を注意した。

「副社長、新人をからかうなよ」

　役職は氷堂が上だけど、大谷先輩は氷堂と親戚だし、年も上だから気兼ねなく言えるのだろう。

「ガチガチになってるみたいだから、リラックスさせてあげようと思ってね」

　氷堂は笑みを浮かべ、茶目っ気たっぷりに言うが、私はこの場から一刻も早く逃げ出したかった。

　今一番会いたくないあなたに会って、リラックスなんてできるわけがない。

　心臓が早鐘を打っていて、発作を起こしそう。

　氷堂は私の名札をチラリと見て名前を確認すると、普通の女の子ならキュンとなるようなキラースマイルで謝った。

「ええと、鈴木さん、びっくりさせてごめんね。僕は副社長の氷堂。副社長室よりここで仕事をする時間が多いから、君に僕のスケジュールの管理をお願いするよ」

「え？」

　氷堂の急な依頼ならぬ命令に目をパチクリさせる私。

　聞いてないわ、そんな話。

　私が氷堂のスケジュール管理なんて無理ですわ！

　大谷先輩、どうなってますの？

　ここはガツンと断ってくださいませ。

　先輩を見て助けを求めるが、彼はおもしろそうに目を光らせた。

「鈴木さん、頼むよ。秘書室のお姉さんたちに副社長の担当をお願いすると、血を見ることになりそうなんだ」

　だからって、私に振るのはマズイってわかってるはずじゃありませんか。

　大谷先輩、恨みますわ。

　じっとりと彼を見ていたら、氷堂が私の視界を遮った。

「それじゃあ、これからよろしく頼むよ」

　ニコッと微笑む氷堂。

　その顔からは、いつものことなのだが、心情が読み取れない。

　氷堂の登場には驚いたけど、彼は私の正体には気づいていないらしい。

　メガネをして、髪を切っただけなのに。

　きっと彼は私ではなく、私の背後にあるものを見ていたのだろう。

　花山院という名家の名前を。

　内心、すぐにバレると思ってビクビクしていた。だが、今は逆に冷静に氷堂を見る余裕がある。

　あなたには、失望しましたわ。

　少し姿が変わっただけで、元婚約者が目の前にいてもわからないのですね。

　このままごまかし続けるのよ、綾香。

　私がボロを出さなければ、バレないわ！




　ずっと気を張りながら氷堂たちと仕事をしていると、いつの間にか定時になり、氷堂が内線で社長に呼び出された。

「今日はここまで。お疲れ」

　そう言って、氷堂はオフィスを後にする。

　その後ろ姿を見送り、ホッとした。

　なんとか無事に初日が終わったわ……。

　でも、氷堂の秘書なんて、なにをしていいのかわからない。

　これからどうすればいいのかしら。

「鈴木さん、僕は客先に用があるから、寮まで送っていくよ」

　大谷先輩に声をかけられ、パソコンの電源を落とし、彼の車で連れていってもらった。

　着いたのは、麻あざ布ぶの一等地にある三十五階建てのタワーマンション。

「ここが……独身寮ですか？」

　氷堂コーポレーションだから福利厚生がしっかりしているのだろうけど、それにしても豪華すぎないかしら。

　お金持ちが住むような高級マンションに驚いて、大谷先輩に思わず確認してしまった。

「相部屋になるけど、家具はついてるし、セキュリティーもしっかりしているから安心だよ。コンシェルジュに名前を言えば、部屋に案内してくれるからね」

「……そうなんですね」と彼の説明に相あい槌づちを打つも、なにかがおかしいと首をひねる私。

「送っていただいてありがとうございました」

　先輩にお礼を言うと、車を降りて、マンションのエントランスに向かう。

　中に入れば、高い天井にはシャンデリアが輝いていた。床は大理石だし、胡こ蝶ちょう蘭らんが飾られていて華やかな雰囲気。

　戸惑いながらフロントにいるコンシェルジュに名前を告げれば、すでに話が通っていたのか、部屋まで案内された。

　そこは最上階で部屋のドアはひとつしかない。

「こちらになります」

　コンシェルジュがエレベーターを降りてすぐ前にあるドアの鍵を開ける。

　本当にここが寮なの？

　半信半疑で部屋の中に入り、電気のスイッチを探して灯りをつける。

　先輩は相部屋だと言っていたけど、玄関には靴が一足も置いていなかった。

「まだ誰も帰宅してないのかしら？」

　同室の人はどんな人なのだろう。

　それにしても広い玄関だわ。ここだけでも六畳くらいありそう。

　寮というか、まるで個人の家ね。

　だって、ドラマに出てくる社員寮といえばもっとこぢんまりとしたアパートで、おばさんが管理人をしていて、部屋だってベッドがやっと置けるくらいの大きさなのに。

「……お邪魔します」

　靴を脱いであがり、キョロキョロ見回しながら廊下を進んでいく。

　そういえば、美佳が私の洋服を届けてくれることになっていたのよね。

　どの部屋にあるのかしら。

　ドアを見つけるたびに控え目にノックして中を確認した。

　なにもないフローリングの部屋。ここはトイレ。隣はバスルーム。その向かい側が寝室。

　ベッドはなぜか天てん蓋がい付きの豪華なもので、思わず顔をしかめた。

　寮なのに天蓋付き？

　そして、突き当たりが三十畳はありそうな広いリビングで、南側の一面が床から天井までガラス張りだった。

　東京の摩天楼が一望できて思わず見入ってしまう。

　私が住んでいた家は洋館だったし、こんな高層マンションの最上階に来たのは初めて。

　東京の夜景がキラキラと眩しく見える。

　仕事からも氷堂からも解放され、大きく息を吐いた。

「……疲れたわ」

　全身の筋肉がカチカチになっているような気がする。

　立っているのもつらくて、近くにあったレザーのソファにドサッと腰を下ろした。

　部屋の中が暗いせいか心が落ち着く。

　日中はずっと仕事や氷堂のことがあって、父のことを考えずにいられた。

　でも、夜になると、どうしてもあの火事の夜のことを思い出す。

　赤黒い炎で焼かれた私の家。あの炎も、その熱さも、まだ身体が覚えている。

　それに足の火傷やけどがまだズキズキ痛むのだ。

　こんな小さな火傷でも痛いのだから、父は死ぬ時怖かったに違いない。

　想像もできないほど苦しんだと思う。

　だが、やはり涙は出ないし、悲しいという感情が湧いてこない。

　母が死んで……父も死んで……私はひとりぼっちになってしまった。

　もう私を心から愛してくれる人はいない。みんな……私の前からいなくなる。

　そう考えると、ひとりで生きていくことが虚しく思えた。

　心の中は空っぽ。

「私も……消えてしまいたい」

　虚うつろな目で呟く私を、暗い闇が深く包み込んだ。




「……香、綾香、起きて」

　氷堂の声がどこか遠くで聞こえる。

　夢だと思って従わずにいたら、耳元でまた彼の声がした。

「起きないと、キスしちゃうけど、いいのかな？」

　不穏なその声に身の危険を感じてパッと飛び起きれば、ソファの前に氷堂が身を屈かがめて立っていて驚いた。

　すぐ目の前に迫る彼の顔。

　本当にキスされそう～!?

「な、な、なんで氷堂さまが！」

　ずれたメガネを戻しながら、彼と距離を取るためにソファの背にサッと身を寄せる。

　そして元婚約者に目を向ければ、彼はゆっくりと口角を上げた。

「婚約者なんだから、いい加減、蒼士って呼んでほしいな」

「私はどうしてあなたがここにいるかと聞いているのです。話を逸らさないでください！」

　キッと氷堂を睨みつけるが、彼は気にする様子もなく楽しげに目を光らせる。

「自分の家にいるだけだよ」

　その答えに眉をひそめた。

「氷堂さまの家？　でも、大谷先輩は寮だと……」

「俺の家だって言ったら、綾香が逃げるのは目に見えてるからね。直史さんには、俺のことは伏せておくように頼んだんだよ」

　悪びれた顔もせずに説明する氷堂にムッとして噛かみついた。

「なんのゲームか知りませんが、騙だますなんてひどいですわ！」

「それじゃあ、鈴木綾香と名乗って俺を騙すのはいいの？」

　挑戦的なその目。

　ん？　鈴木綾香？

　寝起きのせいか、まだ頭が働かない。

　私は花山院綾香。

　鈴木はお母さまの結婚前の名字で……。

　んん？　あれ？

　あっ、そうよ。会社では鈴木綾香で……。

　あ、あ、ああ～！　やだ。普通に花山院綾香として彼と話してた。

　食い入るように氷堂をじっと見つめれば、彼はフッと微笑み、私の髪に触れる。

　今は鈴木綾香なのに、『氷堂さま』なんて呼び方をして自分から正体を知らせるなんて、私はなんて馬鹿なの～！

　顔面蒼白になる私。

　わー、きゃー、どうしましょう～。

　声にならない悲鳴をあげる。

　逃げ場がないわ。今すぐ記憶喪失にでもならないかしら？

　でも、彼はひょっとして最初から気づいていた？

「……会社で会った時から私だと知っていたんですか？」

　恐る恐る聞けば、彼は心外だというような顔で返した。

「綾香に気づかないほど俺は薄情じゃないよ。どんな姿をしてたって、愛おしい婚約者だってわかる」

　愛おしいなんて、口から出まかせを言わないでくれます？

　彼は私の不幸を笑っているに決まっている。

「茶化さないでください！　私……帰りますわ！」

　声を荒らげて怒り、ソファから立ち上がった。

　だが、彼にすかさず腕を掴まれる。

「帰るってどこに？」

「それは……大谷先輩のところです！」

　なにも考えずにそう言い返したら、彼は静かな目で私を見た。

「今、彼は婚約者とふたりで暮らしているんだよ。邪魔すべきではないと思うけどな」

　氷堂の言うことは正しい。

　私がいては美佳や大谷先輩は落ち着けないだろう。

　だからといって、氷堂の家で暮らすなんて絶対に無理よ。

「それならホテルに泊まりますわ」

　少し考えてそう答えたら、彼に突っ込まれた。

「お金はあるの？　火事で全部燃えてしまったし、資産を差し押さえられたって聞いてるよ」

　悔しくてギュッと唇を噛む。

　大谷先輩に借りたお金が少しあるけど、今までと同じ金銭感覚で使ってはすぐになくなってしまう。

　ホテルに悠長に泊まる余裕も今の私にはない。

　だとすると、世間で言うところの私はホームレス!?

　ショックだった。

　花山院家の社長令嬢がホームレスだなんて。

　いえ、……私はもう社長令嬢なんかじゃなかったわ。

「綾香はここにいるしかないんだよ。君が路頭に迷っては、直史さんたちは結婚どころじゃなくなるんじゃないかな？」

　大谷先輩たちを思いやるような口ぶりだが、これは彼がよく使う手。私の退路を断つ気なのだ。

　それがわかっているのに、なにも手を打てない。

　確かにあのふたりなら私を気遣って式を延ばすことも考えられる。

　そんなの、絶対にダメよ。

　私のせいでふたりが結婚を延期するなんて……。

　氷堂に頼るしかないの？

　それを認めなければいけないのがすごく悔しい。

「……わかりましたわ。でも、婚約は破棄したんですから、私に気安く触れないでくださいね！」

　氷堂の手を退けるが、彼は悪魔のような顔で妖よう艶えんに微笑んだ。

「俺は婚約解消した覚えはないよ」










俺の愛しの婚約者［蒼士ｓｉｄｅ］




「俺は婚約解消した覚えはないよ」

　綾香にはっきりと告げれば、彼女はその綺麗な漆しっ黒こくの目を大きく見開いた。

「だって、私の手紙を大谷先輩から受け取りましたでしょう？」

　彼女は信じられない……といった顔で、俺に確認する。

「ああ。確かに受け取ったけど、それは綾香の一方的な言い分だよね？　俺は合意していない。君の今の立場は理解しているけど、婚約解消はしないよ」

　綾香の目を見て伝えれば、彼女は狼狽えながら反論した。

「ひ、氷堂さまのお父さまだって、私の考えに納得されるはずですわ」

　彼女が言うように、花山院家のゴタゴタで父はこの婚約を継続することに反対している。

　そこで俺は『婚約を破談にするなら、会社を継がない』と主張して父を黙らせた。

　だが、そんな話は彼女は知らなくていい。

「俺の結婚だからね。父にはなにも言わせないよ」

　フッと笑みを浮かべ、綾香の髪を一房掴んでもてあそべば、彼女は怯えるような目で俺を見た。

「……でも、今の私と結婚したって氷堂さまになんのメリットもありませんのよ」

　卒業式の日に俺が車の中でキスしたことでも思い出したのか、彼女はひどく警戒している。

　俺から離れたくて仕方がないんだろうな。

　だが、残念だったね。

　君が社長令嬢ではなくなったとしても、手放す気はないよ。

　そもそも綾香との婚約を提案したのは父じゃない。俺だ。

「メリット……ねえ。そういう言い方は好きじゃないな。俺はね、綾香のことを気に入っているんだよ」

　彼女と出会ったのは高一の時。当時俺はイギリスの寄宿学校から皇極学院高校に編入し、毎日うんざりするような日々を過ごしていた。

　とにかく俺のファンだという不特定多数の女子につきまとわれ、落ち着かない生活。

　イギリスでは男子校で平穏だったから、共学になんて通うんじゃなかったと後悔したものだ。

　ある時、藤原と一緒に図書室で勉強をしていたら、俺たちのファンの女子たちもやってきてガヤガヤ騒ぎ立てた。

　馬鹿な女ども。

　スーッと目を細めて彼女たちを一いち瞥べつすると、すぐに本に視線を戻して視界から消したが、騒ぎは収まらない。

　そこに登場してガツンと彼女たちを注意したのが、綾香だった。

『図書室は騒ぐ場所ではありませんわ』

　彼女の言葉に、図書室はシーンと静まり返った。

　家柄もよく、容姿端麗で、勉強もできる綾香は先生や生徒からも厚い信頼を得ていて、学院の女子のリーダー的存在。彼女に逆らう生徒などいない。

　騒いでいた女子たちはしずしずと図書室を出ていった。

　その様子を見て、まるで春日かすがの局つぼねだなと呑気にも思っていたら、綾香が俺と藤原をキッと睨みつけて言い放ったのだ。

『氷堂さま、藤原さま、面倒なことは放置ですか？　おふたりには失望しましたわ』

　女の子にきつく注意されたのは初めてだったので、面食らってしまった。

　普通は氷堂家の御曹司と知っていて俺に意見する者などいない。皆こびへつらおうとするのだが、彼女は違うらしい。

　へえ、おもしろい。

　その時初めて綾香に関心を持った。

　成績優秀で、いつも学内のテストではトップスリーには入っている彼女。

　スポーツも当然できると決めつけていたが、実はかなりの運動音痴だと知った。

　泳げないし、球技でもボールをうまく取れずたまに突き指している。

　だが、綾香の周りにいる親友たちが彼女をフォローするから、端から見ているとあまり気づかない。

　それも、綾香の人徳なのだろう。

　高飛車な令嬢ではなく、みんなが憧れ、慕うお嬢さま。

　なぜ彼女が男女問わずそれほど慕われているのか、臨海学校の時にわかった。

　海で溺れている子供を助けようとして、カナヅチの綾香が海に飛び込んだ事件があったのだ。

　俺がそのことに気づいたのは、女子たちが『綾香さま～』『誰か子供と綾香さまを～』などと騒いでいたから。

　それでよく見たら、子供と一緒に綾香が溺れていた。

　慌てて俺と藤原が飛び込んで、彼女と子供を助けた。

『カナヅチなのに海に飛び込むなんて、馬鹿か！』

　綾香をそう思い切り罵ののしったのをはっきりと記憶している。

　誰かに対してあんなに感情的になって怒鳴ったのも、あんなにヒヤッとしたのも、初めてだったと思う。

　どうやら彼女は困っている人がいると放っておけない性分らしい。

　そんな彼女だから皆が慕うのだろう。

　それからだろうか？

　綾香のことがいつも気になって、彼女の姿を目で追うようになった。

　その後も綾香はいろいろと俺をハラハラさせた。

　キャンプでは崖から落ちそうになった友人をかばって綾香が落ちて捻挫したり、スキー合宿でははぐれた友人を探しに行って自分が遭難したり。

　いずれも俺がいち早く気づいて彼女を助けた。

　他にもまだまだ事件はあるが、ここで語るのはやめておこう。

　まあ、綾香は誰もが認める深窓のご令嬢のはずなのだが、彼女は自分の力を過信して無茶をする。

　お嬢さまらしくおとなしくしていればいいものを……そう思ったりもしたが、それが花山院綾香なのだ。

　最初はただの好奇心で彼女を見ていたのに、それが恋に変わったのはいつだろう。

　バスケのインターハイの試合に出た時かもしれない。

　俺は高校ではバスケ部に入っていて、綾香も顧問の先生に頼まれて男子バスケ部のマネージャーをしていた。

　俺たちのチームは順調に勝ち上がったのだが、準決勝の当日、俺は風邪を引いて高熱があり絶不調。

　周囲には体調が悪いことを伏せていつものようにスタメン出場するも、初っ端から点取合戦になり、コートをずっと走り回ってシュートを打ち続けた俺はかなり疲弊して体力の限界を感じていた。

　だが、接戦で補欠選手と交代はできない。

　残り時間十五秒。同点で、どちらかのチームがシュートを一本決めれば決勝進出が決まる。

　熱があるせいか集中力も切れ、身体はふらふらで立っているのがやっと。

　大事な局面なのに頭がボーッとしていたところ、ベンチにいる綾香の声でハッとした。

『氷堂、いけー！』

　お嬢さまらしからぬその叫び声。

　思わず笑ってしまったのを覚えている。

　だが、その声援でなんだか力が湧いてきて……。

　最後に俺がダンクシュートを決めて勝利し、チームメイトと喜んでいたら、俺のところにやってきた綾香に腕を掴まれ、そのまま医務室に連行された。

『もう今日は試合がないので寝ててください。今あなたに倒れられたらバスケ部のみんなが困りますの。優勝するんでしょう？』

　口調は厳しいが、顔は笑っていた。

　その笑顔が眩しい――。

　この瞬間、彼女に心を持っていかれたんだと思う。

『もちろん。優勝しかないよ』

　身体はぐったりしていたけど、フッと笑って答えた俺。

　彼女の笑顔をこれからも独り占めしたい。

　そんな風に考える自分に驚いた。

　これが……恋か。

　今まで本気で女の子を好きになったことはない。

　でも、彼女を見ていると自分のものにしたくなるし、それに……全力で彼女を守りたくなる。

　俺は彼女に……花山院綾香に惚れてるんだな。

　自分の気持ちを自覚してからは、綾香を自分のそばにいさせるよう、いろいろと画策した。

　俺が生徒会長になると有無を言わさず彼女を生徒会に入れ、『花山院さんがいないと俺に女子が群がって困る』と先生にそれとなく不満を口にして同じクラスにしてもらった。

　そこは学院に多額の寄付金を納めている氷堂家の特権を利用して。

　悪いとは思っていない。

　欲しいものを手に入れるためならなんだってする。




「わ、私のことを気に入ってるというのは、あなたの手駒として使えるという意味ですわよね？」

　両腕で自分の身体を抱きしめる綾香を楽しげに眺めてにっこりと微笑む。

「どうだろうね？」

　正直に『綾香が好きだ』と伝えても、信じてもらえないだろう。今も俺がその細い腕を離したら、脱だっ兎とのごとく逃げ出しそうだ。

　なぜならもうすでに俺を前にしてブルブル震えているから。

「氷堂さま、私、言葉遊びは好きではありませんのよ」

　かわいい顔で睨みつけるその姿が俺的にはツボで、ついつい彼女をからかってしまう。

　俺が帰ってきた時は、どこか寂しげな顔で眠っていた彼女。今にも消えてしまいそうな気がして心配になった。

　まあ、火事で大変な目にあったのだから無理もない。

　卒業式の日に綾香を家に送っていった後、妙な胸騒ぎがして、氷堂家の者を花山院家に送り込んだ。

　杞き憂ゆうに終わればいいと思ったのだが、藤原とチベット旅行中、うちの者からメールが届いて、花山院家が火事だと知らされたのだ。

　数時間後に綾香の安否が確認できてホッと胸を撫で下ろすも、すぐに帰国した。

　いろいろと処理しなければならない問題があったし、彼女のことが心配だったから。

　火事があった夜、花山院秋人は綾香の家を訪問したらしい。

　出火したのは彼女の父親の寝室からで、そこに彼が出入りしたこともうちの者の報告でわかっていて、警察にもその情報は伝えている。

　綾香の父親が自殺するために火を放った話なんて俺は信じない。

　ニュースにはなっていないが、現在、警察は慎重に調査を進めている。

　火事の後、花山院秋人が花山院商事の社長に就任したが、まだ彼がなにかをするのではないかと警戒しているところだ。

　だから、俺の又従兄弟で海外戦略室室長の直史さんと相談して、綾香と一緒に住むことにしたのだ。

　直史さんは綾香のお世話係と婚約しているし、綾香は彼のことをとても信頼している。いきなり俺のところに連れてくるのは綾香が反発すると思ったから、しばらく落ち着くまでは綾香を彼に任せた。

　このマンションは彼女と住むために用意したもの。就職先も直史さんに綾香を説得してもらい、うちの会社に決めさせた。

　俺の手元に置いておけば、綾香の従兄も簡単には手出しはできないはず。

　当分、綾香には鈴木綾香として生活してもらうが、それも彼女の身の安全のためだ。

　綾香は俺が守る。

「ごめん。でも、綾香を見てるとからかいたくなるんだよね」

　クスッと笑っていじれば、彼女は目を吊り上げて怒った。

「氷堂さま、私はあなたのおもちゃじゃありませんのよ！」

「そうだっけ？」

　首を傾げてとぼけると、綾香はムッとした。

「ひょーどーさーま」

　スーッと目を細め、俺を見据える彼女。

　だが、その拍子に綾香のお腹がギュルルと鳴って……。

　数秒の沈黙。

　彼女は急に表情を変え、気まずそうにお腹を押さえる。

　そもそも寝ていた綾香を起こしたのは、ちゃんと夕飯を食べていないと思ったからだ。

　自分でご飯を作るとか、コンビニに立ち寄ってお弁当を買うという習慣は彼女にはない。ひとり暮らしをさせたら、きっと栄養失調で入院するに違いない。

「お腹空いてるみたいだね」

　沈黙を破ってクスッと笑えば、綾香は顔を真っ赤にしてボコボコ俺の胸を叩く。

「も、もう！　気づいても知らないふりをするのが紳士ですわ！」

　普段は澄まし顔の彼女がこんなに取り乱すのは珍しい。

　かわいくてずっと眺めていたくなる。

「ごめん。なにか作ろう……っていっても、まだ俺も引っ越してきたばかりで冷蔵庫にあまり食材が入ってないんだ。パスタでもいいかな？」

　リビングの横にあるキッチンに移動すると、綾香もついてきた。

「え？　氷堂さまが料理をされますの？」

　驚いた顔をする彼女の目を見てゆっくりと微笑む。

「イギリスにいた時、寮の食事がまずくてね。よく自炊してたんだ。自分でスーパーに買い物に行って楽しかったよ」

「氷堂さまがスーパーですか？　想像できませんけど」

　意外そうに言う彼女。

　お嬢さま育ちの彼女は多分スーパーに行ったことがないに違いない。

　俺も日本で育っていたら、行く機会はなかっただろう。

「まあ、向こうでは寄宿学校にいて、うちの者に監視されていなかったからね」

　日本にいるとひとりで気軽に出歩けない。必ず誰かが護衛のようについてくる。

「ああ。わかりますわ。ちょっと洋服を見たいって言うと、誰か必ずついてきますもの。迷子になる心配をされて困りましたわ」

　うんざりするようにハーッと息を吐く彼女に、棚からパスタとトマト缶を取り出しながら突っ込んだ。

「雪山で遭難した人がなに言ってんだか」

「それは……吹ふ雪ぶいていて視界が悪かったからです！」

　ムキになって反論する彼女を「はい、はい」と適当にあしらい、パスタを作り始める。

　鍋を用意してパスタを茹ゆで、にんにくをスライスしてパセリを刻んでいたら、横から彼女の視線を強く感じた。

「まあ、料理人みたい」

　感嘆の声をあげる綾香に視線を向ければ、キラキラと目を輝かせている。

「いや、そんなたいしたことしてないから」

　苦笑しながら、今度はフライパンにオリーブオイルとにんにく、鷹たかの爪を入れて炒め、次にトマト缶を加えて、パスタが茹で上がるまで塩を加えて煮込んだ。

「わあ～、パスタソースってこんな風に作るんですのね」

　綾香は物珍しそうに見てパチパチと手を叩く。

「麺が茹で上がったら、あとはソースと絡めてできあがり」

　実況しながら、皿にふたり分を盛りつけた。

「最後の仕上げにさっき刻んだパセリを振る」

　そう言って皿をダイニングテーブルに運ぶ。そして、シャンパンを出してきてグラスに注いだ。

「これは、就職祝い。スープとサラダがあればもっとよかったけど」

　火事があって気分が塞いでいるのにシャンパンなんて不謹慎かと思ったが、少しでも気分を変えて彼女を元気づけたかった。

「いいえ。こんな短時間でパスタを作るなんて、すごいですわ。氷堂さま、シェフになれますわよ」

　たいしたものは作っていないのだが、彼女は尊敬の眼差しを俺に向けた。

　そういえば、綾香は包丁さえ握ったことがなくて、高校の調理実習では毎回のように失敗していたっけ。それで彼女の親友がいつも助けていたな。

　ある時、サバを三枚に下ろすはずが綾香はぶつ切りにしてミンチにしてしまい、彼女の親友が機転を利かせて、サバのつみれ汁を作ったというエピソードもある。

「綾香だけのシェフにならなってもいいけどね。じゃあ、食べよう」

　ダイニングの席に着くと、彼女も俺の前に座った。

　考えてみたら、婚約者なのに綾香とふたりで食事をするのは初めてだ。

　いつも家族か友達が一緒だったしな。

「新婚みたいだな」

　思ったことをそのまま口にしたら、じっとりと俺を見て彼女は文句を言う。

「不吉なことを言わないでください」

「俺への敵意を隠さなくなったね。まあ、愛憎は紙一重って言うし、そのうち綾香は俺のことを好きになると思うよ。就職おめでとう」

　グラスを掲げれば、彼女は仏頂面でグラスを手に持ち、シャンパンをゴクゴクと一気飲みする。

　それから、綾香はひたすら黙ってパスタを食べ続けた。

　これは、俺の発言に怒っているな。だが、暗く沈んでいるよりは全然いい。

　食事を終え、後片付けを綾香としていると、フォークが床に落ちて、俺も彼女も屈んで取ろうとした。

　その時、綾香の足の怪我に気づく。くるぶしの皮がめくれて赤くなっていた。

「これ……火傷？」

　そっと触れて問えば、彼女は痛みを感じたのか顔をしかめた。

「なんでもありませんわ」

「なんでもないわけないだろ。火事で火傷したのか？　なんの手当てもしてないじゃないか」

　つい心配になって強い口調で注意すると、彼女はカッとなった。

「氷堂さまには関係ないでしょう！」

　……しまった。

　こういう時は厳しく言ってはいけない。

　余計反発されるだけだ。冷静にならなければ。

「関係あるよ。ちょっと、そこに座ってて」

　優しく声をかけて、彼女を椅子に座らせると、救急箱を取ってきて手当てをする。

「じ、自分でやりますから」

　あたふたする綾香の頬は、ピンクに染まっている。

「俺は医学の心得があるんだけど」

　そんな大嘘をしれっと口にすれば、彼女はじっと俺を見た。

「本当ですの？」

　……本気で信じないでくれる？　ほんとすぐに悪い奴に騙されそう。

「ちゃんと上手に人工呼吸できただろ？」

　綾香の足の傷に軟なん膏こうを塗りながら臨海学校でのことを匂わせたら、彼女は首まで真っ赤になって叫んだ。

「氷堂さま！」

　あーあ、赤面しちゃって。

　怒っても全然怖くないよ。

　むしろかわいさが増すって本人は自覚していないだろうな。

　自分が腹黒な性格なせいか、素直で心に汚れがない綾香といると気持ちが和む。

「興奮しない。そんなにまた人工呼吸してほしいの？」

　冗談半分に言えば、綾香はへそを曲げた。

「結構ですわ！」

「はい、手当て終わったよ」

　患部にガーゼを当て、テープを貼ってそう伝えると、彼女は椅子から勢いよく立ち上がった。

「私、お風呂に入ってきます！」

「足のガーゼ、防水だけどお風呂入る時は気をつけて」

　プンプン怒って出ていく彼女の背中に向かって注意したけど、返事はない。

　まあ、子供じゃないし大丈夫だろう。

　彼女がお風呂に入っている間、俺はリビングで仕事をしていたのだが、一時間経っても出てこないので心配になった。

　バスルームを覗いてみれば、風呂の電気がついていて、彼女の服も籠かごに置かれている。

「まだ入ってるの、綾香？」

　声をかけたが、反応はない。

　もう一度名前を呼んでも返事はなかった。

　のぼせた？

　すぐに風呂のドアを開ければ、綾香が湯船に浸かったまま寝ていて慌てた。

「綾香！」

　水に濡れるのも構わず彼女の身体を浴槽から出してタオルを巻いて運び、寝室のベッドに下ろした。

「綾香？　大丈夫か？」

　ぐったりしている綾香に話しかければ、彼女は苦しげに呻うめく。

「う……ん」

　その顔は火ほ照てっていて赤かった。

　寝室にあるミニ冷蔵庫からペットボトルの水を取り出して、彼女に「ほら、綾香、水飲んで」と声をかけるも反応がない。

　……仕方がない。

　水を含むと、彼女に顔を近づけて口移しで飲ませる。

　ゴクゴクッと綾香が水を飲み込むのを見て少しホッとした。

　うちわが見当たらず、近くにあった雑誌でしばらくあおいでいると、彼女の顔色も戻ってきた。

　これで大丈夫だな。

　アルコールを飲んだこともあって風呂の中で寝てしまったのだろう。

　つくづく俺が一緒にいてよかったと思う。

　しっかりしているように見えて危なっかしいからひとりにはしておけない。

　少し身体が冷えたのか、縮こまる彼女に布団をかぶせる。

　じっと綾香の顔を眺めていたら、彼女が寝返りを打ちながら寝言を言った。

「氷堂の……悪魔」

　随分な言われよう。

　苦笑いしつつも、彼女の髪を愛おしげに撫でる。

「早く俺を好きになれ、綾香」

　願いを込めるようにそっと綾香の耳元で囁くと、彼女の頬にキスを落とした。










突然始まった彼との同居生活




「熱い……燃えそう。誰か……誰か助けて」

　赤い炎が私を襲ってくる。

　何度叫んだだろう。どんなに走って逃げても、火は私を追ってきた。

「誰か助けて！」

　声を張り上げたら、逞たくましい腕が私をギュッと抱きしめる。

「もう大丈夫だよ」

　その優しい声と温かい抱ほう擁ように自然と心が落ち着いた。

　もう大丈夫。この人が私を守ってくれる。

　そんな安心感があった。

　そのまままた眠ろうとするも、なにか違和感を覚えて……。

　んん？　さっきの声は氷堂だったような。

　それに、この温もり……肌と肌が触れていない？

　ああ、抱きしめられているのね、私。でも、抱きしめられるって誰に？

　あれ？　氷堂の声がしたということは彼なの？

　自問自答するうちに、ますますおかしいと感じた。

　夢ですわよね？

　たとえ夢でもこんな状況は許せないが、現実よりはいい。

　それに一度目が覚めたら、同じ夢は見ないはず。

　そう考えて、もう一度眠ろうとしたが、再び耳元で氷堂の声がした。

「綾香、起きたの？」

　う、う、嘘～！　これは現実なんですの～？

　恐る恐る目を開ければ、目の前に裸の胸板があって、失神しそうになった。

　お、落ち着くのよ、綾香。

　単に寝ぼけているだけかもしれないじゃないの。

　氷堂の声だって気のせいだわ、きっと。

　そう思い込むことに決めたのだが、氷堂が「綾香？」と言って私の顔を覗き込む。

　バチッと彼と目が合って、驚きょう愕がくに目を大きく見開いた。

　ひ、ひ、氷堂～!?

　メガネをかけていないが、これだけの至近距離なら間違いはしない。

　やっぱり現実～！

　失神した方がよかったかもしれない。

「どうして氷堂と同どう衾きんしてるの？」

「綾香、心の声が漏れてるよ」

　氷堂に指摘されるも、あまりに動揺していて彼を呼び捨てにしたことさえ気づかなかった。

　同じベッドにいて、彼と抱き合っている。しかも私はバスタオルを巻いているだけだし、氷堂も見たところ上はなにも着ていない。

　ああ～、誰かこれは夢だと言って。

　パニックになる私。

「な、な、なんでこんなことになってますの～!?」

　二十二年生きてきて、男性と一緒に寝たことはない。

「私、氷堂と一夜を共にした？　でも……でも……彼と行為に及んだ記憶がありませんわ」

「だから、綾香、心の声が漏れてるよ」

　楽しげに言う氷堂の声にイラッとして言い返した。

「ああ、もう！　今、真剣に考え事をしてますの。お静かに願いますわ……え？　あっ……」

　恐ろしいことに気づき絶句する私。

　氷堂は『心の声が漏れてるよ』と言った。

　それって……今までの私の思考がダダ漏れだったということですの？

　私……『氷堂』って何度も口にしたわ。

　あ、あ、どうしましょう～？

「私、氷堂にこの世から抹殺されてしまうんじゃあ……」

「綾香、少し落ち着こうか。昨日の夜、君がお風呂で湯あたりしてね。俺がベッドに運んだんだよ」

　おもしろそうに私を見て説明する氷堂。

　どうやら名前を呼び捨てしたことは怒っていないようだ。

　とりあえず安心するも、彼の言葉が意外だったので、思わず聞き返した。

「湯あたり？」

「そう。そのまま放置するわけにいかないだろ？」

　氷堂は上体を起こして、乱れた前髪をかき上げる。

　その姿があまりにもセクシーで正視できず、彼からゆっくりと視線を逸した。

「で……では、どうして同じベッドに寝てますの？」

　狼狽えながら問えば、彼は穏やかな声で答える。

「それは、ゲストルームをまだ整えてなくてね。ここにしか布団がないからだよ。それに、綾香が急変したら大変だろ？」

　……ということは、彼と一線は越えてませんのね。

　氷堂の回答を聞いてホッと胸を撫で下ろす。

　でも、んん？　これで安心していいのかしら？

　なにか大事なことを忘れてません？

　ええと……私がお風呂で湯あたりして、氷堂がこのベッドに運んだ。それは紳士的な行動で素晴らしいわ……って、私、氷堂に裸を見られたってことですの～!?

「なんてこと！　もうお嫁にいけませんわ～！」

　そう呟いてギュッと自分の身体を抱けば、「もう半分俺のところに嫁にきてるようなものだけどね」と氷堂がクスッと笑って突っ込んだ。

「笑わないでください！　裸を見られて……ショックなん……ですから」

　彼を注意するも、恥ずかしさのあまり声が尻すぼみになる。

「見たといえば見たけど、あの時は綾香がのぼせて大変だったし、じっくり堪能する余裕はなかったなあ。でも、綾香スタイルいいし、胸もあるよね？」

　氷堂は私をじっと見てニヤリとするが、その視線を受け止める余裕なんてない。

「ああ～、もうしっかり見てるじゃありませんか？　破は廉れん恥ちですわ！」

　耳を塞ごうとするも、彼の目がキラリと光って間合いを詰められた。

「いずれ夫婦になるんだし、問題ないと思うよ。これから、もっとすごいことするしね」

「すごいこ……!?」

　身体がゾクッとしたその刹那、氷堂が私の頭を掴んで首筋をペロリと舐なめた。

「あ……ん」

　自分のものとは思えない艶つやっぽい声が出て驚いている間に、今度はカブッと甘噛みされて……。

　頭の中は真っ白。

　放心している私の視界に氷堂の顔が映る。

「今日のレッスンはここまでにしようか？」

　フッと笑みをこぼす彼を見て、ハッと我に返った。

「あ、あ、あなたは吸血鬼ですか！」

　わなわな震えながらそんなコメントを口にすれば、彼がククッと肩を震わせる。

「綾香って……楽しいよね？」

「は？」

　楽しいってなにがですか？

　予想もしないその言葉にキョトンとしてしまう。

「吸血鬼なんて言われたのは初めてだよ。ダメ……だ。笑いが止まらない」

　涙目でまだ笑い続ける氷堂を見て呆気に取られた。

　こんなに笑う彼は初めて見る。しかも、いつもの作り笑いではない。

「笑うなんてひどいですわ」

　拗ねるように言えば、頭を撫でられた。

「ごめん。かわいいと思って。さあて、そろそろ起きないと遅刻する」

　ベッドを抜け出す彼は、下はちゃんとパジャマのズボンをはいていた。

　どうやら彼の言ったことは本当らしい。

　私と彼は身体を重ねていない。

　時計を探して視線をさまよわせれば、ベッドサイドにデジタル時計があった。

　目をこらして見てみると、七時半を回っている。

　会社の始業時間は午前九時。確かにもう起きないと遅刻しそう。

　ベッドを下りようとして「あっ」と声をあげた。

　バスタオルがずれて胸が露わになる。

　それを氷堂に見られて、とっさに布団で胸を隠した。

「このクローゼットに綾香の着替えが入ってる」

　冷やかされると思ったのだけど、彼は表情も変えずにクローゼットを指さし、何事もなかったかのように寝室を出ていく。

　彼がいなくなると、フーッと息を吐いた。

「ああ～、もうやだ～！　私……心臓発作でそのうち死ぬんじゃないかしら」

　それにしても……火事の夢を見てうなされていた時、氷堂は私を慰めてくれた。

　もっと冷めた人かと思っていたけれど、さっきも笑っていたし……なんだか調子が狂う。

　意外に優しい人なのだろうか。

　ううん、惑わされてはいけないわ。あの人は悪魔よ。

　吸血鬼みたいに噛みついたじゃないの。

　フンと鼻息荒くベッドを出て、クローゼットの扉を開ける。

　中は私の好きなブランドの服で埋め尽くされていて、右横にある引き出しにはシルク素材の高級下着が入っていた。

「すべて新品。これ、どうしたのかしら？」

　驚かずにはいられない。

　美佳が私の着替えのことは心配いらないと言っていたのは、こういうことだったの？

　私の服のサイズや好みを知っているのは彼女だけ。でも、これだけの服、買うのに一財産使ってしまう。

　きっと美佳から私の服の好みを聞いて、氷堂が用意したのね。

　美佳の婚約者の大谷先輩と氷堂は又従兄弟だもの。氷堂と美佳が連絡を取り合っていてもおかしくはない。

　氷堂のお金で買ったかと思うと、全部素敵な服なのに素直に喜べなかった。

　しかし、なにも着ないでこの寝室を出るわけにはいかない。

　気が引けたけど、下着と、すぐに目にとまった春らしいピンクのスーツを身につけた。

「メガネは……え～と、昨日お風呂に入る時に外したんだったかしらね」

　洗面所に行けば、入ってすぐの棚にメガネがあった。

　メガネを手に取ってかけると、奥に氷堂がいて、洗面台の前で歯磨きをしている彼と目が合う。

　……氷堂が歯磨きしてるわ。

　誰だってするだろうが、彼の日常が私には新鮮だった。

　物珍しくてじっと彼を見てしまう。

　歯磨きの後にヒゲを剃そり終えた氷堂がニコッと笑って私に声をかけた。

「歯ブラシ、普通のも電動のもあるから好きなのを使うといい。そのピンクのスーツ似合ってる」

「ありがとう」

　褒められて条件反射で礼を言うと、彼はバスルームを出ていく。

「……これじゃあ、本当に新婚みたいじゃないの」

　ポツリとそんなことを呟きながら、洗面台の鏡を見たら髪がボサボサだった。

「あ～、やだ～！」

　裸を見られたのもショックだけど、この姿を見られたのもすごくダメージが大きい。

　洗面台には私が愛用しているヘアトリートメントや化粧品が置いてあって、サッと身支度を整えた。

　裸を見られるわ、ボサボサの髪を見られるわ……もう恥ずかしくて氷堂と顔を合わせられない。

　洗面所を出ると、キッチンの方から香ばしいパンの匂いがした。

　ためらいがちにキッチンに続くドアを開ければ、氷堂がワイシャツ姿でオムレツを作っている。

「綾香、そこの皿取って」

　私に気づいた彼が顎で手前にある皿を示す。言われるまま皿を手渡したら、彼がオムレツをのせた。

「ふわふわで美味しそう」

　そんな感想を口にすれば、氷堂が「それ、ダイニングテーブルにお願い」と私に頼む。

「あっ、はい」と彼に言われるままテーブルに運んだ。

　もう氷堂のペース。少し前まで感じていた恥ずかしさはいつの間にか消えていた。

「綾香はコーヒーと紅茶どっちがいい？」

　今度は飲み物を聞かれ、「紅茶ですわ」と答えたら、「じゃあ、そこに紅茶の缶があるから選んでくれる？」と彼ににこやかな顔で言われた。

　料理はできないが、紅茶ならちゃんと淹いれられる。

　ダージリン、アッサム、セイロン、アールグレイなど、いろんな種類の紅茶の缶が近くの台の上に並んでいて、いつも朝飲んでいるダージリンを選んだ。

　茶葉をポットに入れてお湯を注ぐと、数分蒸らしてから白と黒のマグカップに入れ、テーブルに置く。

　最後に氷堂がクロワッサンを並べ、彼は席に着いた。

　ボーッと突っ立っていたら、「ほら、綾香も座って」と彼が微笑む。「はい」と返事をして座ると、いただきますをして食べ始めた。

「誰かお手伝いさんはいないのですか？」

　昨日の夜も、彼が食事を作っていて不思議に思ったのよね。

「ああ。自分のことはある程度自分でできるしね。ただ、掃除と食材の手配はうちの者にお願いしてある。野菜とかは今日届く予定だよ」

　クロワッサンを口にしながら彼はにこやかに返した。

　やはり彼はイギリスで寄宿学校にいたからだろうか。私と違って自立している。

「氷堂さまってすごいですね。なんでもできてしまうんですもの」

　素直にそう思ったのだが、彼は謙遜する。

「単になにに対しても好奇心が旺盛なだけだよ。それに負けず嫌いなんだ」

「謙虚ですのね。私はどんなに頑張っても勉強もスポーツも……他のなにもかもすべてあなたに敵いませんでしたわ」

　彼のライバルにもならなかった。

　いつだって氷堂は氷堂家の跡継ぎとして先を見据えて行動していたもの。

　それに比べて、私はテストで氷堂に勝つとか、目先のことしか考えていなかったわ。

「謙虚なのは綾香だよ。俺は君に完敗してるんだよ」

　氷堂の思いもよらぬ言葉にキョトンとなる。

　はて？　私が氷堂に勝った？

「私に完敗？　なににですの？」

　まったく記憶にないのだけれど。

「そのうちわかるよ」

　彼は謎めいた笑みを浮かべると、すぐに話題を変えた。

「そういえば、藤原も鈴木綾香という新入社員が花山院綾香だと気づいているよ。君の姿が少し変わってるのには驚いただろうがね」

　氷堂が私の事情に通じているのだから、その親友の藤原が知っているのも当然よね。

「あの火事で髪が少し焦げてしまって……。それに……メガネは気分転換ですわ」

　金銭的事情でコンタクトからメガネにしたなんてみっともなくて言えない。

　強がってニコッと笑ってみせると、彼はじっと私を見据えた。

　その視線にドキッとする。

　意地を張ったのがわかってしまっただろうか？

　だが、彼はただにこやかに微笑むだけ。

「会社ではメガネをかけていてもらった方が他の男が近づかなくて安心だし、俺は似合ってると思うよ」

　独占欲むき出しの発言だが、私にはやっぱり彼の本心が見えない。

　ただおちゃらけているように思えてじっとりと彼を見た。

「野暮ったいの間違いではありません？」

　かなり冷たい口調で言ったのだけれども、彼は気にする様子もなく穏やかな目で返した。

「いいや。学校の先生みたいでかわいいよ」

　その綺麗なブランデー色の瞳に胸がドキッとする。

　……この人やっぱり女たらしだわ。女の子がキュン死しそうな台詞を恥ずかしげもなく口にするんですもの。

「ひ、氷堂さまもメガネをかけた方がよろしいんじゃないですか？　真面目を絵に描いたような黒縁メガネをしているのにかわいく見えるなんて相当目が悪いんですわ」

　必死に動揺を隠そうとする私の顔に彼は手を伸ばした。「ちょっと借りるよ」と断り、私のメガネを奪ってかける。

「どう？　似合うかな？」

　メガネの縁を押し上げながら、私の目を覗き込む彼に胸がトクンと鳴った。

　知的でカッコいい……じゃないわ！　なにを見み惚とれているのよ、綾香！

　このままじっと氷堂を見ていたら危険だと、私の脳がピーッと警告音を発している。

　なのに、彼から目が離せない。

　氷堂にはどんな女でも虜とりこにする魔法でもあるの？

　彼の魅力に必死に抗うように、自分の意志を総動員して少しずつ視線を逸らした。

「……ええ。おかしくはないですわ。でも、これは私のメガネですから返してください」

　氷堂の顔を見ずにメガネを取り返そうとして、指先が彼の顔に少し触れてしまう。

　思わずビクッとなって手を引っ込めようとしたら、その手を彼に掴まれた。

「キャッ！」と声をあげる私を見て、彼は苦笑いする。

「綾香、俺が怖いの？」

　そんな質問を投げかけながら、彼はメガネを外して掴んでいた私の手に握らせた。

「怖くなんかありませんわ！」

　仕方なく彼に目を向けて否定するも、それだけでドクドクドクと鼓動が速くなり、息苦しさを感じた。

　彼に握られた手が熱い。

　不覚にも氷堂にときめいたなんて絶対に言えないわ。

　できるだけ平静を装い、メガネをかける。

　彼は私の態度がおかしいことに気づいただろうに、それ以上はなにも追及しなかった。




　朝食を食べ終え、食器を片付けると、氷堂が突然思い出したように言った。

「あっ、そうだ。綾香、足見せて」

「嫌ですわ」

　彼に近づくのは危険。

　即座に拒否して後ずされば、彼は苦笑いした。

「やましいことは考えていないよ。火傷の痕あとを確認するだけ」

「結構です。重傷ではありませんもの」

　素っ気なく断ると、氷堂は急に怖い顔になる。

「ダメだ。ガーゼを変えるからストッキング脱いで」

　有無を言わせぬその厳しい目にビクッとした。穏やかな彼が女の子に怒ることは滅多にない。彼を怒らせてはいけない……と私の本能が命じる。

「わ、わかりました。脱ぎますから後ろを向いていてくださいね」

「わかったよ」

　氷堂はまた穏やかな顔に戻り、救急箱を取りに行く。

　その間に素早くストッキングを脱いだ。

　戻ってきた彼が私の足を注意深く見て、薬を塗ってガーゼを変える。

「少し赤みが引いたけど、痕が残るようなら病院で診てもらおう」

　彼の提案にゆっくりと首を横に振った。

「大袈裟ですわ」

「ダメだよ。綾香につらいことを思い出させたくない」

　まっすぐな目で私を見る氷堂。

　その言葉には心がこもっているような気がした。

　だからだろうか？　胸になにかが少しずつ染み込んでくる。

　だが、その正体はわからない。

「もうストッキング履いていいよ」

　氷堂の声がして、どこかボーッとしたまま準備をして彼の車で出社した。

　車の中では氷堂に「昨日は社食でお昼を食べたんだろう？　口に合った？」と話しかけられたけれど、上の空で「ええ」としか返さなかった私。

　それ以外にも彼はなにかしゃべっていたが、全然頭に入ってこなかった。

　会社の駐車場に着いてもシートベルトを外さず動かないでいる私に、氷堂が顔を近づけてチュッと羽のようなキスをする。

　私がびっくりして目を丸くすると、氷堂はフッと笑った。

「このまま襲っちゃってもいいの？」

「い、いいわけないですわ。からかうのはやめてください」

　あたふたしながらシートベルトを外して慌てて車を降りる。

　彼と一緒にエレベーターに乗ったが、今の自分は〝鈴木綾香〟だったことを思い出した。

　なにも考えずに氷堂の車で来てしまったけど、まずかったかも。

　副社長と一緒に出勤するなんて、誰かに見られたら変に思われるに決まってる。

　しっかりしなくては。

　スーッと大きく深呼吸したら、氷堂が楽しげに目を光らせた。

「急にどうしたの？」

「気合いを入れているところですの」

　彼のペースに巻き込まれてはいけないわ。

　その説明に彼はクスッと笑って、ポンポンと親しげに私の頭を叩いた。

「自然体でいいんだよ」

　さっきのキスといい、確実にスキンシップを増やされている。

「私、あなたのペットではありませんわ」

　ギロッと睨んだが、彼は怒った子猫でも見るように平然としている。

　ホント、私が彼をなにで打ち負かしたのか疑問だわ。

　もう一生彼に勝てる気がしない。

　エレベーターが海外戦略室のあるフロアに着くと、氷堂が私の肩を叩いた。

「鈴木さん、海外戦略室には午後顔を出すから」

　声をかけられて振り返れば、もう彼は副社長の顔になっていた。

　上に立つ者が持つオーラと隙のないその笑顔。

　小さく頷いて、私はひとりエレベーターを降りる。

　氷堂はそのまま副社長室があるひとつ上の階に行ってしまった。

　彼の秘書だなんて、今後どうしたらいいのやら。

「頭が痛いわ」

　廊下を歩きながらボソッと呟いて海外戦略室のオフィスに入れば、すでに大谷先輩がいた。

「おはようございます」

　そう挨拶すると、彼は「新居はどう？」と興味津々といった様子で聞いてくる。

　氷堂の家に私を送り込むんですもの、恨まずにはいられない。

　大谷先輩は私の味方ではないのですか？

「最悪ですわ」

　仏頂面で答えたら、彼はフフッと笑った。

「最悪かあ。まあ、綾香ちゃんが元気そうでよかったよ」

　氷堂に裸は見られるし、キスはされるし、落ち込んでる暇なんてない。

「全然よくありません」

　ムッとして言い返したその時、剣持さんと藤原がやってきた。慌てて笑顔を作り、「おはようございます」とふたりに挨拶する。

　それから自席に座ってパソコンを立ち上げていたら、前の席の剣持さんが思い出したように言った。

「あっ、鈴木、そういえば社長秘書の赤あか石いしさんが、朝一で秘書室に来てくれってさ。お局つぼねさまだから怒らせるなよ」

「お局……さまですか？」

　よくテレビドラマとかで貫録のある女性社員が若い女性社員をいびっているのを観たことがあるけれど、現実に存在しますのね。

　剣持さんに聞き返したら、私の席の横に座っていた藤原がにっこりと微笑んだ。

「大丈夫。いつもの綾香ちゃんでいいからね」

「……はあ」

　気のない返事をして秘書室に向かう。

　〝自然体〟とか〝いつもの私〟って……それだと花山院綾香になりますのよ。

　知ってて言ってますの？

　でも、藤原は私の正体を知っているのよねえ。呼び方が〝鈴木さん〟から〝綾香ちゃん〟に戻っているもの。

　昨日は氷堂と同じで私の茶番に付き合ったといったところだろう。

　それにしても、ああ～、どうしたらいいのかしら。

　私は花山院綾香のままでいいの？　本当に？

　ハーッと溜め息をつくと、コンコンとノックして秘書室に入る。

「おはようございます。花……いえ、海外戦略室の鈴木です。なにかご用でしょうか？」

　そう名乗り、奥にいるこの部屋の主あるじに目を向けた。

　ミントグリーンのスーツを着た栗毛のミディアムスタイルの社長秘書は、私を見てうっすらと口角を上げる。

　年は三十代前半くらいで、見るからに秘書室を仕切っているような貫禄がある。

「鈴木さん、新人のあなたに副社長の秘書が務まるか不安なのよねえ。あなたは海外戦略室にいるし、手取り足取り秘書のノウハウを教えるわけにはいかないでしょう？」

　彼女の発言に心がぱあっと明るくなった。

「それでは秘書室にいたら直接ご指導いただけますの？」

　赤石さんのもとに駆け寄って少し興奮気味に確認すれば、彼女は私の勢いに気圧されたのか、少し引き気味に頷く。

「え？　……ええ」

「朝は副社長は副社長室におりますし、午前中は赤石さんのもとでぜひとも学ばせてくださいませ」

　ギュッと彼女の手を掴んでお願いする。

　氷堂から勝手に秘書に指名されて不安だった。無能な秘書なんて私のプライドが許さない。それに、氷堂も完璧な秘書を求めるだろう。

　でも、どうやって有能な秘書を目指せばいいの……と、入社したばかりで右も左もわからず途方に暮れていた。

　赤石さんはお局さまなんかじゃない。

「救いの神ですわ」

　じっと彼女を見つめてとびきりの笑顔で微笑んだ。










彼女からの電話［蒼士ｓｉｄｅ］




「あれ？　綾香は？」

　ランチミーティングが予定より早く終わり、海外戦略室に顔を出すと、彼女の姿が見えなかった。

　スマホをいじっていた藤原に聞けば、彼は顔を上げてニコッとする。

「綾香ちゃんなら秘書室の子たちとランチ食べてるよ。もうすぐ戻ってくるんじゃないかな」

「ここ最近毎日だな。まあ、赤石さんや他の秘書たちともうまくやってるみたいで安心したよ」

　笑って返すと、藤原は横目でじっと俺を見た。

「よく言うよ。全然心配なんかしてなかったよね？」

　そう、俺が綾香を秘書にしたのは、ただのゴリ押しではない。

　彼女にはなんというか男女分け隔てなく好かれる不思議な魅力がある。

　華があって、知的で、まっすぐで、それでいてたまに抜けているところがあって、周りが守りたくなるのだ。

　赤石さんは秘書としてのキャリアは社内一でしっかりしているのだが、周りの秘書や上司、役員までも意のままに操ろうとするところがある。

　だが、綾香に心から頼りにされて、赤石さんは悪い気はしなかったのだろう。

　入社してから二週間、赤石さんは綾香のことをかわいがり、秘書室の雰囲気もよくなったと、役員からの評判も上々だ。

　最初は社内のルールがわからず綾香は戸惑っていたようだが、今では赤石さんの指導のお陰で秘書がだいぶ板についてきた。もうコーヒーをこぼしたり、移動時間を考えずに予定を組んだりというミスもしない。

「まあね」

　藤原の目を見て小さく頷く。

　綾香は期待通りの働きをしてくれる。

　彼女のためにもうちで働くのはいいことだと思った。お金の力で彼女を守るのは簡単だが、それでは火事でボロボロになった心は沈んだままだっただろう。

　しばらくすると剣持さんが現れ、三人で雑談をしていたら、直史さんが出先から戻ってきた。

「副社長、表に不審者がいた。ガードマンに伝えておいたけど、花山院商事の関係者かもしれない。注意した方がいいな」

　その言葉にオフィスは急に静かになる。

　もし花山院秋人の手の者なら、綾香を捜しているのかもしれない。火事で彼女が無事だったのは、ニュースや新聞で知っているはず。

「わかりました。綾香にも気をつけるように言います」

　コクッと頷くと、彼女が軽い足取りで戻ってきた。

「あら、もう皆さんお揃いでしたの？　今、コーヒーお持ちしますね」

　フフッと美しく微笑む綾香。

　素性を隠してメガネをかけてはいてもやはりその美貌や育ちのよさは表れてしまう。

　俺が自然体でいいと言ったのもあるけど、彼女のお嬢さま言葉は相変わらず。

　最初は秘書室の面々や剣持さんは困惑していたようだが、今はもう慣れっこになって、普通に話される方が違和感を覚えるらしい。

　オフィスの中にある打ち合わせスペースに移動し、欧州事業の展開について直史さんたちと話をする。

　英国のＥＵからの脱退問題で、今英国中心に展開している物流の拠点を少しずつヨーロッパ本土に移行しているのだが、現地の住民や政府との交渉がうまくいっていない地域があるらしい。

　皆で議論していると、綾香がコーヒーを運んできた。

「鈴木さんも加わって」

　声をかけると、「はい」と返事をして俺の横にちょこんと腰かける。

「そういえば来月、フランスの経済・財務大臣が来日するって言ってたな。絶好の機会だ」

　綾香が淹れてくれたコーヒーを口にしながらそう呟けば、剣持さんが口を開いた。

「そこはやっぱり副社長の出番じゃないか？」

　剣持さんの意見に同調する直史さん。

「そうだね。フランス政府との交渉となると、副社長だな。詳しい日程を僕の方で調べてみるよ」

「頼みます。鈴木さん、大谷さんから日程聞いたら、アレンジお願い」

　横にいる綾香に目を向ければ、彼女は小さく頷いた。

「わかりましたわ」

　もうスケジュール管理はすっかり彼女任せになっている。

　それからしばらく打ち合わせをしていたのだが、電話が鳴って彼女が応対した。

「大変お待たせして申し訳ありません。海外戦略室の鈴木です。……もしもし？　もしもし？」

　綾香が首を傾げながら受話器を置く。

「どうしたの？」と声をかけたら、彼女は困惑顔で答えた。

「受付から私宛の電話が転送されたんですけれど、出たらすぐに切れてしまって……」

　その言葉を聞いて直史さんと目を合わせた。

　ひょっとしたら花山院秋人か彼の手の者かもしれない。

　だとすると、彼女が『鈴木』と名乗っているのも気づいているということか。

「変な営業の電話がかかってくることも多いからね。また受付から鈴木さん宛の電話が転送されてきたら、他の男性社員に代わってもらって。あと、誰か知らない人が訪ねてきても、ひとりで対応しないこと」

　本当のことを言えば不安がると思い、綾香の従兄のことには触れずにいたのだが、彼女は「……はい」とムスッとした顔で返事をする。

『子供じゃありませんわ』と面と向かっては言えず、俺をじっと見て目で抗議する彼女。

「ちゃんと守ってよ。あと、今日は直史さんか藤原に送ってもらうこと」

　綾香に声を潜めて念を押したその刹那、ポケットの中のスマホがブルブルと震えた。

　スマホを取り出してみればメールが来ていて、内容を確認し、みんなにひと声かける。

「ごめん。ちょっと急用が入った。鈴木さん、今日は戻れそうにないから、あとの予定は全部キャンセルして」

　綾香にそう頼めば、彼女は「外出されるなら、社用車を手配しますけど」と俺を見た。

「いや、いい。帰りがいつになるかわからないからタクシー呼んで」

　口早に言って席を立つと、綾香の返事も待たずにオフィスを後にする。

　途中副社長室に寄ってビジネスバッグを手にして正面玄関に向かい、玄関前に停まっていたタクシーに乗り込んだ。

「天てん聖せい大学病院までお願いします」

　運転手に行き先を告げると、後ろのシートにもたれかかり、祈るような気持ちで手を組む。

　メールは氷堂家の者からだった。

　二十分ほどでタクシーは病院に着き、支払いを済ませて、病院の五階にあるＩＣＵ病棟に向かう。

　途中、ＩＣＵのそばにあるナースステーションで挨拶すれば、中にいた看護師は「一時間ほど前に意識が戻られましたよ。少しなら会話をしても大丈夫です」と微笑んだ。

　そこへ百九十センチくらいの長身の男が現れ、俺に近づき小声で言う。

「蒼士さま、今のところ花山院秋人は現れていません」

　この男は坂さか崎ざき悠ゆう人とという。氷堂家に代々仕えている者で、俺の手足となって働いてくれている。

「そうか。花山院社長の意識が戻ってよかったよ。坂崎のお陰だ」

　ポンと彼の肩を叩くと、近くで警備している警官に一礼する。

　他の病棟に比べ、ここの警備は厳重。二名の警官が常駐している。

　ＩＣＵの入口でマスクをして手を消毒し、病室に入った。

　ここにはできるだけ時間を作って通うようにしている。俺の大事な人が入院しているから。

　患者のいるベッドの周りはビニールのカーテンで覆われていて、ビニール越しに声をかける。

「おじさん、蒼士です。わかりますか？」

　穏やかに声をかければ、その人……綾香のお父さんは俺の方に目を向けた。

　顔や身体は包帯でぐるぐるに巻かれていて、見ているだけで痛々しい。

「……あ……ああ」

　おじさんは返事をするが、久々に話をするせいか声が掠れている。

「火事があったこと、覚えてます？」

　俺の質問に彼はコクッと頷いて、「……綾香は？」とハッとした様子で口にする。

「綾香は無事ですよ。今、俺の家にいますから安心してください。それより、火事の出火元はおじさんの寝室だったそうですが、どうして火事になったかわかりますか？」

　聞き取りやすいようにゆっくりと言えば、おじさんはその時の記憶を思い出すようにポツリポツリと語り始めた。

「……寝る前に一服しようと思って……ライターの火をつけたら……突然ボンと……爆発したんだ。ほんの一瞬の出来事で……その後のことは……なにも……覚えていない」

「突然爆発したんですね」

　顎に手を当てながら考える。

　普通にタバコを吸って爆発などするはずがない。ガスが寝室に充満していたのではないだろうか。

「おじさん、寝室にいた時、なにかガスのような臭いはしませんでしたか？」

「……花粉症で鼻が……詰まっていたし……わからなかったよ」

　少しつらそうに答えるおじさん。

　質問はここまでにしよう。あまり無理をさせてはいけない。

　おじさんがこの病院に運ばれたのは、火事のすぐ後のこと。花山院家にシェフとして潜り込ませていた坂崎がいち早く火事に気づき、おじさんを救い出して極秘に搬送したのだ。

　おじさんは胸や左足などにひどい火傷を負い、意識もなく重篤な状態だった。放っておくと呼吸が困難になる恐れがあって、すぐに皮膚移植の手術がされた。

　無菌室にいるのは感染症を防ぐため。

　俺が病院に駆けつけた時も意識はなく、このまま亡くなってしまうのでは……と気が気じゃなかった。

　火事が起こる前、坂崎がおじさんの寝室にひとりで入る花山院秋人を目撃していた。それで消防や警察は火事の原因は失火ではなく、放火によっておじさんを殺害しようとしたものではないかと疑いを強めている。

　綾香やおじさんが安心して暮らせるよう、一日でも早く事件が解決してほしい。

　おじさんの命がまた狙われる可能性があり、警察にも協力をお願いして表向きはおじさんは焼死したことにしている。彼が生きていることを知っているのは、他には俺の親父と直史さん、それに警察関係者だけ。

「そうですか」

　綾香の従兄ならおじさんが花粉症で鼻が利かないということも知ってただろう。それにタバコを吸うことも。ますます綾香の従兄が怪しく思える。

　彼女に父親が生きていることを伝えていないのは、花山院秋人のことがあるからだ。

　彼は火事の後、すぐに行動を起こして花山院商事の社長に就任した。もし花山院秋人が火事に関わっているのであれば、おじさんが生きていると知ったら、今度は確実に口を封じに来るだろう。

　綾香もおじさんを守るために無茶なことをすると思う。それに、彼女に父親が生死をさまよっているところを見せたら、より心労をかけてしまうに違いない。

「おじさん、まだ皮膚の移植手術はありますが、綾香のためにも頑張りましょうね」

　今のおじさんの姿を見るのは、男の俺でもつらい。

　少し涙ぐみながら励ませば、彼はしっかりと俺の目を見て首を小さく縦に振った。




　病室を出ると、ドアの外にいた警官に、おじさんとの会話の内容を伝える。

　その後、主治医と今後の手術の内容について確認し、万全のケアをお願いした。

　金がいくらかかってもいい。

　おじさんにはここで治療して元気になってもらいたいのだ。

　主治医とかなり長い時間話していたせいか、外はすっかり暗くなっている。

「それじゃあ、坂崎、花山院社長のこと頼むよ。なにかあったらすぐに連絡してくれ」

　彼にそう命じ、ＩＣＵ病棟を出てタクシー呼ぼうとスマホを手にしたら、電話がかかってきた。画面を見れば、【綾香】と表示されている。

　彼女から電話なんて珍しい。いつもメールで連絡してくるのにな。

　仕事でなにかあったのだろうか？

　スマホを操作して、電話に出れば、彼女の叫び声が聞こえた。

《……だ、誰？　放して！》

　これはただごとではない。

　嫌な予感がして身体が強ばる。

「綾香？」

　慌てて呼びかけるが、彼女からの応答はなかった。










海に深く沈んでいく




「ごめん。ちょっと急用が入った。鈴木さん、今日は戻れそうにないから、あとの予定は全部キャンセルして」

　そう私に指示を出す氷堂の顔がいつになく緊張しているように見えた。

　三時から来客があるのに、その予定をキャンセルするなんてよほどのことがあったのだろう。

「外出されるなら、社用車を手配しますけど」

　気遣うように言えば、氷堂は小さく頭を振った。

「いや、いい。帰りがいつになるかわからないからタクシー呼んで」

　急いでいるのか、彼は私の顔を見ずにオフィスを後にする。

『はい』と返事をする間もなかった。

　すぐに電話でタクシーを手配し、氷堂の席をじっと見る。

　タクシーを使うということは、これから行く場所を誰にも知られたくないのだ。

　個人的な用件といったところなのかしら？

　例えば、よそに恋人がいてその女の人から呼び出されたとか？

　いいえ、氷堂のような腹黒悪魔が女にメロメロになるなんてあり得ないわ。

　恋愛なんてくだらないと思っているだろうし、女なんかよりもビジネスが大事に決まってる。

　でも、もし彼が恋に落ちたら？

　私は……もう用無し。

　ううん、違うわ。氷堂から解放されて晴れて自由の身になるのよ。

「……い、おい、鈴木」

　考え事をしていたのに、剣持さんの声が聞こえて邪魔される。

「お静かに願いますわ！」

　キッと鋭く睨めば、彼は呆れ顔で返した。

「おい、新人。お前、何様だ？」

「何様って……そんなの決まってますわ。花山院……!?」

　花山院綾香と言おうとしたら、藤原が割って入った。

「綾香ちゃん、ほらスケジュールの調整」

　彼に優しく指摘されハッとする。

　あっ……私……またやってしまったわ。

　口に手を当て、藤原と剣持さんを交互に見た。

「……すみません」

　小声で謝ると、バツが悪くてスケジュール帳を手に取り、自分の顔を隠す。

「大谷さん、副社長の代わりにマーナーユース社の対応をお願いします。三時から特別応接室です」

　スケジュール帳の横から少し顔を覗かせてチラリと大谷先輩に視線を向けた。

「了解。剣持、経産省との打ち合わせ、お前だけで頼む」

　大谷先輩は私にコクッと頷くと、剣持さんの肩を叩く。

「へーい」と返事をして、剣持さんはすぐに資料をビジネスバッグに入れ、オフィスを出ていった。

　ボーッとしてちゃいけないわ。

　私もテーブルの上のコーヒーカップを片付けると、応接室に行き、プロジェクターをセットする。次にうちのカタログと資料をテーブルの上に置いた。

「これで準備完了」

　応接室を出てオフィスに戻る途中、秘書室に立ち寄る。

「赤石さーん……って、あら？」

　中に誰もいないのを見て苦笑いした。

　どうやら秘書室の皆さんは席を外しているらしい。

　すぐに誰か戻ってくると思って、ホワイトボードに書かれている今日の幹部の予定をじっと見ていたら、社長が入ってきた。

　オールバックの黒髪にシルバーフレームのメガネ。すらっとしていて基本的にいつも無表情。秘書たちの前では笑顔を見せることもあるようだけど、氷堂コーポレーションのトップに君臨する人だけあって威厳があり、パーティなどで政財界の重鎮を見慣れている私でも近寄り難く感じてしまう。

「赤石さん……おや？　いないのか。えーと、君は？」

　社長は氷堂のお父さまだ。氷堂が微笑みの王子とすると、社長は顔が鋭角的で目つきが鋭く、氷帝といったイメージ。

　花山院綾香としては二、三度お会いしているけれど、挨拶しか交わしていない。

　というのも、とても多忙な方で常に海外を飛び回っているから。

　お互いの家族との食事会では、いつも氷堂のお母さまと氷堂だけの出席だった。

　私の顔なんて覚えていないと思ってもビクビクしてしまう。

　入社してから全然顔を合わせなかったものだから完全に油断していたわ。

　社長はめったに秘書室には来ないのに、今日に限ってなぜ？

　スーッと嫌な汗が流れる。

「副社長秘書の鈴木と申します」

　自己紹介してペコリと頭を下げると、恐る恐る顔を上げた。

　緊張で少し声が震えてしまったけれど、私が花山院綾香だと気づいた様子はない。

「……困ったな。スーツのボタンが取れてしまってね」

　社長は困惑顔で、助けてくれと言わんばかりにチラチラ私を見る。

　できればボロが出る前に自分のオフィスに戻りたい。

　でも、困っている人を放ってはおけないわ。

　ああ、もう……どうなってもいい。氷堂との縁もいずれ切れるのだし。

　半ば捨て鉢になりながら、ニコッと笑顔を作って申し出た。

「私がボタンをおつけしましょうか？　赤石さんはいつ戻るかわかりませんし」

「そうか。では、お願いしようかな」

　社長は私を見て相好を崩す。

　あら、そんな風に笑ったお顔は氷堂と同じですのね。

「では、スーツとボタンを貸していただけますか？」

　手を差し出せば、社長はまず手に持っていたボタンを私に渡し、ジャケットを脱いだ。

　私はジャケットを受け取り、そばにある打ち合わせスペースの椅子に腰かけると、スーツのポケットからソーイングセットを取り出す。

「ほお、いつも持ち歩いているのかね？」

　社長がソーイングセットを見て感心したように言う。

「持っていると安心ですもの」

　針に糸を通しながら答えれば、「老眼の私には糸を通すことさえできないな」と穏やかな笑みを浮かべた。

「私も会社の経営なんて怖くてできませんわ」

　フフッと笑ってボタンをつける私を社長はじーっと見ている。

「うまいものだな」

　料理は苦手だけど、昔から裁縫は得意だった。

「お役に立てて光栄ですわ。これで、大丈夫だと思います。また、ご用命お待ちしていますね」

　ボタンをつけ終えたジャケットを社長に渡すと、茶目っ気たっぷりに微笑んだ。

「……ありがとう。君はいいお嫁さんになるだろうね」

　思いもよらぬ社長の褒め言葉に自虐的に返した。

「残念ながら料理がまったくできませんの」

「あれは料理が好きだから、なんの問題もないが」

　社長がボソッとそんな発言をするが、意味がわからなかった。

「は？」

　キョトンとする私を見て、ひとり納得顔の社長。

「なるほどね。あれが欲しがる理由が少しわかった気がする。副社長のこと、よろしく頼むよ」

　とびきりの笑顔を見せると、社長は秘書室を出ていった。

「……なんだったのかしら？」

　秘書室のドアを見て首を傾げていたら、赤石さんが書類を手に戻ってきた。

「あら、綾香さん、どうしたの？」

「副社長が今日は急用でいないと伝えに来ましたの」

　にっこり笑って報告すると、彼女は同情するように私を見た。

「そう。今日は確かマーナーユース社の方が見えるのよね？　対応が大変ね」

「でも、大谷さんがいますから、大丈夫ですわ」

　大谷先輩の名前を出せば、赤石さんは笑って頷く。

「そうね。海外戦略室は社内一のエリート集団だし」

「私は例外ですけれど」

　自嘲気味に言えば、そんな私を彼女はたしなめた。

「なに言ってるの。副社長が自ら指名しただけあって、あなたは有能よ。ねえ、来週、佐々木食品の社長が見えるのだけど、夜の会食をどうしようか迷ってて……グルメっていう話だし、なにがいいと思う？」

　なんでもそつなくこなす赤石さんも、時には悩むことがある。

　周囲にはお局と言われている彼女だが、そんなに怖い人ではない。秘書としてのキャリアが長いし、有能だからよく周りが見えていて、目が行き届かない上司の代わりに部下を厳しく指導しているだけだ。

　赤石さんにすれば、業務を円滑に進めるためによかれと思ってしていることだけど、それは彼女の仕事の範はん疇ちゅうを超えていると不満に思っている社員は多い。

　赤石さんは自分の仕事にプライドを持っているし、誰かになにか言われても一歩も引かないから、高飛車だと周囲に誤解されやすいのよね。

　打ち解けてみれば、赤石さんは頼りになる優しいお姉さま。最近は、今みたいに私の意見を求めることも増えてきた。

　今まで誰にも頼らずずっとひとりで頑張ってきた彼女はすごいと思う。

　本当の彼女をみんなにも知ってほしいわ。

「鉄板焼きがお好きらしいです。私の友人が佐々木食品の社長の娘なんですの」

　佐々木食品の社長は、私の親友の弥生さんのお父さまだ。今までの私のアドバイスが役に立っているかどうかはわからないけれど、今回は自信を持って言える。

「そういえば、綾香さんも副社長と同じ皇極出身だったわね？」

「ええ。副社長とは高校の時に生徒会で一緒で、雑務を全部任されて大変でしたわ。顔がいいのは認めますけど、あの人は悪魔ですわよ」

　今朝だって車の中で私の許可なくキスなんかして……もう許せない！

　ブツブツ文句を言えば、彼女はおもしろそうに目を光らせた。

「副社長を悪魔なんて言うのは、綾香さんぐらいよ。秘書室の子たちはみんな副社長のファンよ。副社長が花山院家のご令嬢と婚約しているのは知ってる？」

　よーく知ってますわ。私がその婚約者ですもの。

「ええ」

　何食わぬ顔で答えれば、赤石さんは私に顔を近づけて声を潜めた。

「花山院商事の元社長の疑惑もあって、うちの社長は副社長に婚約を破談にするように何度も言ったんだけど、副社長は『破談にするなら会社を継がない』って言ったそうよ。そこまで愛されてみたいわあ」

　キラキラと目を輝かせる彼女の言葉に驚かずにはいられなかった。

　……知らなかったわ。

　氷堂、そんなことを社長に言ったのね……って騙されてはいけない。

　百歩譲って、氷堂が私のことを気に入っているとしても、あれだけ美形で、セクシーで、モテモテの彼がひとりの女をずっと愛するはずがない。

　実際に私は彼のフェロモンにやられ、しばしときめいてしまった。

　自分が彼の術にはまったのかと思うと悔しくてならない。

「……なにか考えがあるのかもしれませんわ。私の知ってる副社長は、ただ感情で動く方ではありませんし」

　氷堂への怒りを抑えながらそんなコメントをすれば、彼女はある話をした。

「あら、婚約者は特別だと思うわよ。副社長は大学生の頃からここで社長の仕事を手伝っていたんだけど、副社長のスマホに電話がかかってきて、『ちょっと急用ができた』って帰ったことが何度かあったのよ。きっと婚約者からの電話だったんじゃないかしら」

　彼女の話に心の中がスーッと冷めていくのを感じた。

　私が学生時代、氷堂に電話をかけて呼び出したことはない。

　赤石さん、それは婚約者ではなくて、きっと別の女性ですわ。

　数時間前の氷堂とのやり取りを思い出す。あの時も『ちょっと急用が入った』と言って、彼は早退した。

　同じパターンじゃないの。間違いないわ。彼には愛人がいる。

　よくよく考えてみると、彼が謎の用事で会社を抜け出すのは今日が初めてではない。今までだって、氷堂家の用事とかで詳細は言わずにお昼に外出して、午後三時頃に戻るということが週に二～三回あった。

「モテる人だから恋人も何人いることか……」

　ポツリとそんな本音を口にすれば、赤石さんは意味深に微笑んだ。

「ねえ綾香さん、近すぎるから見えないことだってあると思うわよ」

「近すぎる……？」

　私と氷堂が？

　わけがわからず聞き返す私。

「傍はたから見てるといろいろ気づいちゃうのよね、これが。副社長は、大事な人を全力で守るタイプね」

　赤石さんは私の目を見てニヤリとする。

　氷堂に限ってそれはない……と反論しようとしたがやめた。

　彼のことなんて仕事以外ではもうどうでもいい。

「私にはよくわかりませんわ。あっ、そろそろ戻らないと」

　チラリと壁時計を見れば、彼女は「会食の件、ありがとう。参考になったわ」と私に礼を言う。

　赤石さんの目を見てコクッと頷くと、海外戦略室に戻った。




　それから来客対応やメールの処理に追われ、あっという間に午後の七時になった。

　三十分ほど前に氷堂に明日のスケジュールに関するメールを送ったが返信はない。

　もう今日は帰ろう。

　デスク周りの書類を片付けていると、隣の席の藤原が私に目を向けた。

「綾香ちゃん、もう終わりそう？　今日は氷堂がいないし、僕が送っていくよ」

「お気持ちだけで充分ですわ。もう子供ではありませんし、大丈夫です。ひとりで帰れます」

　彼の申し出を隙のない笑顔で断る。

「いや、綾香ちゃん、そういうことじゃ……!?」

　慌てる藤原の肩を、出先から戻ってきた剣持さんがポンと叩いた。

「好きにさせればいいじゃないか、藤原。お嬢さまは冒険がしたいんだとさ」

　私を見て意地悪く目を光らせる剣持さん。

　ひょっとして、彼も私の身元を知っているのかしら？

　でも、うちの部署の他のメンバーはみんな私のことをわかっているのだから、もうそんなに驚いたりはしない。

「冒険ではありませんわ。自立です」

　彼の視線を正面から受け止めて訂正すると、パソコンの電源を落とし、バッグを手にした。

「お先に失礼します」

　ペコリと頭を下げてオフィスを後にし、会社から支給されたスマホで氷堂の自宅の最寄駅を調べて、駅に行く。

　しかし、ふと自分の家が気になった。

「火事の後どうなったのかしら？」

　氷堂がいない今日だからこそ、自由に動ける。こんなチャンスはもうないかもしれない。

　スマホで自宅の最寄り駅を確認して、無造作にスマホを上着のポケットに入れた。

　駅に着くと、切符を買って電車に乗る。

　本当は電子マネーを使ってみたかったけど、それは自分のお給料が出てから考えよう。今の私には自分のスマホを買う余裕もないのだ。

　乗ったまではいいが、電車にひとりで乗ったのは初めてで緊張してシートに座る余裕はない。

　ドア付近に立ったまま電子表示で停車駅をその都度確認し、無事に自宅の最寄り駅で降りる。

　ほら、私だってちゃんと電車に乗れましたわ。

　送迎なんて必要ない。これからは自立した女になるの。

　そのうち氷堂の家を出たら、嫌でもひとりで会社に通わなくてはならなくなるのだから。

　暗い夜道をひとり自分の家に向かって歩いていく。

　もしかしたら父が生きていて、ひょっこり現れるかもしれない……そんな期待も抱いていたのだけど……。

　自宅の門の前には『立入禁止』と書かれた黄色いテープが張られ、中は見るも無残な焼け跡が残っているだけだった。

　蘇よみがえる火事の記憶。赤黒い炎。皮膚を焦がすような熱い空気。

　あの時の恐怖の感覚を思い出して震えた。

　もう治ったはずの足の火傷の傷もズキッと痛む。

　父の姿はない。やはりあの火事で亡くなってしまったのだろうか？

　……来るんじゃなかった。

　まっすぐ氷堂のマンションに帰ればよかったわ。

　自分の肩を抱き、踵を返そうとしたら、いきなり誰かに後ろから口を塞がれた。

「……だ、誰？　放して！」

　手足をバタバタさせて激しく暴れるも、近くに停まっていたワンボックス車の後部座席に乗せられて……。

「やあ、綾香ちゃん、君がひとりになるのを待っていたよ」

　車の中には秋人さんがいて、ダークな笑みを浮かべる。

「あ、秋人さん、これはどういうことですの！」

　両手を振り回して抵抗しながら彼を咎とがめたが、すぐに彼の部下らしき男に両手を押さえつけられた。

　運転席や助手席にも男がいるけれど、サングラスをしていて、見るからにガラが悪そうだ。

「君も火事で死んでくれればこんな面倒なことにはならなかったんだがな」

　秋人さんの発言に思わずカッとなって彼を睨みつける。

「やっぱりあの火事はあなたの仕業でしたのね」

　私の糾きゅう弾だんに、彼は悪びれた様子も見せずに返した。

「カジノで会社の金使いこんでるのおじさんにバレちゃってさあ。俺の罪をかぶってもらったんだ。あの夜、おじさんに呼ばれてね。いつもの説教が終わった後、帰るふりして、おじさんが風呂に入っている間に、寝室に消臭スプレーを撒まいておいたんだ。十本くらいだったかなあ」

　消臭スプレーと聞いて、去年神こう戸べで起こったスプレー缶の爆発事故がすぐに頭に浮かんだ。清掃業者がスプレー缶を室内で大量に噴射したところ、作業員が一服しようとして爆発したらしい。その事故で、清掃業者の人間がふたり亡くなっている。

　恐らく、秋人さんはその事件を参考にしたのだろう。

「おじさんはヘビースモーカーだったし、寝る前に必ず一服するって思ったよ。大火事になったってことは、俺の目論見通りおじさんがタバコを吸おうとしてライターに火をつけて、部屋の中に充満していたガスに引火したってことだろうな」

　愉快そうに話をする彼が憎らしかった。

「なんてひどい人なの！　父のメモ帳に遺書らしき文章を書いたのもあなたね？」

　軽蔑の眼差しを向ければ、秋人さんはうっすらと口角を上げる。

「まあね。俺ってひどい人なんだ。で、花山院家の財産も全部俺のものにしたいわけ。綾香ちゃんがいると、自由にできないからなあ」

「自分勝手にもほどがありま……!?」

　秋人さんの部下にさるぐつわをされ、腕もテープのようなもので縛られた。

　そんな私を秋人さんは楽しげに眺めている。

「自分勝手で結構」

　残忍な光を宿す彼の目に、ゾクッとした。

　私……殺される。

　車はいつの間にか動き出していた。

　一体どこに連れていかれるの？

　秋人さんとその部下に挟まれて逃げ場がない。

　いいえ、あきらめてはいけないわ。殺される前に早く逃げなきゃ。

　まずは腕のテープを取らないと……。

　この時の私はパニックに陥り、逃げることしか考えていなくて、冷静さに欠けていた。

　秋人さんに気づかれないように腕に力を入れてテープを外そうとしてもまったく破れないし、緩みもしない。

　だったら、拘束されていない足で秋人さんを……。

　そう考えてヒールの靴で彼の脛すねに思い切り蹴りを入れた。

「痛て！」と声をあげ、身を屈めて脛を押さえる彼に今度は体当たりしようとしたら、私の横にいる男に乱暴に肩を掴まれ、頬をぶたれた。

「とんだじゃじゃ馬だな。おとなしくしてろ！」

　叩かれた衝撃で身体が後部座席のシートにぶつかり、背中を強打する。

　頬を叩かれるなんて生まれて初めてのことで、あまりの痛さにショックで身体が強張った。

　それで命の危険を感じてますます怖くなる。

「お前、後でかわいがってやるから覚えてろよ！」

　秋人さんのドスの利いた声に私は震え上がり、萎縮してしまって動けなくなった。

　また逃げ出そうとすれば、頬を叩かれるだけでは済まないかもしれない。

　でも、このまま秋人さんに殺されてもいいの？

　……よくないわ。お父さまを殺した彼は絶対に許せない。

　ここで心折れてしまってはいけないわ。

　今は無理でも、逃げるチャンスがどこかにあるはず。

　私があきらめたらそこで終わりよ。

　必死に自分に言い聞かせる。




　三十分ほど走ったところで車が停まり、ドアが開いて引きずられるように降ろされた。

　かすかに波の音がする。周囲を見回せば、どこかの埠ふ頭とうのようだった。人ひと気けはなく、大きな倉庫がたくさん並んでいる。

　ガラガラッとシャッターが開く音がしたと思ったら、「ほら来い」と私を拘束した男に乱暴に腕を掴まれ、倉庫に連れ込まれた。

　中の空気はひんやりしていて、薄暗い。誰かが照明をつけたのか、倉庫の中がパッと明るくなり、眩しくて目を細めた。

　これからどうなるの？

　怯えながら秋人さんに目を向ければ、彼は私のさるぐつわを外し、顎をクイと持ち上げる。

「殺す前に楽しまないとな。もう男の味は覚えたのか？」

　なんてことを乙女に聞くのよ！

　ニヤニヤ笑うその顔に、ペッと唾を吐きかけた。

「悪い子だ。お嬢さまには厳しいお仕置きをしないとな」

　頬にかかった私の唾を拭い、秋人さんは怖い顔でドンと私の胸を押す。

　両手を縛られている私はそのまま床にドサッと倒れ込み、メガネも吹き飛んだ。

　衝撃で舌を噛んだのか、口の中は血の味がする。

　だが、それを気にしている場合ではない。このままでは秋人さんに襲われる。

　彼を含めて、男が四人。ここから逃げるのは至難の業だ。

　でも、彼に犯されるなんて絶対に嫌！

　秋人さんが一歩一歩ゆっくりと私に近づく。

「……嫌～！　こ、来ないで！」

　彼から離れようともぞもぞ動いてなんとか上体を起こし、首を左右に振る。

　その時、シャッターが勢いよく開いて、誰かが入ってきた。

「綾香ちゃん！」

「鈴木、大丈夫か！」

　藤原と剣持さんだ。

　ふたりの登場に秋人さんが「誰だ！」と叫んで振り返る。

　その隙をついて立ち上がり、突進するようにふたりのいる出口に向かうと、藤原と剣持さんは秋人の部下たちを相手にしていた。

「おい、待て！」

　秋人さんが慌てて私を追ってくる。後ろを振り返れば、彼は手になにか持っていて、それが街灯に照らされてキラリと光った。

　あれはナイフ！

　彼との距離は十五メートルほど。

　このままではすぐに追いつかれてナイフで刺される！

　迷わず外に出ると目の前の海に飛び込んだ。

　水が冷たいとか、泳げないとか、考える余裕なんてない。ただ秋人さんから逃げる。それしか頭になかった。

　バシャンという水音と共に「綾香！」と氷堂の声が聞こえたような気がする。

　だが、もう確認する術はない。

　真っ暗で冷たくて……。

　口の中に水が入ってきて、呼吸しようとすれば、自分の息がブクブクと気泡になり、身体がまっすぐ下に沈んでいく。

　空気がなくて苦しいと感じると同時に氷堂の顔が脳裏に浮かんだ。

　また、高校の時みたいに『カナヅチなのに海に飛び込むなんて、馬鹿か！』と怒られるかもしれない。

　いいえ、それはないわ。

　もう生きて……彼には……会えな……い――。










無事でいてくれ［蒼士ｓｉｄｅ］




「綾香？　綾香？」

　彼女から着信があって、スマホに向かって何度も呼びかけるが、なにか物音はしても応答がない。

　だが、まだ電話は繋がっている。

　一体彼女の身になにが起こっているんだ？

「綾香？　返事をしてくれ！」

　もう一度懇願するように名前を呼んだら、ガサゴソと物音がした後に花山院秋人の声が聞こえて、顔が強張った。

《やあ、綾香ちゃん、君がひとりになるのを待っていたよ》

《あ、秋人さん、これはどういうことですの！》

　すぐに綾香の声がしたのだが、なにかの衝撃でブチッと電話が切れる。

　多分、この通話はたまたま綾香のスマホのボタンが押されて、俺に繋がったものなのだろう。

　彼女は直史さんか藤原が俺のマンションに送っていったはず。

　なぜ秋人が綾香と一緒にいる？　帰宅途中でなにかあったのだろうか？

　だが、今はそんなことを考えている場合ではない。

「……綾香が秋人に捕まった」

　このタイミングだと、きっと今日綾香宛に電話をかけてきたのも、秋人に違いない。

　すぐにＧＰＳで彼女の居場所を探ろうとしたら、スマホがブルブルと震え、藤原から電話が来た。

　通話ボタンを押すと、彼の声がして……。

《氷堂、大変だ。綾香ちゃんがさらわれた！》

　ひどく取り乱した藤原の声に緊張が強まる。

「落ち着けよ、藤原。もう少し詳しく説明してくれ」

　藤原が冷静になるようゆっくりと静かな声で告げると、彼は続けた。

《ごめん、氷堂。綾香ちゃんがひとりで帰るって聞かなくて……心配で剣持さんと会社からずっと後をつけていたら、彼女が車に連れ込まれて、そのままさらわれたんだ。今、剣持さんとその車を追跡してる》

　スマホを耳に当て藤原の声に耳を澄ます。

　すると、剣持さんの《前の車、右に曲がった》という声が聞こえてきて、緊迫した状況が伝わってきた。

　綾香を連れ去ったのは、先ほどの電話の内容からすると秋人に違いないだろう。

「今、どの辺にいるんだ？」

　藤原に確認したら、彼は切迫した声で告げた。

《国道３５７号線で……多分大おお井い埠ふ頭とうに向かってる》

「大井埠頭だな？　俺もすぐ向かう」

　手短に告げて通話を切り、ちょうど来たタクシーに乗り込んだ。

「大井埠頭までお願いします」

　運転手に行き先を伝えると、シートベルトをつけ、じっと前を見据える。

　綾香がさらわれて気が気じゃなかった。

　秋人のことがあるから気をつけろと彼女に強く言っておけばよかった。

　だが、今さら後悔してもこの状況は変わらない。

　頼む、無事でいてくれ。

　強く唇を噛み、祈るように両手を組む。

　普段、神なんて信じないが、この時ばかりは頼らずにいられなかった。

　神さま、どうか綾香を守ってください。

　タクシーが走り出して二十分ほど経った頃、藤原から、大井埠頭のＹ社倉庫に入っていったと電話があった。

　警察を呼ぶように言ってすぐに電話を切れば、タクシーは品しな川がわ駅周辺を抜け大井埠頭付近まで来ていた。

　早く、早く着け。

　いつでも外せるようシートベルトに手をかけ、心の中で祈るように念じる。

　一分一秒がとても長く感じた。

　こうしている間にも秋人が綾香に危害を加えたら？

　そう考えると気がおかしくなりそうだ。

　ようやく海が見えてくると、藤原が話していた倉庫が視界に映った。

　あれだな。

「すみません。ここで」

　そう運転手に声をかけながらシートベルトを外して、支払いを済ませタクシーを降りた。

　藤原たちの姿を捜すと、Ｙ社倉庫のシャッターが開いていて、中から光が漏れている。

　静かに近づけば、「おい、待て！」と叫ぶ声がして、綾香が倉庫から飛び出してきた。

　彼女との距離は三十メートルほど。

　すぐに秋人が綾香を捕まえようと追って出てくる。

　彼を取り押さえようと駆け出すも、彼女が突然海にダイブしてハッとした。

「綾香！」

　走りながらスーツのジャケットを脱いで俺もすぐに飛び込む。

　秋人のことは考えなかった。

　綾香を助ける。ただそれだけ。

　先に飛び込んだ彼女は海の中へ消えた。

　綾香は泳げない。それに腕を縛られていたようだから、身体が浮く状態ではないのだろう。

　マズイ。一刻も早く見つけないと。

　海の中は暗く、かすかに外灯の光が差し込むだけ。彼女の姿を捜すが、水着と違い服では思うように潜れず、焦りを感じずにはいられなかった。

　どこにいる、綾香？

　ほぼ暗闇に近いところで彼女を必死に捜すと、手がなにかに触れた。

　……布のような感触。きっと綾香だ。

　強く希望を持って手を伸ばしたら、今度は彼女の腕を掴むことに成功した。

　そのまましっかりと両手で彼女を抱え込み、浮上する。

　水面に顔を出せば、パトカーのサイレンの音が聞こえて、藤原が俺を見つけて叫んだ。

「氷堂ー、大丈夫か！」

　すぐには声が出ず、彼に向かって右手を上げる。

　どうやら二十メートルほど岸から流されてしまったらしい。

　綾香は意識を失っているのか、「綾香！」とその名を呼んでも応えない。

　すぐに応急手当をしないとマズイ。

　綾香を抱きかかえたまま泳いで岸壁に辿たどり着くと、彼女の身体を押し上げ、声を大にして叫んだ。

「藤原、綾香を！」

「わかった」

　藤原が手を差し出して彼女を引き上げ、俺もすぐに水面から上がった。

「綾香ちゃん！　綾香ちゃん！」

　綾香の腕に巻かれていたテープを藤原が取り去り、その頬を叩いて彼女の名を呼ぶが反応しない。

「綾香」

　俺も呼びかけつつ、彼女に心臓マッサージと人工呼吸を行った。

　綾香が海に沈んでいた時間は一分もなかったはず。だが、腕を縛られていた分、身動きが取れずに深く沈み、海水をたくさん飲み込んだ可能性がある。

「戻ってこい、綾香！」

　俺の横で藤原が救急車を呼ぶと、剣持さんも俺たちのところに来て、綾香の顔を心配そうに覗き込む。

「意識がないのか？」

　彼の問いに答える余裕はなかった。

　俺は一心不乱に心臓マッサージを続け、彼女の口に息を吹き込む。

　すると、「ゲホッゲホッ」と綾香が激しく咳き込んで、口から水を吐いた。

　その様子を見て少し安堵する。

「綾香？」

　彼女の頬にはりついた髪をそっとかき上げ、その顔を見つめた。

　綾香がゆっくりと目を開くが、すぐには焦点が合わない。

「綾香、俺だよ、蒼士。わかる？」

　彼女の名を呼んで話しかける。

　虚ろなその目が徐々に光を取り戻し、俺を見た。

「ひょ……う……どう？」

　また呼び捨てにされてる……とか、そういうことはどうでもよかった。

　彼女が生きているだけでいい。

　俺の名前を呼んでくれて胸がいっぱいになって……。

　その華きゃ奢しゃな身体を自分の胸に抱きしめる。

　高校の時、海に飛び込んだ彼女を助けた時もハラハラしたが、今回はその比ではない。

　前回はもう少し冷静で周りが見えていた。

　今はもう綾香のことしか頭にない。

「……よかった」

　本当によかった。

　誰に聞かせるでもなく呟いて、さらに綾香を強く抱けば、「氷堂……さま？」と彼女は戸惑うように俺の名を呼ぶ。

　しばらくして救急車がやってきて、隊員に毛布をかけられた。

　綾香は念のために担架で救急車に乗せられた。

　俺も彼女の付き添いとして同乗するが、少し落ち着いてきて、近くにいる藤原と剣持さんに「花山院秋人は？」と確認した。

「一緒にいた部下は警察に引き渡したが、彼女を追っていった男には逃げられた」

　剣持さんがそう俺に報告して悔しそうに顔を歪ゆがめる。

「そうか。警察への説明は頼んだよ」

　俺の指示にふたりは頷いた。

　救急隊員が後ろのドアを閉め、救急車は近くの病院に向かう。

　その間、綾香の横でずっと彼女の手を握っていた。

「……氷堂、ずぶ濡れ」

　身体が冷えて体力が奪われたのか、綾香の目はトロンとしている。

「綾香もね。カナヅチなのに海に飛び込むなんて、馬鹿だよ」

　高校の時にも似たようなことを言って叱ったが、今度は笑って注意した。

「ごめん……なさ……い」

　囁きに近い声で謝る彼女を愛おしげに見つめる。

「俺の心臓がおかしくなるから、もう水の中に飛び込むのはやめてくれ」

　それは告白にも近かったのだが、彼女の目はゆっくりと閉じられて……。

「聞いてないな……これは」

　思わず苦笑いしながらも、常に俺の心を乱す彼女の頬を優しく撫でた。

　まあ、いいか。

　彼女は今、俺のそばにいる。告白は綾香が元気になってからにしよう。

　もし彼女を失っていたら……そう考えると怖い。

　花山院秋人のせいで綾香は死ぬところだった。綾香の従兄だが、絶対に許さない。

　今になってようやく秋人への怒りが込み上げてきた。

　これほど人を憎いと思ったことはない。

　秋人はまた綾香を狙ってくるだろう。

　今度はもう逃がさない。秋人には俺を敵に回したことを一生後悔させてやる。

　それから五分ほどで近くの総合病院に着いた。

　綾香はすぐに検査と治療を受け、念のために二日間入院となった。

　彼女が個室に移されると、父と直史さんに連絡を取り、病室のシャワーで身体を洗う。

　病院のパジャマに着替えた俺は、そのまま彼女に付き添った。

　個室の広さは十二畳ほど。バスルームと洗面所付きで、五十インチの大きなテレビがあり、白いレザーのソファが綾香が寝ているベッドの横に置かれている。

　チラリと壁時計に目を向ければ、時刻は午後十一時を回っていた。

　綾香の手を握って、その寝顔を見守る。

　検査の結果、幸い血中の酸素濃度の数値に異常はみられなかった。海水も大量に飲み込んではいなかったようでホッとする。

　こんな死にそうな目にあわせるくらいなら、彼女を籠の中に閉じ込めてしまいたい。

　それは、俺の自分勝手な願望。現実にそんなことをできないのはわかっている。

　綾香を籠の鳥にしてしまったら、彼女がかわいそうだ。

「どうしたら無茶をしないでくれる？」

　眠っている綾香に問うが、彼女が答えるはずもなく、俺の声が暗い病室に虚しく響くだけ。

　無鉄砲なのが綾香で、そんな彼女を俺は好きになった。

「俺が命に代えても守ればいい」

　愛おしい彼女の頬をそっと撫でながら、自分の心にそう誓った。




　三十分ほど経った頃、控え目なノックの音がして、親父と直史さんが病室に入ってきた。

「綾香さんの具合は？」

　親父がベッドの近くまで来て、彼女の顔を覗き込む。

「大丈夫だ。すぐに助けたから後遺症はない。明後日には退院できるよ」

　俺の答えを聞いて、親父は安心したのかフーッと息を吐いた。

「そうか。彼女を誘拐した犯人はどうなった？」

　親父の質問に秋人の顔が浮かび、俺は憎らしげにスーッと目を細める。

「まだ逃亡中」

「それは厄介だな。警備をつけよう。お前も綾香さんが退院するまではついていなさい。念のため、花山院商事の社長の警備も強化する」

　父は顎に手を当て、意外な発言をする。

　綾香の父親が生きていることは親父も知っている。

　親父の言う〝花山院商事の社長〟というのは秋人ではなくて、綾香のお父さんのことだ。親父は秋人を花山院商事の社長とは認めていないのだろう。

「彼女との婚約を破談にさせたかったのでは？」

　そんな皮肉を口にすれば、親父は俺の目を見て言った。

「気が変わった。お前の人生の伴はん侶りょだ。好きに選べばいい。それに、いいお嬢さんだと思う」

　一体どういう心境の変化だろう。

　親父は綾香に三度ほど会ったことがあるが、挨拶だけで、会話らしい会話をしたことがなかった。俺の結婚相手に求めるのは家柄で、どういう人間かは関心がない。

　親父の言ったことが信じられず、ただその顔をまじまじと見て黙り込む俺に、直史さんがにこやかに補足説明をした。

「社長は今日、綾香ちゃんと会ったそうだよ。秘書室でスーツのボタンをつけてもらったんだってさ」

　親父が綾香にボタンをつけてもらった？　本当に？

　あり得ないシチュエーションで頭に浮かんでこない。

「よく知りもせず破談にしようとした私が間違っていたよ。興味深いお嬢さんだ。大事にしなさい。お前も無事でよかった」

　フッと微笑して父が病室を出ていくと、直史さんが俺の肩をポンと叩いた。

「社長が認めてくれてよかったじゃないか」

「なんだか気味が悪いですけどね」

　小さく笑えば、直史さんは手に持っていた紙袋を俺に渡した。

「これ蒼士くんと綾香ちゃんの着替え。あとスマホとかも入ってる」

　幼い頃から付き合いのある俺たちは、プライベートの時はお互い名前で呼び合う。

「直史さん、ありがとうございます」

　礼を言えば、彼は優しく微笑んだ。

「仕事のことは心配いらないから。じゃあ、僕も帰るよ」

「ええ。なにかあれば連絡ください」

　ドアまで彼を見送ってまた綾香のもとに戻り、その手をギュッと握る。

　すると、彼女が寝返りを打った。

「……ひとりにしないで」

　そのとても悲しげな彼女の声に胸が締めつけられそうになる。

　どんな夢を見ているのだろう。

　誰に言ったかもわからないが、綾香の顔を見つめて呟いた。

「俺がずっと一緒にいるよ」










婚約者にドギマギする私




　これは全部夢なのだろうか？

　さっきまで父のお葬式に出ていたはずが、今は海に沈んでいる。

　どんなにもがいても浮上できず、息苦しくなって海水を飲み込み、垂直に海の底に沈んでいく私の身体。

　ああ、私は死ぬのね。

　心残りがあるとすれば、誰かを愛して……愛されたかった。

　暗くて深い海の底。

　海水が冷たくて身体が凍りつきそう。

　死を覚悟したその時、まばゆいばかりの光が差し込んできて、私を包んだ。

　それは不思議な光景だった。

　真っ暗だった海が私の周りだけキラキラして見えて、しかも温かい。

　驚く私の目の前に、なぜか美しい青年が現れ微笑んでいた。

　氷堂？

　彼は目で『行くよ』と合図すると、私の身体をしっかりと抱きしめて浮上する。

　すると、パッと目が覚めた。

　メガネをしていないのか、視界がぼやける。

　腕には点滴。それに見覚えのない部屋。

　ここは……病院なのかしら？

　目の前では、誰かが私の手を掴んだまま椅子に座って眠っていた。

　その顔に目を凝らせば、意地悪な私の婚約者で……。

　そんな彼を見てなんとも言えない気持ちになった。

　前にも感じたけど、心がじわじわと温かくなる。

　どうして彼がここに？

　そういえば、海に飛び込んで……それで……いつの間にか地上にいて彼が微笑んでいたような……。

　ダメだわ。あまりに記憶が途切れ途切れでなにがなんだかよくわからない。

　どういう経緯でこうなったのかしら。

　カーテンからは日が差し込んでいる。

　秋人さんに誘拐されたのが午後八時くらいだから、あれからかなりの時間が経ったのね。

　氷堂はずっと私に付き添ってくれたのだろうか？

　形だけの婚約者なのに、どうして？

「……氷堂」

　その名を呟くと、彼がピクッと動いて目を開けた。

「綾香、起きたのか？　熱は？」

　私の額に顔を近づけ、氷堂はコツンと自分の額を当てて熱があるか確かめる。

　私が小さい頃、亡くなった母もよくそうしてくれたっけ。

　ボーッとそんなことを思ったら、彼と目が合ってドキッとした。

「なさそうだな。気分はどう？」

　こんな鼻と鼻がくっつきそうな距離で聞かないでほしい。

　自由に息が吸えなくて苦しくなるじゃないの。

　恥ずかしくて、プイッと氷堂から顔を逸らして答えた。

「だ、大丈夫ですわ」

　動揺しまくりで声が上ずるし、顔が熱い。

　落ち着くのよ、綾香。

「あれ？　綾香、顔が赤くない？」

　氷堂が私の顔を覗き込んで、今度は私の額に手を当てる。

「急に熱上がった？」

　彼は私を見てニヤニヤ顔。

　私が変に意識して赤面していることに絶対気づいているわ。

「もう知りません！」

　あまりいじられたくなくて氷堂に怒ると、布団を頭までかぶって顔を隠した。

　大人げないと思うが、これしか彼から逃げる術がないのだから仕方がない。

「ごめん。でもそれだけ怒れるなら大丈夫だな」

　ポンポンと布団の上から氷堂が私の頭を叩くけど、急に静かになったと思ったら、彼がギュッと抱きしめてきて……。

「死ぬほど心配した」

　その思い詰めた声に、なぜだか知らないが胸が苦しくなる。

「海の中から綾香を見つけられなかったらどうしよう……って怖かった。助けることができて本当によかった」

　布団をかぶっているから氷堂がどんな顔をしているのかわからない。

　でも、その声には彼の気持ちがこもっていた。

　また私は……氷堂に助けられたのね。

　あんな暗い海に飛び込むなんて、自分も危険だとは思わなかったのだろうか。

　普通は躊ちゅう躇ちょすると思う。

　心配をかけて申し訳ない気持ちになって、心から彼に謝った。

「……ごめんなさい」

「反省してるなら、もう海に飛び込まないこと」

　氷堂が私から離れ、布団をガバッとめくる。その顔はいつもの甘い笑顔でホッとした。

　彼がそんなに心配するなら、もう海には飛び込まない……って、あっ!?

「あ、秋人さんが……私の家に火をつけたの！」

　残忍な従兄のことを思い出し、ガバッと起き上がる。そして氷堂の両肩を掴み、彼に訴えた。

「そんなことだろうとは思ってた。だが残念ながら秋人は逃走中なんだ。今指名手配されてる。彼の部下は捕まったんだけどね」

　氷堂は悔しそうに顔を歪めて言葉を切り、真剣な表情で私を見た。

「また綾香を狙って現れるかもしれない。彼が警察に捕まるまでは絶対にひとりで出歩かないでくれ」

　それは命令ではなく懇願だったように思う。

　いつもの私なら反発していたが、今日は素直に従った。

「わかりましたわ」

　私が勝手な行動をしたから氷堂にも迷惑をかけた。

　彼だけじゃない。藤原や剣持さんだってあの倉庫に現れたということは、多分私のことを気にして尾行していたのだろう。

　みんなを巻き込んでしまった。

「あの……氷堂さまも……他の皆さんも怪我はありませんの？　藤原さまも剣持さんも埠頭にいましたよね？」

　私のせいで怪我をしていたらと思うと気が咎める。

「大丈夫だよ。綾香も問題なければ明日の午後には退院できる」

「皆さん無事でよかったですわ。私も大丈夫ですから、氷堂さまは家に戻ってください。あっ、大谷先輩に入院すると連絡しなくては……ええと、私のスマホは……」

　あたふたしながらベッドの周辺を探そうとしたら、「綾香」と彼に優しく名前を呼ばれた。

「心配ないよ。直史さんも社長も綾香が入院していることは知ってる。それで社長命令で綾香に付き添うことになってるから」

　社長という言葉が出てきて首を傾げた。

　会社では私は鈴木綾香で、ただの社員でしかないのに……。

「社長がどうして？」

「綾香のことを心配して昨夜病室に来たんだよ。昨日、親父に会ったんだって？」

　氷堂はおもしろそうに言うが、私にとっては悪い報告だった。

　病室にまで社長が来たということは、私の正体を知っているからだろう。

「社長にもやっぱりバレてしまいましたのね。私……クビですか？」

　社長のボタンをつけた時からこうなる覚悟はしていたが、落ち込まずにはいられない。

　せっかく仕事にも慣れてきたところだったのに、辞めるのは寂しいわ。

「なんでそうなる？」

　呆れ顔で突っ込む彼に自虐的に答えた。

「今の私はなにも持ってませんもの。花山院家との縁を早く切りたいでしょう？　私が社長ならすぐに会社から追い出しますわ」

「親父は『大事にしなさい』って言ってたよ。まあ、言われなくてもそうするけどね」

　氷堂は私の頬に手を当て顔を近づけた。

　キスされる!?

　そう思った時、ギュルルルルと私のお腹が盛大に鳴った。

　ククッと笑いをこらえ、肩を震わせる彼。

「昨日の夜も食べてないんだろ？　もう朝の八時過ぎだし、お腹空くよね」

　あ～、なんでこんな時に鳴るのよ～。

　恥ずかしい～。

　気にしてお腹を押さえるが、腹の虫は収まらない。

　お願いだから止まって。

「今、食事用意してもらうからちょっと持ってて」

　激しく狼狽える私の頭を氷堂はポンと叩くと、ナースコールで食事を頼む。

　付き添い食も用意していたのか、五分ほどで同じ食事がふたり分運ばれてきた。

　点滴を外してもらい、近くにあったテーブルに移動して、氷堂と一緒に朝食を食べる。

　最近は彼とふたりで食べるのが当たり前になってきた。

　メニューは麦入りのご飯に、野菜の和え物、白身魚に味み噌そ汁しる。

　病院食はまずいというイメージがあったのだけど、スーッと胃の中に溶け込むようで、とても美味しく感じて完食した。

「食欲があってよかったよ」

　空になった私の皿を見て微笑む氷堂に、慌てて言い訳する。

「の、残すのは失礼ですもの」

　決して食いしん坊なのではない。

　空腹が満たされると、今度は自分の身なりが気になった。海で溺れたからか、頭がむずがゆいし、身体もなんとなくベタベタして気持ちが悪い。

「……シャワー浴びたいわ」

　ポツリとそんなことを口にすれば、氷堂が奥にあるドアを指さした。

「そこにバスルームあるから浴びてきたら？」

　彼から着替えが入った紙袋を受け取り、すぐにシャワーを浴びる。

　ドアの外に氷堂がいると思うと落ち着かないが、それよりも早く身体を綺麗にしたくて仕方がなかった。

　彼はなにも言わなかったけど、きっと私の身体は海水臭かったに違いない。

　シャワーを終え、新しいパジャマに着替えると、ドライヤーで髪を乾かし、バスルームを出た。

「スッキリした？」

　ベッドの横にあるソファに座ってスマホを見ていた氷堂が、私に気づいて顔を上げた。

「ええ」

　そう答えてベッドに腰かける私の顔を、彼はじっと見る。

「綾香って目が悪かったよね？　メガネがなくても俺の顔ちゃんと見えてる？」

　メガネは昨日の騒ぎでなくしてしまった。

　氷堂との距離は二メートルほど。

「少しぼやけてますけど、なんとなく氷堂さまとわかる程度には」

　質問の意図がわからず、戸惑いながら答えれば、彼は突然私の横に座った。

「ふーん、それじゃあ、今度はどう？」

　なにか試すような目で問う氷堂。彼の顔は三十センチくらいしか離れていない。

「こんな近くにいるんですもの。よく見えますわ」

　クスッと笑えば、急に氷堂に顎を掴まれ、その非の打ち所のない顔が目の前に迫ってきて……。

「じゃあ、これでは？」

　彼のブランデー色の瞳に私が映っている。

　頭の中は真っ白。

　なにも答えられず氷堂を見つめる私の唇に、彼の唇がゆっくりと重なる。

　そして、ギュッと抱きしめられた。

　どれだけそうしていたのだろう。

　コンコンとドアをノックする音が聞こえて、ハッとして慌てて彼から離れた。

「もう来ちゃったか。残念」

　氷堂は苦笑いして、名残惜しそうに親指の腹で私の唇をなぞると、ベッドから立ち上がって、ドアを開ける。

　一体、氷堂はどういうつもりでキスしたの？

　いつのも冗談半分のキスではなかった。

　私も……どうして止めなかったのか。

　氷堂の考えがわからないし、自分の気持ちもわからない。

　さっきの口づけについて考えていたら、私の大好きなふたりが飛び込んできた。

「綾香さ～ん！」

「お嬢さま～！」

　泣いて私に抱きつくふたりを見ておろおろする。

「弥生さんに美佳……どうしてここに？」

　どう対処していいかわからず氷堂に目を向ければ、彼はにっこりと微笑んだ。

「ふたりに会うのは久しぶりだろ？　俺はちょっと席を外すから」

　病室を出ていく彼。

　多分、氷堂がこのふたりを呼んだのだろう。

「ず、ずっと……ずっと心配してたんですからね」

　私に文句を言って弥生さんが泣きじゃくったかと思えば、その横で美佳が私に説教をしだした。

「また海に飛び込んだそうじゃないですか！　死にますよ！　だいたいお嬢さまはいつも無鉄砲すぎます。少しは自重してください！　氷堂さまだって、どんなに心配されたか」

　その目は涙で潤んでいる。

「ごめんなさい」

　ふたりの頭を撫でながら謝ると、弥生さんが顔を上げた。

「氷堂さまはこまめに綾香さんのことで連絡をくれたんですよ。その髪、似合ってますね」

　ニコッと笑ってみせる弥生さんの発言に驚いた。

　氷堂が弥生さんとコンタクトをとっていたなんて全然知らなかった。

「ありがとう」

　私も微笑み返して、彼女の頬の涙を拭う。

　なにもかも失ってしまったから……もうお嬢さまではなくなってしまったから、弥生さんのことを避けていた。

　でも、私が間違っていたわ。

　少し反省している私に美佳は厳しい口調で注意する。

「お嬢さま、秋人さんがいつ襲ってくるかわかりません。くれぐれもひとりで行動されませんように」

　氷堂と同じことを言うのね。

　父がいなくなって、私はひとりになったと思っていた。だけど、こうして心配してくれる人たちがいる。

　私は……ひとりじゃない。

「わかっているわ」

　笑みをこぼして返答すれば、彼女は疑い深く目を細めた。

「本当にわかってますか？　勝手に行動したら、その時は氷堂さまにお仕置きしてもらいますからね」

「それは遠慮したいわ。なんだか怖いもの」

　氷堂の名前が出てきて苦笑いした。




　それから一時間ほど雑談をしてふたりが帰ると、氷堂が戻ってきた。

「楽しめた？」

「ええ。ありがとうございます。氷堂さまがふたりを呼んでくださらなかったら、しばらく会わずにいたかもしれませんもの。感謝しきれませんわ」

　興奮気味に礼を言えば、氷堂がニヤリとした。

「だったら、俺はご褒美が欲しいな」

　それはいつもの悪魔のような顔。

「ご褒美ですか？　でも……私……なにも持ってない」

　なにを要求されるのか少し恐ろしくてビクつく私に近づき、氷堂は私の唇に触れる。

　トクンと大きく跳ねる心臓。

「物じゃなくていい。俺のことを蒼士って呼んで」

　とろけるような笑顔で彼は命じる。

　今回は氷堂にたくさん迷惑をかけたし、お世話にもなった。名前を言うくらいのお願いならいいだろう。

　深く考えずにそう決めて、彼の名前を口にしようとするが、なかなか声が出なくてつっかかった。

「そ……蒼士」

「うん。初めてにしてはまあまあかな」

　上から目線で評価して、至極嬉しそうに笑う彼。

　下の名前で呼んだだけなのに……。

　すごく照れくさくて、顔の熱が急上昇する。

　なんなのこれ？

　頬を押さえる私の顎を掴んで彼がチュッと軽く口づけた。

「うまく言えたご褒美」

　不意をつかれてドギマギする私に、蒼士は甘い微笑を浮かべる。

　そんな彼の笑顔を見て、キュンと胸が高鳴った。










私の体温を奪って




「綾香、アメリカのイーグル社のＣＥＯが来月来訪するらしい。社長と一緒に対応するから、赤石さんとスケジュール調整しておいて」

　オフィスでメールを見ていたら、蒼士がふらっとやってきて私の肩をポンと叩いた。

　ビクッとする私の身体。

　もう！　お願いですから急に背後から現れないでください。

　心臓がおかしくなりそう。

「わかりましたわ」

　パソコン画面を見つめたまま、返事をする。

　私……変だわ。

　昨日退院してから、蒼士のことを直視できないのだ。

　秋人さんはまだ警察に捕まっていないが、私たちはいつも通り会社で仕事をしている。

　蒼士は私のことを心配して休んだ方がいいと言ったけど、秋人さんに怯えて暮らすなんて嫌だったから、会社に行きたいと主張した。

　怖くないといえば嘘になる。

　でも、秋人さんに自分の人生を全部奪われたくはない。

　私は私らしくありたいのだ。

　まだ蒼士は私の後ろにいて、視線を感じる。

　ああ～、次は会議ですわよね。

　早く行って～。

　ギュッと目を閉じて蒼士がいなくなるのを待つ。

　すると、彼が大谷先輩に声をかけた。

「大谷さん、行きましょうか……コホッ」

　蒼士が大谷先輩を伴って会議室に向かう。

　そういえば、朝からたまに咳をしている。

　彼らの後ろ姿を見送り、フーッと息を吐いて緊張を解いた。

　今までどうやって蒼士と接していたのだろう。こんな状態ではまともに仕事なんてできないわ。

「どうして蒼士が近くにいると鼓動が速くなりますの？」

「それは、ズバリ恋ね」

　不意に上から降ってきた声に驚いて顔を上げれば、赤石さんがどこか楽しげに微笑んでいた。

　いつからここにいたのだろう？

　さっき蒼士が言ってたイーグル社のことで来たのだろうけど。

　どうやら私はまた脳内で呟いたつもりで、声に出してしまったらしい。

「赤石さん。恋なんかじゃありませ……!?」

　平静を装って反論しようとしたら、前の席にいる剣持さんがおもしろそうに私をからかった。

「いや、もう恋だろ。恋する乙女の顔だよな」

「ちょっと……待ってください。蒼……じゃなくて、副社長と私ですわよ？　絶対に違います！」

　蒼士とは高校から一緒だったのだ。彼の容姿に見惚れることはあっても、今さら恋に落ちる……なんてことはないはず。

　あたふたしながら千切れそうなほどブンブン首を横に振れば、今度は隣にいる藤原が私を見てクスッと笑った。

「うーん、綾香ちゃん、鈍いからねえ。でもそれは恋だよ。副社長を前にすると、顔が赤くなるよね？」

　笑顔でなにげなく失礼なことを言われているような気がする。

　それにしても、そんなことまでみんなに知られてますの？

「そ、それは気のせいですわ！」

　全力で否定するが、三人ともニヤニヤ顔で私を見た。

　藤原はさらに私に追い打ちをかける。

「綾香ちゃん気づいてた？　副社長、さっき〝鈴木さん〟ではなく〝綾香〟って君のこと呼んでたよ」

　……嘘。

　彼の登場に狼狽えていて全然気づかなかった。

　絶句する私の横で赤石さんが羨ましそうに言う。

「ああ～、あんな素敵な婚約者がいるなんて、綾香さんは本当に幸せ者よ」

　ん？　ええ～！

「赤石さん、今……婚約者と言いました？」

　顔を引きつらせて赤石さんに確認すれば、彼女は私の目を見て微笑んだ。

「言ったわよ。綾香さんは副社長の婚約者でしょう？」

「そ、蒼士の婚約者は、花山院家のご令嬢ですわ！　ん？　あっ、私……」

　ムキになって訂正するも、動揺しまくりでついみんなの前で〝蒼士〟と口にしてしまう。

「ただの社員が副社長を下の名前では呼ばないわよ。花山院綾香さん」

　優しい目で指摘してクスクス笑う赤石さんの発言に血の気が引いた。

　彼女にも……私が花山院綾香だと知られた？

「あの……その……違うんですの。私は……す、鈴木綾香ですわ」

　顔を青くしながら打ち消すが、もはや無駄な足掻きで……。

「大丈夫よ。私はネットの記事やＳＮＳは信じていないわ。本人を知っているから」

　彼女の温かい言葉にジーンときて目頭が熱くなり、目がじわじわと潤んだ。

「赤石さん……」

　せっかくの感動的なシーンだというのに、剣持さんはまじまじと私を見て水を差す。

「ああ。高慢で威張りくさってるってやつか。俺に言わせれば、へんてこなお嬢さまだよなあ。天然記念物的な」

「けーんーもーちーさん！」

　じっとりと彼を睨めば、藤原が私をなだめた。

「まあまあ、剣持さんなりに褒めてるんだよ」

「全然そうは見えませんけど」

　藤原にそう返すと、腕を組んでまた剣持さんに目を向ける。

「いや、褒めて称えてる」

　剣持さんがケラケラ笑って私を冷やかす。

　その後もみんなにいじられたけど、内心では少し嬉しかった。

　偏見の目で見ない人もちゃんといるんだって……。

　それにしても、私が蒼士に恋してるように見えるって本当なの？

　みんなにからかわれただけ？

　でも……蒼士がそばにいると心拍数が上がって、彼の顔をまともに見られない。

　あ～、これって恋なんですの？

　結局、仕事をしていても蒼士のことを考えてしまって、ふと壁時計を見れば、いつの間にか午後七時になっていた。

「あら、もうこんな時間」

　窓の外はすっかり暗くなっている。

　会議が終わったのか、蒼士もビジネスバッグを持って私のところにやってきた。

「綾香、そろそろ帰ろう。コホッコホッ」

　私に声をかけつつ、口元に手を当て彼は咳をする。

　顔色も悪いような……。

　チラッと蒼士に目を向けると、「はい」と返事をして、パソコンの電源を落とした。

　それから海外戦略室のみんなに挨拶し、迎えに来ていた氷堂家の車に乗り込む。

　大学の卒業式の時に乗ったあの黒塗りの高級車だ。

　前と後ろにも警備の車がついて厳戒態勢がしかれていた。

　隣に座っている蒼士も、いつもならたわいもない話をするのに、秋人さんを警戒してか今日は静か。

　大丈夫よ。こんなに厳重な警備の中、秋人さんが現れるはずがない。

　私も緊張しながら後部座席のシートにもたれかかれば、蒼士がギュッと手を握ってきた。

「大丈夫だよ」

　びっくりする私に、彼がいつもの笑顔を見せる。

　それで少しホッとしたが、秋人さんのことよりも蒼士の手が熱いのが気になった。

　マンションに着くと、彼はスーツのジャケットを脱ぎ、ぐったりした様子でソファに腰を下ろす。

　いつもなら、帰ってすぐに服を着替えるのに珍しい。

　ちょっと心配になって蒼士の顔を覗き込めば、苦しそうに息をしていた。

　なんだかつらそう。

「ちょっと失礼しますわよ」

　彼の額に手を当てると、すごく熱かった。

　やっぱり熱がある。大変だわ。

　こういう時は……薬だけど、まず胃になにか入れなくては。

　病気の時はお粥かゆがいい。

　でも、お粥ってどう作るのかしら？

　スマホをバッグから取り出し、ネットでお粥の作り方を検索するも、レシピがたくさん出てきてどれを選んでいいのか迷った。

　そもそもお米のある場所を知らない。

　キッチンに行き、棚を物色していたら、レトルトのご飯を見つけた。

「炊飯器がなくてもこれでご飯が食べられますのね」

　早速説明書を見てレンジでチンすれば、本当にあつあつご飯ができていた。

「あら、すごい」

　まるで手品じゃないの。私にもご飯が作れたわ。

　で、土鍋はどこかしら？

　上の棚からよく蒼士が鍋を出し入れするが、土鍋はここで見たことがない。

　まあ、普通の鍋でもできるわよ。

　背伸びして棚から鍋を取ったはいいが、上にあった蓋ふたが滑り落ち、ガシャンと音を立てた。

　マズイわ！

　慌てて蓋を拾い上げ、リビングにいる彼に目を向ければ、目をつぶってソファに横になっていた。

　せ、セーフ。

　きっとつらくて今の物音にも気づいていないのだろう。

　スマホでレシピをチェックすると、材料に白だしと書いてある。

　はて？　白だしってなにかしら？　だしにもいろんな色がありますの？

　あっ、美佳に聞いてみよう。

　彼女に電話をかければ、すぐに繋がった。

《お嬢さま、どうしました？》

　秋人さんのことがあった後だからか、ひどく慌てた声で電話に出る美佳に早速料理の質問をする。

「ねえ美佳、お粥を作っているところなのだけど、白だしってなにかしら？」

　数秒の沈黙。

《え？　ええ～！　お嬢さまがお粥を作るんですか？》

　悲鳴に近い驚きの声をあげ、彼女は私に確認した。私が料理をするというのが信じられないのだろう。

　まあその気持ちはわかる。

　昔から料理が苦手で、家庭科の調理実習も同級生に任せていた。

　だって、私が料理をすると失敗ばかり。包丁を握れば指を切り、料理の味つけをすればレシピにない調味料も入れてしまい誰も食せない料理ができあがる。

　過去の実習から同級生も私が料理ができないことがわかって、『綾香さまは座って、私たちの調理を批評してください』なんて言うし。

　だから、彼女たちに甘えて料理の盛りつけだけしていた。

「ええ、そうよ。蒼士が風邪を引いたみたいで熱があるの。私のせいだわ。私を助けるために海に飛び込んだから風邪を引いたのよ」

　自分を責めれば、彼女は穏やかな声で励ます。

《元気を出してください。お嬢さまのせいではありませんよ。私が行って作りましょうか？》

　美佳の申し出に心が明るくなった。

　私と違って彼女なら美味しいお粥が作れる。

「本当？　美佳が来てくれるなら、心強い……あっ!?」

　彼女と話していたら、蒼士にいきなりスマホを奪われた。呆気に取られる私に構わず、彼は勝手に電話に出る。

「美佳さん？　蒼士だけど、綾香が変な電話してごめんね。俺は大丈夫だから。落ち着いたらうちに遊びに来て。それじゃあ、おやすみ」

　一方的に話して彼は電話を切ると、激しく咳き込んだ。

「ちょっと……大丈夫ですの？」

　ためらいながらも蒼士の背中をさすれば、彼は口を押さえ「……平気だよ」と返す。

　全然平気じゃないでしょう？

「着替えてベッドで休んでてください。お粥を作って持っていきますから」

　蒼士の背中を押すが、彼は動こうとしない。

「綾香が作るととんでもないものができそうだ」

　咳をしながら私をからかう彼に少しムッとした。

「まあ、ひどいですわ」

　へそを曲げる私を見てフッと笑うと、その横で彼はお粥を作り始める。

　慣れた様子でネギを刻み、なぜかご飯を水洗いして、水と調味料らしきものを鍋に入れてご飯とネギを煮込んでいる。

　その間に卵を溶いて鍋に入れ、蓋をしたと思ったら、火を消して塩を振り、ふたり分の小さな土鍋に入れた。

　お粥を作るのに十五分もかからなかった。

「ごめん。綾香の好きなもの今日は作ってあげられない」

　申し訳なさそうに謝る彼を見て、涙が込み上げてきた。

　なんでそんなに私の心配ばかりしますの？

　泣かないように上を見ながら蒼士に怒る。

「なにを言ってるんですか！　私のことなんていいんです」

　自分が病気なのに私の心配なんてしないで。

　今ほど料理ができないことを後悔した日はない。弱っている彼にお粥を作ってあげることもできないのだ。

　ダイニングテーブルにふたり座ってお粥を食べるが、蒼士があまり口にしない。

　食べる気力もないのかしら？　でも、食べないと元気にならない。

　それじゃあ、困りますのよ。いつもの氷堂蒼士でないと。

　普段は蒼士の対面に座っているのだが、隣に移動して、彼の手からレンゲを奪った。

「綾香？」

　不思議そうに私を見る蒼士に「私が食べさせてあげます」と主張して、お粥をフーフーして彼の口に運ぶ。

　恥ずかしい気持ちより、彼を早く治したいという気持ちの方が勝っていた。

　すると、少しずつだが食べてくれた。

「……風邪を引くのもいいものだね。綾香が食べさせてくれる」

　激しく咳き込みながらも無理して笑おうとする彼をギロッと睨んだ。

「もう、そんなこと言うから咳き込むんですわ。風邪薬はありますか？」

　薬の場所を聞けば、彼は少し怠そうに額に手を当てながらリビングを指さした。

「救急箱がリビングの白い棚にあって……そこに」

　すぐに薬を見つけて蒼士に飲ませると、彼は「シャワー浴びてくる」とふらつきながらダイニングを出ていく。

「確か高校のインハイの時も熱があったのに無理して試合に出てたのよねえ」

　倒れないかしら？

　心配になって彼の後をついていったが、なんとか無事にバスルームに辿り着いたようでホッとする。

　キッチンに戻って後片付けをしていると、シャワーを終えた蒼士がやってきた。

　彼は虚ろな目で冷蔵庫からスポーツドリンクを取り出し、ゴクゴクと口にして、手で口元を拭う。それから近くの椅子に座ろうとしてよろけた。

「ちょっ……蒼士！」

　ギョッとしてとっさに彼の身体を掴んで支える。

「寝室に行きましょう」

　そう声をかけて寝室のベッドに連れていこうとするが、体格の差がありすぎて、途中廊下で一緒に倒れそうになる。

　なんとかベッドに運んだはいいが、ついいつもの癖で、自分の寝室に連れてきてしまった。

　私が引っ越してきた日を除いては、蒼士は『男ひとりで天蓋付きのベッドはちょっとね』と主寝室を私に譲りゲストルームを使っていた。

　蒼士は苦しそうに眉を寄せてベッドに横たわっていて、また歩かせるのはかわいそうだ。それに、もうゲストルームに彼を運び直す気力は私にない。

　仕方がないわ。今日は私がゲストルームで寝よう。

　そんなことを考えながら、彼に布団をかぶせようとすると、腕を掴まれベッドに引きずり込まれた。

「キャッ！」

　驚きの声をあげるが、蒼士は「寒い」とブルブル震えながら私の身体を抱きしめてきて、胸がドキッとする。

「ちょっ……蒼士？」

　弱々しい声で抗議するも、彼は私を離さない。

　相手は病人なのよ。強くは言えない。

　彼の腕の中で固まる私。

「俺が……綾香を……守る」

　蒼士がうわ言のように呟く。

　その言葉に胸を打たれた。

　考えてみると、高校の時からずっと蒼士に助けられている。

　たまたま彼が居合わせただけかと思っていたけど……実はずっと守られてきたのではないだろうか？

　偶然にしてはタイミングがよすぎなのよね。

　雪山で遭難しそうになった時も、友達をかばって崖から落ちた時も、蒼士がすぐに駆けつけてくれた。

「……蒼士」

　思い切って自分も蒼士の背中に腕を回すも、ドキドキが止まらない。

　男性を自分から抱きしめるなんて初めてだわ。

　責任を感じているとか……一緒に同居してて心配だから……とかそんな理由じゃない。

　彼が弱ってると調子が狂う。

　蒼士には元気でいてもらわないと困るのよ。

　早く治していつもの悪いた戯ずらっぽい眼差しで私をからかって。

　あなたの笑い声が聞きたい。

　それに、私を抱きしめて、……キスしてほしい。

　そんな風に思えるのは蒼士だけなの。

　……ああ、みんなが言うように、私……蒼士が好きなのね。

　だって、このままそばにいたいって思いますもの。

　私の体温を全部奪ってもいい。

　だから、早くよくなって――。

　彼の胸にさらに身を寄せ、心から祈った。










理性のタガが外れる［蒼士ｓｉｄｅ］




「高速鉄道の受注はうちが取れます……コホッ……か？」

　会議で担当幹部に確認するが、咳が出てうまくしゃべれなかった。

　綾香が退院した次の日、いつもの生活に戻ったものの、朝起きた時から喉がイガイガしていた。どうやら風邪らしい。

　ここ数年風邪を引いたことはなかったんだがな。

　会議にもあまり集中できず、後半はただひたすら水を飲んで喉の痛みに耐えていた。

「風邪つらそうだね。今日はもう帰ったら？」

　会議が終わると、隣に座っていた直史さんが気遣わしげに声をかけてきた。

「ええ。そうします」

　苦笑いしながら席を立ち、自分の部屋にビジネスバッグを取りに行って、海外戦略室に寄る。

「綾香、そろそろ帰ろう」

　彼女に声をかけるが、やはり咳が出る。

　よりによってこんな時に風邪を引くなんて……。

　秋人はまだ捕まっていないのにな。

　綾香と一緒に氷堂家の車で帰るが、出勤時と帰宅時のこの時間が一番緊張する。

　警護は厳重といっても、いつ秋人が現れるかわからない。

　体調も悪いせいかいつもの余裕がなくて、車内でもピリピリしていた。

　そんな俺の緊張が伝わったのか、綾香はぎこちない様子で隣に座っている。

　いけない。しっかりしろ、蒼士。もっと彼女に気を配れ。

　心の中で自分を叱しっ咤たする。

　俺よりも綾香の方が精神的につらいはずだ。

「大丈夫だよ」

　優しく微笑んで彼女の手を掴む。

　それで少し綾香がホッとしたように見えて安心する。

　自分の体力も限界に近かったが、なんとか無事に家まで辿り着けば、一気に緊張が解けたのか、すぐにリビングのソファに力なく腰を下ろした。

　もう動く気力がない。少し休んだら着替えよう。

　このまま朝まで寝てしまいたいが、綾香にそんな弱々しい姿は見せたくない。

　ソファに身を預け目を閉じると、睡魔に襲われた。

　必死に抗うが、意識が途切れ途切れになる。

　だが、綾香の話し声が聞こえてきてパッと目が覚めた。

「……蒼士が風邪を引いたみたいで熱があるの。私のせいだわ。私を助けるために海に飛び込んだから風邪を引いたのよ」

　綾香は一体誰と話しているのか？

　ソファから立ち上がり、声がする方を振り向けば、彼女がスマホで誰かとしゃべっている。

　キッチンにいるということは、なにか料理を作ろうとしているのだろうか？

　それはマズイ。彼女に料理を任せたら未知の物質ができあがるし、包丁を持って怪我でもされたら大変だ。

　以前、味噌汁を作らせてみたら、サラミやチーズを入れて味噌汁とは到底言い難い料理になっていたし、りんごの皮を剥かせてみたら、包丁で指を切って、皮を剥いたのにりんごは血で赤く染まっていた。まるでホラーだ。

　早く止めないと。

「本当？　美佳が来てくれるなら、心強い……あっ!?」

　キッチンに行くと綾香からすぐにスマホを奪い、俺が電話に出る。

　会話の相手は直史さんの婚約者だった。

　うちに呼ばれるのは困る。

　彼女だって結婚式の準備もあるだろう。俺の風邪くらいで面倒をかけたくない。

　それに、綾香との時間を邪魔されたくはなかった。

「美佳さん？　蒼士だけど、綾香が変な電話してごめんね。俺は大丈夫だから。落ち着いたらうちに遊びに来て。それじゃあ、おやすみ」

《え？　あの氷堂さま……》

　平気なふりをして話をし、相手がなにか言いかけたが構わず電話を切った。

　焦ったせいか、「ゴホッゴホッ」とひどく咳き込む。

「ちょっと……大丈夫ですの？」

　綾香がおろおろしながら俺の背中をさする。

「……平気だよ」と口にするが、こんな弱った姿では全然説得力がないと自分でも思った。

　綾香も俺を気遣って優しく声をかける。

「着替えてベッドで休んでてください。お粥を作って持っていきますから」

　その言葉に、身の危険を感じた。ゾクッと身体が震える。

「綾香が作るととんでもないものができそうだ」

　口に手を当て咳をしながらそんなコメントをすると、彼女はむくれた。

「まあ、ひどいですわ」

　そんな彼女を見てこんな体調なのに自然と笑みがこぼれる。

　それで少し元気が出てきて、自分でお粥を作ったが、やはり無理をしたせいか身体が怠かった。これ以上料理する気力がない。

「ごめん。綾香の好きなもの今日は作ってあげられない」

　自分が面倒を見るつもりで彼女を連れてきたのに、この様。好きな女の前では完璧な男でいたいのにな。

　そんな俺を彼女は叱りつける。

「なにを言ってるんですか！　私のことなんていいんです」

　怒られているのに、嬉しいと思うなんて、熱がまた上がってきたのだろうか。

　綾香とダイニングテーブルに移動してお粥を食べるが、食欲がなくてただボーッと手に持っていたレンゲを見ていた。

　そしたら、急に彼女が横に座って、俺からレンゲを奪う。

「綾香？」

　驚いて顔を上げれば、彼女は真剣な顔で告げた。

「私が食べさせてあげます」

　え？

　熱で聞き間違ったかと思ったのだが、綾香はレンゲにお粥をすくい、フーフーして冷ましてから俺に食べさせる。

　普段は俺を毛嫌いして邪険に扱っているのに、どうしたのだろう？

　不思議に思いながらも、パクッとお粥を口にする。

　……美味しい。

　綾香がお粥に魔法でもかけたみたいだ。

　少し食欲が出てきて、完食とは言わないまでも、三分の二くらいは食べられた。

「……風邪を引くのもいいものだね。綾香が食べさせてくれる」

　あまり綾香に心配をかけたくなくて、彼女にニコッと微笑んでみせるが、また咳が出た。

　ホント、厄介な風邪だな。

「もう、そんなこと言うから咳き込むんですわ。風邪薬はありますか？」

　綾香が呆れ顔で俺を見て、薬の場所を尋ねた。

「救急箱がリビングの白い棚にあって……そこに」

　白いチェストを指させば、彩香が薬を見つけてきて、俺に飲ませる。

　すぐにでもベッドに横になりたかったが、熱で汗をかいたので、「シャワー浴びてくる」と綾香の顔も見ずに言って、壁に手をつきながらバスルームに行く。

　もう脱衣所で服を脱ぐのも億劫だった。

　シャツやスーツのズボン、下着を次々と脱ぎ捨て無造作に洗濯籠に放り込む。

　ズボンがクシャクシャになってもどうでもよかった。

　シャワーを浴びスッキリするかと思ったのに、余計に身体が怠くなる。

　バスタオルで身体を拭いていたら、着替えを持ってこなかったことに気づいた。

「……ボケボケだな」

　自嘲気味に呟いて、バスタオルを腰に巻いて寝室へ行く。

　下着と部屋着を身につけ、そのままベッドに入ろうと思ったが、喉が渇いてキッチンに戻ると、綾香は鍋を片付けていた。

　その横を通って冷蔵庫からスポーツドリンクを手にし、キャップの蓋を開けてゴクゴクと飲む。

　だが、ずっと立っているのがつらくなって、そばにあった椅子に腰かけようとしたら身体がフラッとした。

「ちょっ……蒼士！」

　綾香がすぐに気づいて俺を支える。

「寝室に行きましょう」

　彼女に言われるまま、寝室に向かうも、だんだん視界がぼやけてきてまっすぐ歩けなかった。

　なんとかベッドに辿り着いたが、今度はブルッと悪寒がして……。

　暖を求めて……それが温かくて……。

　優しい眠りに誘われた。




「……早く……よくなって」

　綾香の声がして、目が覚めた。

　どんな目覚まし時計よりも、彼女の声に素早く反応してしまう。

　腕に重みを感じると思ったら、綾香を抱きかかえるようにして寝ていた。

　彼女は俺の胸に顔を寄せ眠っている。

　さっきのは寝言か。

　それにしてもどうしてこうなっているのか？

　昨日の夜お粥を食べて……シャワーを浴びて……それから………。

　記憶を辿るが、その後がすぐに思い出せない。

　着替えてキッチンに行ったんだっけ？　それでスポーツドリンクを飲んで……その後は？　あれ？　記憶がすっぽり抜けている。

　なにか温かいものに包まれている感覚はあったのだが、どうやらそれは綾香だったらしい。

　彼女がいるから温かい。

　自分の胸に込み上げてくる愛情を抑えきれず、両手で綾香をそっと抱きしめる。

　壁時計を見れば、午前五時過ぎ。

　もうひと眠りしよう……と思ったが、彼女の寝顔を眺めていたくなって……。

　綾香の艶のある黒髪を撫でる。

　記憶がないが俺が強引に襲いかかったってことはないよな？

　それが気になって自分と彼女の着衣を確認した。

　俺も……綾香も服を着ている。しかも、彼女は昨日の服のままだ。

　とりあえずホッとするが、どうしてこうなったのか？

　彼女が俺に抱きついた……とは考えられない。

　俺が熱に浮かされてダダをこねて一緒に寝てもらったとか？

　ああ……ダメだ。いくら考えても思い出せないが、俺が綾香を襲ってなければそれでいい。

　こうして触れているだけで、彼女を抱きたくなる。

　綾香と寝室を別にしたのは、そんな欲望を抑える自信がなかったからだ。

『だったら、触れるのをやめろ』と俺の理性が命じるが、手を引くことはできない。

　愛おしくて……愛おしくて。

　このままだと触れるだけでは終わらなくなる。それが自分でもわかっているのに、やめられない。

『彼女から離れろ』とまた俺の理性が警告してくる。

　もう少しこのままでいたい。もう少し。

　心の中で葛藤していたら、綾香の目がパッと開いた。

「あっ」と声をあげて俺の額に手を当てる彼女をじっと見つめる。

「あ～、よかったわ。熱が下がってる」

　とても嬉しそうに綾香が微笑んで……。

　ブチッと自分の中でなにかが切れた。身体を反転させて彼女を組み敷く。

「蒼士……？」

　大きく見開かれたその漆黒の瞳。

　今、無性に綾香が欲しい。

「綾香、抱きたい」

　オスの本能が目覚め、俺の理性を奪っていく。

「え？」と最初はキョトンとしていたが、次第に意味がわかったのか彼女はゴクッと息をのんだ。

「嫌なら俺を押しのけて逃げて」

　理性をかき集めて綾香に伝え、彼女を掴んでいた手を少し緩めた。

　逃げるなら、力いっぱい拒絶してくれ。

　一方的に彼女を抱きたくはない。

　心の奥底では綾香が俺を突き飛ばして逃げてくれることを祈っていた。

　だが、綾香は俺を見つめたまま。

　彼女が嫌なら、本気で逃げるだろう。

　逃げないのは綾香も俺に抱かれたいと思っているから。

　瞬時にそう判断する俺の頬に、彼女がそっと触れてきた。

「蒼士」

　綾香の瞳には一点の曇りもない。

「……綺麗だ」

　そう呟いて彼女に深く口づける。

　すると、彼女は俺を受け入れるように目を閉じた。

　もう綾香しか見えなかった。

　完全に俺の理性が崩壊して、綾香の服をボタンも引きちぎって脱がしていく。

　悠長にボタンを外す余裕なんてない。

　ただ彼女を抱きたくて………彼女とひとつになりたくて……。

　そう……俺は綾香に飢えていたんだ。

　彼女の透き通るように白い肌を自分の唇や手で触れていく。

　柔らかくて、スベスベしていて……夢中にならずにはいられない。

　これは……俺のだ。誰にもやらない。

　耳に聞こえるのは俺の息遣いと綾香の喘あえぎ声。

　彼女は俺にしがみつき身を委ねてくる。

　そんな綾香と身体を重ねて、心が温かいもので満たされた。

「綾香」

　誰よりも愛おしいその名を呼ぶ。

　彼女が俺を受け入れてくれたことが嬉しい。

「綾香……愛してる」

　そう囁いて、彼女にキスをする。

　だが、すぐに綾香の寝息が聞こえてきて……。

「……多分、この告白も聞いてないな」

　彼女の寝顔を見ながら苦笑いした。










浮かぶのは彼の顔




「……今日は……ランチミーティングがあって……十三時から役員会議……」

　今日の予定を蒼士に伝えていたら、いきなり頭を撫でられた。

「俺とあんなに甘い時間を過ごしたのに、仕事の夢？」

　楽しげな蒼士の声が上から聞こえてハッと目が覚める。

　え？

　副社長室で申し送りをしていたはずなのだが、今いるのはベッドの上。

　蒼士が身を屈めて私の顔を見ている。

　彼はブルーのシャツにダークグレーのスーツのズボンを着ていて、いつでも出勤できそうな様子。

　夢……か。

　そう理解すると同時に、ベッドで蒼士と抱き合った光景が頭に浮かび、顔から火が出た。

　わー、わー、きゃー！

　慌てふためきながらガバッとベッドから起き上がるも、なんだか身体がスースーしておかしい。

　自分の胸元に目をやれば、一糸まとわぬ姿で、心臓が口から飛び出しそうなほどギョッとした。

　思わず「キャッ！」と声をあげ、とっさに布団を掴んで胸元まで上げる。

　だが、違和感はそれだけじゃない。

　下腹部が少し痛い。

　あれは……現実？

　蒼士にベッドに組み敷かれ、『綾香、抱きたい』と言われて……それでキスされて……。

　どこか夢見心地だった。

「私……本当に……本当に……蒼士と寝ましたの？」

　おろおろしながら自問自答する私に、彼がおもしろそうにクスッと笑った。

「それって俺に聞いてる？　実感がないならもう一度抱こうか？」

　私に顔を近づけて、優しく口づける蒼士。

　彼にキスをされると、思考が停止してなにも考えられなくなる。

　もう何度彼にキスされたかわからない。

　最初はただびっくりして彼に翻弄されるだけだった。

　でも、今は心がキュンとなる。

「綾香、止めてくれないと本当に抱いちゃうよ？」

　彼の声で我に返った。

「だ、だ、ダメですわ」

　激しく動揺しながらもなんとか言葉にする。

「残念。朝食できたけど、身体は大丈夫？」

　身体……。

　ちょっと気怠い感じはするが、病気ではない。

　病気なのは……。

「私は大丈夫ですわ。蒼士の風邪は？」

　ハッと思い出して聞けば、彼はにっこりと微笑んだ。

「一日寝て治ったよ。綾香のお陰だ。ありがとう。シャワー浴びたらダイニングにおいで」

　私の頬に愛おしげに触れると、彼は寝室を後にする。

　胸がドキドキする。

　蒼士の姿が見えなくなると、頬に両手を当て叫んだ。

「ああ～、私……蒼士と身体を重ねたのね！」

　大学の時、恋人とそういう関係になっている友人は結構いた。

　私もいつか好きな人に抱かれて女になる……そう夢見ていたのだけど、それが今日なんて誰が予想しただろう。

　あまりに突然のことで戸惑ってしまったけど、後悔はしていない。

　むしろ、心がふわふわしていて幸せな気分。

　彼に抱かれたのは、私がそうしたかったから。

　蒼士は私に逃げるチャンスをくれた。でも、私も彼が欲しいと思った。

　今思えば、なんて大胆なことをしたのだろう。

　私……ちゃんとうまくできた？

　初めてで自信がない。

　今日するってわかっていれば、赤石さんや他の秘書の方たちにいろいろ聞きましたのに……って、ダラダラしている場合ではありませんわ。

　ベッドを出るとクローゼットを開けて、下着とロング丈のＴシャツを身につけ、着替えを手に取り、バスルームに駆け込んだ。

　シャワーを浴びながら鏡を見れば、身体のところどころにキスマークがついている。

　これは……彼に抱かれた証あかし。

　恥ずかしいような……それでいて嬉しいような。

　まるで蒼士がそばにいるみたい。

　ギュッと両手で自分の身体を抱きしめた。




　それからシャワーを浴び終えると、身支度を整えてダイニングに行く。

　すると、蒼士が私に気づいて微笑んだ。

「今朝はフレンチトーストにしたよ」

　テーブルにはフレンチトースト、サラダ、スクランブルエッグにヨーグルトが用意されている。

　ちょっと彼の顔を見るのが恥ずかしい。

「ありがとう。紅茶は私が淹れますわ」

　朝はふたりともコーヒーではなく紅茶と決まっている。

　ティーポットを手に取り、茶葉を入れていたら彼に止められた。

「綾香、何杯入れるつもり？」

「あっ！」

　慌てて手を止めると、蒼士が私の肩をポンと叩いた。

「綾香、火傷するといけないから座ってて」

　彼に言われるまま素直に椅子に座る。

　あ～、私ってダメダメじゃないの～！

　自己嫌悪に陥らずにはいられない。

　彼に食事を作らせて、紅茶まで淹れさせて……。

「綾香、早く食べないと冷めるよ」

　蒼士に声をかけられ慌てて食べる。

　彼が作ってくれたフレンチトーストはほどよい甘さで優しい味。

　私もこんな美味しいフレンチトーストを作ってみたい。作って、彼に食べてもらいたい。

「私、決めましたわ。これから料理頑張ります！」

　私の宣言に彼は一瞬ポカンとした顔になる。

「え？」

「ですから、私も料理します！」

　真剣にもう一度伝えたら、彼は少し困った顔をした。

「やる気になるのはいいけど、あまり無茶はしないでね。料理は俺がいる時に一緒にやろう。綾香の手がまた血だらけになったら大変だからね」

「わかりましたわ」

　にっこり笑って頷き、朝食を食べ終わると、彼と一緒に後片付けをしてから会社に出勤した。

　ノックをして副社長室に入り、いつものように蒼士に申し送りをする。

「今日は九時から社長と打ち合わせ、十時から十三時まで役員会議、十三時から海外戦略ミーティング……十八時から三みつ輪わ商事社長と会食です」

　平常心でいようと思っても浮かれてしまって、自分が自分じゃないみたいだ。

　あ～、仕事ですのに。朝抱き合った人と仕事の話をするなんて……。

　じっとスケジュールを見て彼とのアイコンタクトを避けていたら、執務デスクの椅子に座っていたはずの蒼士がいつの間にか私の横にいて私の頬に触れた。

「あまり無理しないように。朝からちょっと無理させちゃったからね」

　悪戯っぽく微笑む彼の言葉に顔の熱が一気に上がる。

「ふ、副社長、お戯たわむれはやめてください」

　顔を真っ赤にして怒れば、蒼士は楽しげに笑った。

「からかってなんかいないよ。本気で心配してるんだ。初めての綾香にはちょっと激しすぎたかなって思って」

「も、もう蒼士～！　……失礼しますわ！」

　思わず会社というのも忘れて彼の名を叫ぶと、ハッと我に返って逃げるように退出した。

「蒼士の意地悪！　仕事に徹しようとしているのに、私をいじるなんてひどいですわ」

　副社長室の前でひとり毒づけば、ちょうど隣の社長室から赤石さんが出てきてクスッと笑った。

「朝から仲がいいわね。社長室にも綾香さんの声聞こえたわよ」

　社長室にも私の声が聞こえてた？

「う……そ。あら……まあ……どうしましょう～！」

　動揺せずにはいられない。

　社長にも聞かれているということだ。

　顔を青くする私の肩を赤石さんがポンと叩いて慰める。

「大丈夫よ。社長は『早く式の日取りを決めないとな』って笑ってたわよ」

「……全然大丈夫ではありませんわ。恥ずかしい～。穴があったら一生入っていたいですわ」

　ショックでしゃがみ込めば、彼女はおもしろそうに言った。

「それは無理ね。副社長が綾香さんを放っておくわけないわよ」

　……確かに。すぐに見つけられて穴から出されそう。

「あきらめなさい。副社長はあなたにぞっこんなのだから」

「でも……私、彼に愛の言葉を囁かれたことがないんですの」

「副社長が？　なんだか意外ね。『好きだよ』って甘い顔で言いそうだけど。でも、副社長があなたを好きなのは誰にでもわかるわよ」

「そんなことは……」

　弱々しく否定するも、自分でも彼が大事にしてくれているのはよくわかっていた。

　一緒に住むまで気づかなかったけど、彼の私を見る目は優しい。

　それは、高校や大学で蒼士が女の子たちに見せていた上辺だけのものではなく、ちゃんと気持ちが込められていて、見つめられると胸がドキッとする。

　でも、待って……私大事なことを忘れてないかしら？

　一度、彼が仕事をキャンセルして外出した日があった。それは愛人のもとに行ったからではありませんの？

　だって、家にいる時にも電話がかかってきて、わざわざ書斎にこもって彼は話している時がある。明らかに私に聞かれるのを避けている雰囲気だった。

　仕事の電話は私の目の前でも平気でしているのに……。

　それに、氷堂家の用事とかで会社を抜け出したことが何度もあったじゃないの。

　私は彼が気に入っている女のひとりということなの？

　今まで幸せでウキウキしていたのに、一気に地獄の底に突き落とされた気分だ。

　愛する妻がいても、よそに愛人を作る殿方はいる。

　以前、氷堂は愛人は作らないとか言ってたけど、実際のところはわからない。

「……私、資料の作成を頼まれてて………海外戦略室に戻りますわ」

　急に気分が落ち込んで、赤石さんの顔を見ずにそう告げると、立ち上がってふらつきながら自分のオフィスに戻る。

「綾香ちゃん、顔真っ青だよ。どうしたの？」

　席に着くと、隣の席の藤原が心配そうに私に声をかけた。

「……エレベーターに挟まれそうになって少しびっくりしただけですわ」

　笑顔を作ろうとするも、顔が引きつってうまく笑えない。

　それ以上話しかけられたくなくて、パソコンの画面を見据えメールを処理する。

　でも、いくらメールを読んでも頭に内容が入ってこない。

　どうしても蒼士のことを考えてしまう。

　肌を重ねたのに、私にはまだ彼のことがよくわからない。

　彼はイギリスに住んでいたし、恋愛経験は多そうだけど私は違う。

　今まで恋人もいなかったし、男兄弟もいないし、男というものをよく知らない。

　本気で身体を捧げたいと思ったのは彼だけなのだ。

　大谷先輩と幸せそうな美佳を見て、恋って楽しいものかと思っていた。

　でも、誰もがそんな甘い恋をするわけではない。

　苦い恋だってあるのだわ。

　ハーッと重い溜め息をつけば、前の席の剣持さんが私を冷やかす。

「そんな溜め息をついてると、幸せが逃げるぞ」

　いつもなら彼を睨みつけて言い返すのだが、今はその元気もない。

「……とっくに逃げてなくなってますわ」

　ポツリとネガティブな言葉を口にすれば、剣持さんは少し驚いた顔をした。

「おい……お前、大丈夫か？」

「もう心は死んでいます」

　力なくそう答えたら、剣持さんは「あ？」と低い声を出して首を傾げる。

　だが、詳しく説明する気力もない。まるで魂が抜けてしまったかのようだ。

　私だけを愛してほしいと願うのは贅ぜい沢たくなのだろうか？

　ふと壁時計に目をやれば、午前九時四十分過ぎになっていた。

　あっ、大変。会議の準備をしなくては！

　席を立って、同じフロアの反対側にある第一会議室に向かう。

　第一会議室はこの会社で一番豪華な会議室で、社長が出席する会議に必ず使用される。

　会議室のドアを開ければ、清掃員がいてびっくりした。

　ブルーの作業服に帽子をかぶった男性がモップを持って立っている。

　会議室の掃除になぜモップ？　床はカーペットなのに……。

　そう疑問に思ったところに赤石さんがやってきた。清掃員をひと目見るなり彼女は注意する。

「ちょっとあなた、ここの清掃は始業前にとお願いしているはずですが？」

「ああ、すみません。新人なもんで間違いました」

　清掃員は軽く謝って会議室のドアへ向かう。

　しかし、そのまま出ていくのかと思っていたら違った。

　すれ違いざまにいきなり赤石さんの腕を掴み、羽交いじめしてきたのだ。

「キャッ！」

　彼女が悲鳴をあげて抵抗すると、清掃員の帽子が脱げて床に落ちる。

　その顔を見て、大きく目を見開いた。

「秋人さん！」

　驚いて声をあげれば、彼は私を見て黒い笑みを浮かべる。

「やあ、綾香。とっても会いたかったよ。君の婚約者のせいで、俺は警察に追われてひどい目にあってね」

　ゾクッとするも、彼を見据えて言い放った。

「自業自得ですわ！　早く彼女を離しなさい！」

　会社の行き帰りは気をつけていたけれど、まさか社内にまで入り込んでくるとは思わなかった。

　警備は厳重だったはずなのに、彼は今、私の目の前にいる。

「いいね。その毅き然ぜんとした態度。我が従妹ながら惚れ惚れするな」

　秋人さんはニヤニヤしながら私を見ているが、赤石さんはブルブル震えていた。

　早くなんとかしなければ。

「話を逸らさないでくださいね。早く彼女を離さないと、その腕へし折りますわよ。私が空手の有段者なのはご存知？」

　ハッタリもいいところ。だが、秋人さんは私が運動音痴とは知らない。

　キッと憎らしい従兄を睨みつければ、彼は少し怯んだ。

　本当は私だって怖い。

　でも、怖がっていたら赤石さんを助けられないわ。

「……だったら、お前が人質になれ。そしたら、この女を解放してやろう」

　秋人さんの出した条件に迷わず答える。

「わかりました」

「じゃあ、両手を上げてこっちに来い」

　言われるまま手を上げて一歩一歩ゆっくりと近づけば、彼は赤石さんを離し、私の手を掴んで引き寄せた。

「キャッ」と思わず声をあげたら、赤石さんが心配そうに私を見る。

「綾香さん……」

「……大丈夫ですわ。早く逃げてください」

　気丈にもニコッと笑って見せると、彼女を急かした。

「さあ早く！」

　赤石さんは私の目を見てコクッと頷き、会議室を飛び出した。

　彼女が会議室から立ち去り、ホッと胸を撫で下ろすが、すぐに秋人さんとふたりきりになったことを意識して身体が緊張する。

　この間のようにまた襲われたら……そう考えるだけで怖くて身体が震えそうだ。

　しっかりするのよ、綾香。きっと赤石さんが助けを呼んでくれるはず。

　それまでなんとかして耐えるのよ。

　そんなことを思案している間に、秋人さんがポケットからテープを取り出し、私の両手首を後ろでぐるぐる巻きにする。

「私を拘束してどうするつもりなのです？　私を連れたまま逃げられると思ってますの？」

　秋人さんを挑発するように言えば、彼はニヤリと口角を上げた。

「ああ。逃げるさ。お前の婚約者に金と自家用ジェットを用意してもらって、海外に逃げる。お前を連れてな」

　楽観的な従兄の発言に呆れた。

　こんな愚かな人に父の命を奪われたのかと思うと悔しくてならない。

「海外に逃げても、いずれ捕まりますわ。出頭して罪を償うのが賢明ですわよ」

　軽蔑の眼差しを向ければ、彼は私の顎を掴んで顔を近づけた。

「刑務所なんて俺には似合わない。一生贅沢三昧して暮らしてやる。もちろん、お前にも楽させてやるよ。ちゃんといい子にしてたらな」

　嫌らしい目で私を見て顔を近づけてくる彼の股間を思い切り蹴り上げる。

　すると、彼は呻いて屈み込んだ。

「うっ！」

「いい気味ですわ！　その汚い顔を近づけないでください。吐き気がしますの」

　見下すように言えば、秋人さんは急に表情を変え、逆上した。

「お前……優しくしてやれば、つけあがりやがって」

　顔をしかめながら痛みをこらえる彼は、ズボンのポケットから折りたたみナイフを取り出し、私の喉元に突きつけた。

　肌に触れるナイフの感触に身体が硬直する。

　彼がナイフに力を込めたせいか、私が動いたからか、首にチクッと痛みが走った。

「いつも俺を馬鹿にしやがって。俺を怒らせるとどうなるか思い知らせてやる」

　ハハッと高笑いすると、秋人さんはナイフで私のブラウスの中央を上から下へなぞる。

　ナイフの動きを目で追いながら、ゴクッと唾をのんだ。

「誰かが来る前にお前を抱くのもいいな」

　秋人さんは、淫いん靡びな笑みを浮かべる。

　恐怖を感じて後ずさるも、ドンと壁にぶつかり行き場を失った。

「今度は逃がさないぞ」

　彼はギラギラした目で私に近づく。

「こ、この悪魔！」

　震える声でそう罵るのが精一杯だった。腰が抜けて、床にしゃがみ込む。

　もう足を動かせない。今度は本当にダメかも。

　彼に襲われる――。

　そう思った時、蒼士の顔が頭に浮かんだ。

　蒼士、助けに来て！










彼女の思い込み［蒼士ｓｉｄｅ］




「……それで、中国の工場を徐々にマレーシアとタイに移して……!?」

　社長室で社長と打ち合わせをしていたら、ドアがバタンと勢いよく開いて、秘書の赤石さんが飛び込んできた。

「た、大変です！」

　髪を振り乱し慌てたその様子を見て、ただごとではないと思った。

「どうした？　そんな息せき切って……」

　社長が驚いた顔で赤石さんに目を向ければ、彼女は胸に手を当て息を整えながら報告する。

「数日前に綾香さんを誘拐した犯人が第一会議室に現れて……私の代わりに綾香さんが捕まって……」

　……秋人だ。

「赤石さん、警察とガードマンを呼んで！　あと、海外戦略室の大谷さんに連絡して、第一会議室周辺の人間を避難させるように言ってくれる？　君たちも役員連れて避難して！」

　口早に指示を出すと、彼女の返事も聞かずに社長室を飛び出した。

　まさか会社には現れないと思っていた。

　綾香が危険だ。ここでグズグズしている暇はない。

「くそ！」

　悪態をつきながら、走って第一会議室に向かう。

　会議室のドアには鍵がかかっていなかった。

　ガチャッとドアを開けて中に入れば、秋人が綾香にナイフを突きつけている。

「秋人、やめろ！」

　殺気を漲みなぎらせて叫ぶと、彼はニヤリと口角を上げて俺を冷やかした。

「意外に来るの早かったな。副社長ってそんなに暇なのか？」

「綾香を離せ」

　秋人の発言をスルーして彼に言い放つ。

　彼女の服は乱れ、ブラウスのボタンはいくつか外れて、首から少し出血していた。

　こいつ……。

　怒りが込み上げてくる。

「お前の命令に従う義理はない。それに、命令するのは俺の方だ」

　残忍な笑みを浮かべ、彼はナイフを使って綾香のブラウスのボタンをひとつ外す。

　すると、ボタンが弾け飛んだ。

　下着が露わになり、綾香は今にも泣きそうな顔で身体を震わせている。

　秋人はいつでも彼女を殺せると言っているのだろう。

　許せなかった。

「お前……」

　怒りに満ちた目で秋人を見据えれば、彼は楽しそうに目を光らせた。

「綾香ちゃんを死なせたくなかったら、プライベートジェットと百万ドル用意しろ。ほら、早くしないと、今度はこのナイフで彼女の胸を刺すぞ」

　秋人はナイフでブラに覆われた彼女の胸をつつく。

　怒りで気が狂いそうだった。

　だが、ここで逆上すれば相手の思う壺つぼ。

　スマホをズボンのポケットから出し、直史さんに電話をかける。

「今すぐプライベートジェットと百万ドル用意しろ」

　それだけ言って電話を切るふりをしてポケットに戻せば、また秋人が俺に命じた。

「それじゃあ、お前は両手を上げろ」

　素直にその要求に従って手を上げると、彼がナイフをもてあそびながら、俺のもとにやってきた。

　彼が綾香から離れればこっちのもの。

「そのまま後ろを向け」と秋人が言ったが、今度は応じずナイフを高く蹴り上げ、彼の頬を思い切り殴った。

　呻き声もあげず、一メートルほど後方へ吹き飛ぶ秋人。

　反撃するかと思ったが、彼は失神していた。

「いい気になるからだ」

　冷ややかに言ってすぐに綾香のもとに駆け寄り、彼女の手に巻かれていたテープを取り去る。

「もう大丈夫だよ」

　優しく声をかけながら、スーツのジャケットを脱いで彼女の肩にかける。

　そして、綾香を胸に強く抱きしめると、彼女も俺にギュッと抱きついた。

「……怖かった。……秋人さんに……襲われるかと」

「間に合ってよかった」

　彼女の温もりに無事だったんだと実感する。

　それからしばらく俺も綾香もなにも言わずに抱き合っていたが、ふと彼女の首の傷のことを思い出した。

　そういえば血が……!?

「痛い？」

　ズボンのポケットからハンカチを取り出して、綾香の首の傷にそっと当てる。

　見た感じでは少し傷がついた程度。

「平気です。ナイフが当たってちょっと切れただけですわ」

　彼女は俺を安心させるように笑ってみせるが、その答えを聞いて平静ではいられなかった。

　どんなに怖かっただろう。

　一度ならず二度までも秋人は彼女を苦しめた。

　まだ警察に引き渡していないが、あんな男、極刑にしてほしい。

　といっても、彼が起こした事件で死者は出ていないから、重罪に問うことはできても死刑にはならないだろう。

　刑務所から出てきたら俺が必ず社会的に抹殺してやる。

　数メートル先でのびている秋人を憎らしげに見ていたら、綾香が俺を見上げて言った。

「いつだって私がピンチの時には蒼士が助けてくれますのね。秋人さんに襲われた時、あなたの顔が浮かびましたの」

　彼女の言葉に、どす黒い感情に支配されていた俺の気持ちがふわっと和らいだ。

　多分先月なら絶対に綾香の口からそんな発言は聞けなかったに違いない。

「俺の努力がようやく報われたみたいだな」

　ポツリとそんなことを呟けば、綾香は「ん？」と首を傾げる。

「今、なんておっしゃいましたの？」

　彼女が聞き返したその時、会議室のドアがバタンと開いて海外戦略室の面々が現れた。

「おい、大丈夫か？　ん？　あれ？」

　床で気絶している秋人を見て直史さんが目を丸くする。

　その横で剣持さんが、「なんだ、俺たち出番なしかよ」と笑い、ネクタイを外して秋人の腕を縛り上げる。

　剣持さんの後ろにいた藤原も自分のネクタイを外して秋人の両足を縛りながら俺と綾香に目を向けた。

「氷堂が彼を倒したんだろうけど、ふたりとも怪我はない？」

「俺はなんともない。綾香が首を少しナイフで切られたが軽傷だ」

　俺が彼にそう返すと、綾香もスーツのジャケットで胸元を隠しながら付け加える。

「痛みはないですし、大丈夫ですわ」

「危険な奴だし、大怪我じゃなくてよかったよ。でも、今はショック状態で痛みを感じないのかもしれない。そのうち痛みが襲ってくることもあると思うし、医務室か病院で診てもらった方がいいよ」

　藤原のアドバイスに彼の目を見て頷く。

「ああ。そうするよ」

　確かに今の綾香を見ていると、落ち着きすぎていて逆に心配になる。

　俺たちの会話に彼女は異議を唱えた。

「大袈裟ですわ。こんなの怪我のうちに入りませんもの」

「ダメだ……」

　彼女に反論しようとしたら、廊下が急に騒がしくなって、警官が五名駆けつけた。

「花山院秋人ならここです」

　直史さんが目の前にいる秋人を指させば、警官は呆気に取られた顔をする。

　秋人はまだ失神していて、起きる気配がない。

「これは……一体？」

　ネクタイで両手両足を縛られた秋人を見ながら警官のひとりが俺たちに問う。

「彼はナイフを持っていましたし、彼女を人質に取られていたので、こちらも手加減ができる状況ではなくて……必死で抵抗したら、彼は気絶しました」

　警官に事情を説明していると、秋人の事件を捜査していた刑事もふたり現れ、「花山院秋人！」と秋人の耳元で何度も声をかける。

　すると、秋人が意識を取り戻し、目を瞬きながら起き上がった。

　警官や刑事を見て顔を青くした彼は、床に這はいつくばって逃げようとする。しかし、すぐにそばにいた刑事に取り押さえられた。

「離せ！」

　暴れる秋人を刑事が立ち上がらせて連行していく。

　その時、彼が俺と綾香を振り返って睨みつけ、「俺は絶対に刑務所になんか入らないからな！」と捨て台詞を吐いた。

　そんな秋人に向かって彼女は声を張り上げる。

「あなたは罪を償うべきです！」

　あんなに怖い思いをしたのに、彼に対して毅然とした態度を取る彼女をすごいと思った。普通の者にはない気品とオーラが彼女にはある。

　綾香の言葉を聞いて、秋人は思い切り顔を歪めた。

　多分、彼のような人間は、一生自分の犯した罪を悔いることはないんだろうな。

　だが、なんとかしておじさんや綾香を苦しめたことをわからせたいと思った。

　秋人の姿が見えなくなると、綾香はポツリと呟く。

「これで事件は解決したのですね」

　その目はどこか寂しげで、おじさんのことを考えているんだとわかった。

「綾香、実は……!?」

　おじさんのことを彼女に伝えようとするも、剣持さんの声に遮られた。

「あ～、この騒ぎで腹減った。なんか肉をガツガツ食いてえ」

「俺は彼女を医務室に連れていきますから、三人で近くのステーキハウスにでも行ったらどうですか？」

　俺がそう提案すれば、直史さんが「じゃあ、ミーティングを兼ねて経費で落とそう」とにっこり微笑んだ。

「さすが大谷さん、話がわかるな。四百グラムは食べてやる」

　剣持さんが目を光らせれば、藤原が苦笑する。

「剣持さん、四百グラムも食べたら胃もたれしますよ。明日社内の健康診断ですけど、大丈夫ですか？」

「ふん、健診なんて怖くないね。俺はいたって健康だからな。早く肉食いてえ」

　藤原の指摘にも動じない肉食獣モードの剣持さんに、直史さんがニコニコしながら突っ込んだ。

「そういう人間に限って年とってから糖尿病とか厄介な病気になるんだよ」

「俺は例外なんで」

　根拠のない剣持さんの自信にこの場にいた一同が呆れる。

　ひとり先に会議室を出ていく彼を見て綾香が目を細めた。

「そんなにお腹が空くなら、ビーフジャーキーでも携帯すればいいのだわ」

　彼女のコメントに俺たちはクスッと笑う。

　やっといつもの綾香が戻ってきてホッとした。




　それから会議室の前で直史さんたちと別れると、綾香をひとつ下のフロアにある医務室に連れていった。

　だが、ドアをノックしても応答がなく、鍵が閉まっている。

　秋人の騒ぎがあったせいで、どこかに避難しているのかもしれない。

　仕方がないので、タクシーを呼んで病院で手当てをしてもらい、一度家に帰った。

「私……ちょっとシャワーを浴びてきますわ」

　玄関に入るなり綾香は小さく笑ってそう言うと、着替えを取りに寝室へ行く。

　きっと、秋人に触れられたから、シャワーで綺麗にしたいに違いない。

「俺はリビングにいるから」

　彼女の背中に向かって声をかけた後、親父にメールを打って綾香は無事だと報告した。

　それから仕事関係のメールを見ていたが、三十分経っても彼女は戻ってこない。

　ちょっと遅くないか？

　気になってバスルームに行けば、彼女の姿はそこにはなかった。

「綾香？」

　洗濯籠に服はないし、バスタオルを使用した形跡もない。

　ひょっとして、まだ寝室にいるのか？

　彼女のことが心配で寝室に向かうと、すすり泣きが聞こえてきた。

　ドアを開ければ、綾香がベッドにうつ伏せになって泣いていて、彼女に駆け寄る。

「どうした、綾香？」

「……なんでも……ありま……せん……わ」

　しゃくり上げながら言う彼女の身体を起こして、優しく抱きしめた。

「そんなに泣いててなんでもないわけないだろう？」

　綾香の背中を何度も撫でていると、少し落ち着いてきたのか、静かになる。

　藤原が言っていたように、今になってショックが襲ってきたに違いない。

　ひとりで泣かずに俺を呼べばいいのに。

　でも、そんな強がりな彼女だから俺は惹ひかれてしまうのだろう。

　自分が綾香を守りたいと強く思うのだ。

「怖かったよね」

　ポンポンと綾香の背中を軽く叩いて言えば、彼女はまた「ううっ……」と声を漏らして泣いた。

　それを何度繰り返したのか。

　だが、それは綾香にとって必要なことで、俺はずっと彼女を抱いていた。

　三十分ほど経っただろうか。

　綾香が「もう大丈夫」と目元を手で拭いながら顔を上げて俺を見つめる。

　俺は涙で潤んだその目を見つめ返した。

「本当に？　俺の前で無理しなくていいんだよ」

　もっと俺に甘えればいい。そしたら、とことん甘やかす。

「無理はしてませんわ」

　ニコッと笑って彼女は俺の抱擁を解こうとする。

　俺の気のせいだろうか？

　なんだか綾香に距離を置かれた気がした。

　今朝は彼女と抱き合ったし、秋人から助けた時も互いの気持ちが通じ合ったと思ったのに、どうして？

　決して自慢ではないが、高校の時からずっと綾香のことを見てきたせいか、彼女の心情を読み取ることには長たけている。

　綾香の表情や仕草で今の彼女の気持ちがわかるのだ。

「それは、残念。俺はずっと一日中でも綾香を抱いて慰めていたかったのにな」

　わざと軽口を叩いて綾香の反応を試せば、彼女はひどく傷ついた顔で声を荒らげた。

「そんなの嘘ですわ！」

　意外な言葉が返ってきて目をパチクリさせる俺。

「……なに？　嘘って？」

　できるだけ感情的にならないよう、穏やかに聞き返すと、綾香は俺に怒りをぶつけるように言って、またわっと泣き出した。

「あなたには私以外にも愛人がいるじゃありませんか！」

　彼女の返答に一瞬思考が停止して、変な声が出た。

「は？」

　愛人？　この俺に？

　イギリスにいた時はそれなりに遊んではいたが、綾香を好きになってからは彼女以外の女性と親しくなったことはない。

　学生時代、女の子に告白されても、美人の教師たちに迫られても、俺はうまくあしらって断っていた。

「綾香……どうして俺に愛人がいるって思うの？　大学の卒業式の時にも俺は愛人は作らないって言ったはずだけど」

　気を取り直して確かめると、彼女は真っ赤になった目で俺を見た。

「私……知ってますのよ。大学生の頃、会社で社長の手伝いをしていたあなたは電話がかかってくると、『ちょっと急用ができた』と言って何度か早退したことがあったそうですね！　私以外に好きな人がいるんでしょう！」

　勢いに任せてまくし立てる綾香。

　多分、秘書室の子にでも聞いたのだろうが、どうしてそういう思考になる？

　俺ってどれだけ信用ないんだ。

　頭痛がしそうになったが、彼女の誤解をちゃんと解かなくてはと思った。

「綾香」

　嗚咽おえつを漏らして泣く彼女の顎を掴んで顔を上げさせ、まっすぐにその目を見る。

「俺が早退したのは、君が具合が悪いから迎えに来てくれと、藤原や綾香の友達から呼び出されたからだよ。綾香は体調が悪くても無理して大学に出てきて、倒れたことが何度かあっただろう？　それで俺が君を家まで送っていったの覚えてない？」

　彼女は俺の説明に「あっ、言われてみれば……」と一瞬バツの悪そうな表情をするも、すぐに上目遣いに俺を睨んだ。

「でも、私が会社に入ってからも氷堂家の用事と言って、外出したことがたびたびありましたよね？　それに、私が海で溺れて入院した日は？　あの日、蒼士は午後の予定をキャンセルしたじゃないですか！　仕事よりも重要なことって愛人しかありえませんわ！」

　ああ、あの日ね。

　まあ理由も言わずに予定をキャンセルすれば、彼女が変に思うのも当然だよな。

　不安にさせてしまって悪いことをした。

「いい？　はっきり言っておくけど、神に誓って俺に愛人はいないから」

「嘘で……!?」

　反論しようとする綾香の唇に指を当てた。

「ちゃんと聞いて。愛人なんかいないし、欲しくもない。俺はね、高校の時から綾香が好きなんだ」

　そう告白すると、彼女は目を大きく見開いて「う……そ」と呟いた。

　初めて自分から女の子に告白したのに否定される俺。藤原がいたら、ククッと肩を震わせて笑っただろうな。

　だが、もう綾香の反応には驚かない。

「本当だよ。綾香が欲しくて生徒会の役員に指名したし、縁談の話だって俺が父に頼んで進めてもらった」

　俺の暴露話に、彼女はひどく驚いて素っ頓狂な声をあげた。

「は？　え？　ええ～！　でも、高校の時、女の子と屋上に行くのをたびたび見かけましたわ。それに、女の先生と睦ましげに触れ合っていたって噂も……」

　俺が彼女に信用されていないそもそもの原因はそれか。

「それは誤解だ。確かに高校の時はよく迫られたけど、全部断っていたよ。俺には綾香しか見えていなかったからね」

　根気強く彼女に説明し、言葉を切る。

「今思えば、ちゃんとこうやって綾香に思いを伝えるべきだったんだって思う。でも、なんだろうね。変なプライドが邪魔して、綾香に俺を好きになってもらうように仕向けた。失敗したけど」

　自嘲気味に言えば、彼女は俺のシャツの袖をギュッと掴んだ。

「失敗なんかじゃありませんわ。私……蒼士のことを好きになってしまいましたもの。好きになったから、愛人がいると思って胸が痛くなったんですわ」

　綾香の告白に胸が熱くなる。

「初めて俺のこと好きって言ってくれたね。前に俺が綾香に負けたって話をしたの覚えてる？」

　戸惑い顔の彼女に、ニコッと微笑んで説明した。

「恋愛がゲームなら、俺はとうに綾香に完敗している。俺が先に綾香に惚れたからね」

「まあ」

　彼女はポッと頬を赤くする。

　そんな彼女がかわいくて、愛おしい。

「これで、俺に愛人がいないって信じてくれた？」

　俺の質問に綾香はコクリと頷く。

　ちゃんと誤解が解けたようで安心した。

「よかった。俺が会社を早退したり、抜けたりしたのは、綾香の大切な人に会うためだったんだ」

「私の大切な人？」

　首を傾げて問い返す彼女に、優しく告げる。

「綾香のお父さんだよ」

「私の……お父さま？」

　そう呟いて、固まる彼女。瞬きもせず俺を見つめている。

「おじさんは生きているよ。ただ、重度の火傷を負っていて、病院のＩＣＵにいる」

　ゆっくり彼女に説明すれば、ようやく俺の言葉を理解したのか、目を輝かせた。

「本当に……本当に父が生きているのですか？」

「ああ。まだ皮膚の移植手術が必要だし、今後はリハビリも必要になるけど、危篤の状態は脱したよ」

「……お父さまが生きている。もう死んでしまったと……」

　綾香がまた泣き始め、手で顔を覆う彼女を優しく見守る。

　すると、急に顔を上げて俺を見た。

「ど、どうして蒼士が……父が生きていることを知っているのです？」

　まあ当然、疑問に思うよね。

「卒業式の日に綾香の家の前で秋人に会っただろ？　妙な胸騒ぎがして、氷堂家の者を綾香の家に送り込んだんだ。その者が君のおじさんを火事の中から助けて、極秘で入院させた」

　手品の種明かしのような口調で言えば、綾香はさらに突っ込んで聞いてきた。

「卒業式の時から秋人さんのことを気にしていたんですね……。でも、どうして父は死んだことに？」

「おじさんが生きていると秋人が知れば、また命を狙われると思ったんだ。だから、警察に頼んで、表向きは死んだように世間に思わせたのさ」

　理由を教えると彼女は驚きながら相槌を打った。

「そこまで考えて……」

「おじさんが生きていることを綾香に伝えたかったけど、俺がチベットから戻った時は生死をさまよっていたし、秋人のこともあったからね」

「父が生きていてくれただけでいいですわ。父を助けてくれて……ありがとう」

　涙ぐみながら礼を言う綾香の頭を優しく撫でる。

「俺はうちの者に花山院家を見守るよう命じただけだよ」

「それでも、蒼士が動いてくれたから父が助かったのですわ。ありがとうございます」

　ギュッと俺に抱きつく綾香の顎に手を添えて顔を上げさせると、とびきりの笑顔で彼女に要求した。

「綾香、感謝の気持ちは行動で示してほしいな」

「行動でってなんですの？」

　色恋沙汰に疎うとい綾香に、自分の唇を指でつついてキスを催促する。

　すると、彼女は「え？　え？　キス？　私から～!?」と慌てふためく。

「俺としては綾香が本当に俺に愛人がいないことを信じたか確かめたいんだよね。キスはその証明」

　少し意地悪だと思うが、彼女を愛しているが故に困らせてみたくなる。

　それに、いつも俺からキスをしているのだから、たまには彼女からもしてほしい。

「それは……悪かったと思ってますわ。でも、私からだなんて……そんな……はしたない」

　俺から視線を逸らして言い訳する綾香。恥ずかしいのだろう。

　だが、ここであきらめる気はない。俺は欲しいものは必ず手に入れる。

「高貴なお姫さまだってキスをする。全然はしたなくないよ。俺のことを信じているなら綾香からキスして」

　半ば強要するようにゆっくりと微笑んで迫れば、彼女はためらいがちに俺の頬に触れ、その美しい顔を近づけてきた。

　ふわっとその温かい唇が俺の唇に遠慮がちに重なって、身体が熱くなる。

　だが、すぐに彼女はキスをやめた。

「こ、これでいいですわよね？」

　顔を真っ赤にして俯うつむき加減に俺に確認する彼女。

　すごくよかったが……。

「まだ全然足りない」

　オスの本能が目覚めて綾香の頭をガシッと掴めば、彼女はひどく動揺しながら俺の胸に手を当てた。

「待って。……会社に戻らないと」

「社長命令でね。今日は綾香のケアをするように言われてる」

　悪魔のように妖艶に微笑むと、彼女をベッドに押し倒して、心ゆくまでその身体を堪能した。










父との面会




「この病院に父がいるんですね」

　シートベルトを外して車を降りると、目の前にある六階建ての建物を見据えた。

　秋人さんが逮捕された次の日、私は蒼士の運転する車で港みなと区くにある天聖大学病院にやってきた。

　これから父に会えると思うと嬉しくてたまらない。

「ああ。でも、これだけは忘れないでほしい。おじさんは重度の火傷を負った。元気な頃のイメージは捨てた方がいい」

　真剣な顔で忠告する彼の目を見てゆっくりと頷く。

「わかっていますわ」

　どんな姿だろうと父は父だ。それに、死んでいたと思っていた父が生きていてくれただけで神に……いいえ、蒼士に感謝しなくては。

　心を落ち着かせながら彼と一緒に病院の中に入ると、身体が一気に緊張してきた。

　期待と不安がごちゃまぜ。

　父はどういう状態なのだろう。

　ずっと父に会いたかったのに、急に怖くなった。

　ちゃんと笑顔で父に会えるだろうか？　私の想像よりもひどい状態だったとしても、声をかけられる？

　不安が私を襲う。

　エントランスで立ち止まると、蒼士が私の手を握って指を絡めてきた。

「大丈夫だよ。おじさんは必ずよくなる。俺たちで支えていこう」

　優しく微笑む彼の言葉が、私にパワーをくれる。

　彼の愛を改めて実感した。

　昨日、高校の時から私のことが好きだったという彼の告白を聞いて正直驚いた。

　だって、ずっとからかわれていると思っていたから。

　学生時代、蒼士はよく私の髪を一房掴んでチュッと挨拶代わりにキスをしていた。

『いつ見ても艶のある綺麗な髪だね。触れずにはいられないな』

『ひ、氷堂さま！』

　顔を真っ赤にして身体をブルブル震わせることしかできなかった私を、彼は楽しんで見ているように感じた。

　イギリスにいたからそんなに女性に慣れ慣れしく、スキンシップも多いのだわ……と私の中では要注意人物だった彼。

　でも、よくよく考えてみると、彼が絡んでいたのは私だけだった。

　他の……特に蒼士のファンの女の子たちは、彼に適当にあしらわれていたような気がする。

　プレイボーイのイメージだったけど、私が実際に彼が女の子とイチャイチャしているのは見たことはなかった。

　噂や偏見で彼のことを誤解していたのだわ。

　蒼士にずっとツンケンした態度をとって申し訳なかったと反省している。

　私への振る舞いは、彼なりの愛情表現でしたのね。

「はい」

　蒼士の目を見て返事をして、彼とエレベーターで五階にあるＩＣＵ病棟に向かう。

　エレベーターの中でじっと立っていると、母が闘病していた頃のことを思い出さずにはいられない。

　お父さまは私を置いて逝ったりしないわよね？

「綾香。大丈夫だよ。俺がいる」

　氷堂が私の不安を察してまた元気づけてくれて、彼の目を見て小さく頷いた。

「ええ。ありがとう、蒼士」

　エレベーターを降りると、四十代くらいの女性の看護師と出くわした。

「こんにちは。今日の花山院さんの様子はどうですか？」

　顔見知りなのか、蒼士が親しげに話しかける。

「今日は普通の病院食も召し上がられて、だいぶ体力もついてきましたよ。そちらのお嬢さんはひょっとして……」

　看護師の女性がチラリと私を見ると、蒼士がにこやかに私を紹介した。

「ええ。花山院さんのお嬢さんですよ」

「まあ、やっぱりそうなんですね。お嬢さんがお見舞いに来たんですから、花山院さんもきっと喜ばれますよ」

　フフッと笑みを浮かべ、看護師さんは去っていく。

　その後ろ姿を見送りながら彼が小さく笑った。

「おじさん、元気になってよかったよ。俺が病院に駆けつけた時は、生死をさまよっている状態だったからね」

　彼はチベットの卒業旅行も途中で切り上げて、私たち親子のために日本に帰ってきてくれた。

　私だけではなく、父のことも守ってくれて……。

　蒼士はなんて優しい人なのだろう。

「その時私がここに来ていたら、失神していたかもしれませんわ」

　危篤状態の家族なんてもう見たくない。

　母が亡くなる前も、弱っていく母を正視することができなかった。

「今はその時に比べたらかなり回復してる。これからおじさんはもっとよくなるから。俺が保証する」

　穏やかな声でそう言って彼が私の手を引く。

　廊下をしばらく歩いていると、ある病室の前に三十歳くらいの紺色のスーツ姿の男性が立っていた。蒼士も背が高いけど、その男性はさらに背が高い。

　この人……どこかで見かけたような。

　どこでだったかしら？

　じーっとその男性を見ていたら、蒼士が私に目を向けた。

「彼は坂崎悠人。おじさんを助けたのは彼だよ」

　坂崎……坂崎……。

「あっ、シェフの？」

　思わず声をあげれば、坂崎さんは私に向かって小さく頷いた。

「はい」

　蒼士の部下というのは彼のことだったのね。

　そういえば、卒業式のすぐ後に新しいシェフとして坂崎さんがうちにやってきたのだわ。

　スーツ姿だったからすぐにわからなかった。うちにいた時は、白いコックコートを着ていたもの。

　彼がいち早く火事に気づいたから、誰ひとり死なずに済んだのだ。

「父を助けてくださってありがとうございます」

　坂崎さんの両手を握ってお礼を言えば、彼は表情を変えずに返した。

「いえ、私は蒼士さまの命令で動いただけですから」

「それでも助けてくださいましたわ。本当にありがとうございます！」

　坂崎さんの手をさらにギュッと握れば、なぜか彼はチラチラ蒼士に目を向ける。

「あの……すみません。手を離してもらってもいいですか？　蒼士さまの殺気がすごくて」

　蒼士の殺気？

「え？」

　わけがわからず首を傾げれば、蒼士が私の手を坂崎さんの手から離した。

「綾香、手を消毒してマスクするよ」

　彼に促され、ドアの前にある消毒薬で消毒を済ませて、マスクをつける。

　いよいよ父に会うのだ。

　蒼士が病室のドアを開けると、数メートル先にビニールのカーテンのようなものがあって驚いた。

　二十畳ほどの個室で、ベッドの周りがビニールで覆われている。四十インチほどの大きさのテレビがつけられていて、父の好きな野球の試合が映っていた。

　ベッドには父が寝ていたが、包帯が身体に巻かれ、顔もガーゼで覆われていて、ひと目見てそれが父だとは思えなかった。

　多分顔も火傷を負ったのだろう。ベッドにいる父は目を閉じていて、テレビはついていたが、起きているのかどうかわからなかった。

　ショックというよりは、目の前にいるのが父という実感が持てない。

　なにも声を出せずにいると、蒼士が優しく父に声をかけた。

「おじさん、今日は綾香が一緒ですよ」

「……蒼士くん？」

　父が蒼士の声に反応してうっすら目を開ける。

　その声は確かに父の声。

　お父さま……こんなお姿になって……。

　どんなにつらく、苦しかったか。

　父の苦痛を想像して涙が込み上げてきた。

　そんな私の肩を蒼士がポンと叩く。

「ほら、綾香」

　顔を上げて涙をこらえながら父に話しかけた。

「お、お父さま、綾香です。わかりますか？」

「……ああ。わかるよ。……髪、切ったんだね。似合うよ」

　約一カ月ぶりに聞く優しい父の声。

「たまには短いのもいいでしょう？」

　父の目を見て微笑めば、その目は小さく笑った。

「ああ。……蒼士くんの会社で働いていると聞いたが」

「ええ。周りの皆さんもとてもいい方たちでとてもやりがいがありますわ」

　父の質問ににこやかに答えると、横にいる蒼士が話を盛り上げようとする。

「綾香は優秀な秘書ですよ」

「……そうか。蒼士くん……綾香のことを頼むよ」

　ゆっくり声を絞り出すように言う父に、蒼士は真剣な眼差しを向けた。

「はい、お任せください。僕の命に代えても守ります」

　その目は涙で潤んでいるように見えた。

　そんな蒼士を見るのは初めてだったし、彼の父への言葉に胸が熱くなる。

　結婚式での誓いのように神聖なものに感じた。

　秋人さんの放火で私たち親子は苦境に立たされたけれど、そのことがあって蒼士の本当の姿を知ることができた。

　誰よりも強く、誰よりも優しい。

　私の大好きな人。

　そのままじっと蒼士の顔を見つめていたら、彼と目が合った。

「おじさん、これからリハビリを頑張って僕と綾香の結婚式では、綾香とバージンロードを歩いてくださいね」

　柔らかな笑みを浮かべながら彼はまた視線を父に戻す。

　私も父に目を向け、蒼士に続けてとびきりの笑顔で言った。

「お父さま、約束ですわよ」

　私の言葉に父は目を細めて頷いた。

「……ああ、約束するよ」










初めてのデート［蒼士ｓｉｄｅ］




「ちょっとデートして帰ろうか」

　病院を出て車に乗り込むと、シートベルトをしながら綾香に目を向けた。

「デート？」

　俺の目をじっと見て聞き返す彼女に、小さく微笑みながら説明する。

「俺たち婚約はしているけど、デートらしいデートはしていないだろ？」

「言われてみれば、そうですわね。でも、どこに行くのですか？」

　綾香は少し頬をピンクに染めながら俺に質問する。

　その表情がうぶな感じでかわいい。

「それは、内緒。実は行き先を決めてあるんだ」

　企み顔で返しながら車を発進させた。

　綾香のお父さんとの面会の後、俺と彼女は坂崎を交えて病院内にあるカフェで話をした。

　そこで綾香は坂崎を質問攻め。彼女はおじさんを発見した時の状況を詳しく知りたがった。

　いつもはぶっきら棒な坂崎も綾香には真摯に対応していたっけ。

　彼から大まかな報告は受けていたが、当時の緊迫した状況がわかって、改めて胸が痛くなった。

　火事が起きた日、爆発音がして坂崎がおじさんの寝室に駆けつけると、部屋は燃え上がっていて、おじさんは爆風で飛ばされたのか、廊下に倒れていたらしい。

　すでにおじさんの意識はなく、一刻も早く病院へ運ぶ必要があったが、秋人のこともあって救急車は呼ばず、氷堂家の車で病院に運んだそうだ。

　火傷で肺もやられていて、病院に着くとすぐに手術をし、なんとか一命を取りとめた。その後、皮膚移植手術が行われ、今ようやく病院食を食べられるまでになったのだ。

　坂崎の話を聞いて、綾香は泣きながらまた『父を助けてくれてありがとう』と礼を言った。

　今思えば、卒業式が運命の別れ道だったのかもしれない。

　あの日、秋人に会わなければ、俺は彼を警戒することはなかっただろう。

　綾香を送っていって本当によかった。

「でも、蒼士、もう日が暮れてきましたけど」

　綾香の声でハッと我に返る。

「大丈夫。夜の方が、ムードあるから」

　ニコッと笑ってウィンクしたら、彼女はなぜか不安そうな顔をする。

「それって……変な場所ではないですよね？」

　その言葉に苦笑いした。

　彼女の俺へのイメージはまだまだ悪いんじゃないだろうか？

　だが、この程度のことで凹む俺ではない。

「変な場所って、例えばどんなところを想像してるの？」

　気を取り直して聞けば、綾香は狼狽えた。

「そ、それは……怪しげなバーとか変なお店とか……」

　彼女の言い方でピンときた。

「それにラブホとか？」

　クスッと笑みを浮かべて言えば、図星だったのか彼女は声を大にして否定する。

「そんなふしだらなこと考えてません！」

　綾香って嘘がホントに下手だよね。ムキになりすぎ。

「それも楽しいかもしれないけど、昨日いっぱい綾香を抱いたし、少しは身体を休ませてあげないとね」

　綾香をからかえば、俺の名を叫んだ。

「蒼士～！」

　横目でチラッと彼女を見れば真っ赤な顔をしている。

　これで、ちょっと元気になったかな。

　お父さんに会えて嬉しかったとは思うが、やはり身体中に包帯を巻かれた姿を見て少なからずショックを受けていたようだったから。

「もう、もう、もう！　そんな恥ずかしいこと言わないでください！」

　綾香は怒って俺の腕をバンバン叩く。

「そんな叩いたら、事故るよ」

　ハハッと笑いながら綾香を注意したら、彼女は「あっ」とおとなしくなった。

　それから横よこ浜はま方面に移動し、ベイエリアを走っていたら目的地が見えてきた。

「わー、観覧車。イルミネーションが綺麗！」

　綾香が目の前にある観覧車を見てはしゃぐ。

　もう日はすっかり暮れて暗くなり、美しい夜景が広がっている。

「ああ。綺麗だね」

　彼女の言葉に微笑みながら頷いて、ベイブリッジを通って遊園地に向かった。

　駐車場に車を停めれば、綾香は驚いた顔をする。

「え？　閉園って看板が出てますし、車もほとんど停まってませんけど」

「大丈夫。問題ないよ」

　にっこり微笑むと車を降りて、助手席側に回ってドアを開けた。

「さあ、降りて」

　俺がそう促したら、綾香は戸惑いながら車から降りる。

「本当に中に入れますの？」

「心配いらないよ」

　心配そうな顔をする綾香の手を掴んで指を絡めれば、彼女は照れているのか少し恥ずかしそうに俯いた。

　そんな綾香の手を引いてエントランスに行く。ゲートの前に男性スタッフがふたり立っていて、「氷堂です」と告げると笑顔で迎えられた。

「お待ちしておりました。心ゆくまでお楽しみください」

　怪訝な顔をする綾香と一緒に中に入れば、アトラクションの灯りが煌こう々こうと輝いていた。園内に他の来場者はいない。

「綾香はなにに乗りたい？」

　希望を尋ねると、彼女は辺りを見回し、次に俺の顔をじっと見た。

「ひょっとして貸し切りですの？」

「ご明答。せっかくの綾香との初デートを他人に邪魔されたくはないからね」

　この遊園地は実は氷堂系列のもので、俺の名前を使って夜の間だけ貸し切りにしたのだ。

「まあ。氷堂家の特権を使いましたのね」

　上目遣いに少し責めるように俺を見る彼女の顔がなんともかわいい。

「まあね。あるものはたまには使わないと」

「いつもの間違いでは？」

　間髪入れず訂正する彼女の発言にも動じずフッと笑う。

「言うね。でも、ここで議論しているとあっという間に時間が過ぎていくよ。綾香はなんのアトラクションが好き？」

「もちろんジェットコースターですわ」

「ここにはギャラクシーコースターがあるよ。木のジェットコースターで、日本最大級なんだ。ほら、あそこに鳥が羽を伸ばしたような形をしてる建物見える？」

　綾香に顔を寄せ、鳥のオブジェのような物体を指さすと、彼女は大きく頷いた。

「ええ。あの綺麗にライトアップされてるコースターですわよね？　木でできてて壊れませんの？」

「みんなそう思うからスリルがあるんだ。本当に壊れないか試してみよう！」

　綾香と共にジェットコースター乗り場に行き、当然だが待ち時間もなく、最前列に乗り込む。

「なんだか……ドキドキしてきましたわ」

　安全ベルトをし、胸に手を当てる綾香を見て「俺もだよ」と返すが、彼女は信じなかった。

「嘘ですわ。蒼士は全然平気そうに見えます」

「遊園地って高校の卒業旅行以来だからね、俺も人並みにドキドキしてるよ」

　そう言って綾香の手を掴んで俺の胸に当てれば、彼女はあたふたしながらも「あっ……鼓動が速い」と意外な顔をする。

「ね。俺だって緊張するわけ」

　フッと微笑したら、綾香も笑った。

「でも、いつも余裕顔なんですもの。わかりませんわ」

　そう彼女が言った時、ピーという音がしてジェットコースターがガタガタと音を立てて発進した。慌てて目の前のバーに掴まり、衝撃にそなえる。

「動き出したね」

　綾香に声をかければ、彼女は目を輝かせながら周りの景色を眺めている。

「そうですわね。今のところ怖いというよりは遊園地のイルミネーションがとても素敵で見惚れてしまいますわ」

　絶叫マシンは苦手そうに見えたが、真っ先に選んだだけあって楽しそうだ。

「そんなこと言ってられるのも今のうち」

　クスッと笑みをこぼしたら、急にコースターが加速して、普通には会話できない状況になった。

　木でできているため、ギシギシと軋きしむ音がして、横にいる綾香が「キャー！」と甲高い声をあげ続ける。

　もう景色を楽しむ余裕はない。

　バーをギュッと握って停車するのを待つばかり。

　二分ほど乗っていただろうか？　コースターが停車した時、ふたりとも数秒間、放心状態だった。

　だが、気分が落ち着くと、お互い顔を見合わせ笑い合った。

「こんなハラハラしたの久しぶりですわ」

「綾香はずっと叫んでたね。次はなにに乗る？」

「フリーフォール、ウォータースライダー、メリーゴーランド……バイキング、それから……」

「じゃあ、全部乗っていこう」

　園内を巡回しているブラウンのレトロなバスで移動して、目についたアトラクションに入場する。

　待ち時間はゼロのため、一時間で五つのアトラクションに乗ると、さすがに身体が疲れてきた。

「次は気分転換にお化け屋敷にする？」

　綾香に提案すれば、彼女は少しギョッとした表情になる。

　あっ、考えてみたら、お化け系は苦手だっけ？

　高校の林間学校で肝試しがあって彼女とペアだったのだが、『肝試しなんて怖くないですわ』なんて豪語しながらも、俺のシャツを掴んで離さなかった。

「ごめん、綾香お化け屋敷は好きじゃなかったよね。違うのにしよう」

　そう言い直したら、彼女は「あ、あら、お化けなんて平気ですわ。ただ人形が出てくるだけですもの」と顔を引きつらせながら主張する。

　相変わらず意地っ張りだな。

「本当にいいの？」

　もう一度確認するが彼女は発言を撤回しない。

「さあ、お化け屋敷に行きますわよ」

　そのまま『悪魔の館』という看板のある古そうな屋敷に入ると、扉がギーッと不気味な音を立てて閉まった。「キャー」と彼女は早速俺の腕にしがみつく。

「大丈夫？　やっぱりやめておこうか？」と声をかけるが、綾香はハハッと笑った。

「とんでもない。これからが楽しいんですわ」

　いや、綾香、顔がすでに青ざめてるよ。

　でも、一度言い出したら聞かないだろうな。

　じーっと綾香を見て数秒考えて、もう彼女の好きな通りにさせることにした。

　綾香から俺にくっついてくるから役得だしね。

　薄暗い通路を順路に沿って進んでいくが、自分たちの靴音がやたら響く。

　急に真っ暗になったと思ったら、「ワー！」という化け物らしき声がして目の前にドラキュラ男が現れ、俺たちに襲いかかる真似をする。

「嫌ー！」と声をあげてしゃがみ込む綾香。

「綾香、もうドラキュラ行っちゃったよ。ずっと目を閉じてたら？」

　手を貸して立たせれば、彼女はおかしな反論をした。

「それはお化けに対して失礼ですわ。ちゃんと相手をして驚いてみせなくては」

　お化けに失礼ってなに？

　それに驚いてみせるんじゃなくて、本気で驚いているよね。

　心の中で突っ込んで、また綾香と先に進む。

　すると、鉄格子が見えてきて、中にフランケンシュタインがいた。「ワォー、オオー」と雄叫びをあげている。

　鉄格子に触れると電流が流れて、びっくりした綾香が「キャッ！」と叫ぶ。

　驚かす側からすれば、期待通りの反応。

「なかなかおもしろい趣向ですわね」

　綾香は強張った顔で笑う。

　あーあ、無理しちゃって。頼むから失神しないでよ。

　その後もミイラ男が出てくれば綾香は俺の背中にしがみつき、エレベーターに乗れば途中で止まって真っ暗になり、「え？　なに？　停電ですの？」と恐怖に怯えた。

　それで終わりではなく、チェーンソーを持った男が天井から飛び降りてくると、彼女は腰を抜かした。

　チェーンソー男も苦笑いしていたように思う。

　最後は彼女をお姫さま抱っこし、お化け屋敷をなんとか出た。

　綾香は俺にしがみついてブルブル震えている。

「もうお化けは出てこないから大丈夫だよ」と優しく綾香に微笑めば、彼女はハッと我に返った。

「キャー、ごめんなさい。重かったですわよね？　下ろしてください」

「全然重くないよ」

　そう穏やかに答えて彼女をそっと下ろすと、ある場所へ連れていく。

「お腹空いたんじゃない？　食事にしよう」

　着いた場所は観覧車。今年オープンした高さ百六十メートルもある国内最大のものだ。一周回るのに三十分かかる。

「ここで食事ですか？」

　俺は怪訝な顔をする彼女の腰に手を回した。

「そう。用意してもらってるんだ」

「用意って……え？　観覧車で？」

　わけがわからないといった表情で俺を見る綾香。

　ゴンドラに乗り込めば、中にはテーブルがあって、スパークリングワインとサラダ、スープ、パスタなどの料理が並んでいる。

　ちなみにワインは車の運転もあるので、ノンアルコールのものを用意してもらっていた。

　ゴンドラは全面透明で、三百六十度景色を楽しめる。

「観覧車で食事って初めて。景色もすごく素敵～！」

　綾香はゴンドラの中ではしゃぐ。

「さあ、座って食べよう」

　そう促して彼女と並んで席に着き、ワインをグラスに注いで、お互い掲げた。

「初めてのデートに乾杯」

　俺自身、ゴンドラで食事をするのは初めてだ。

　夜景が綺麗でベイブリッジ全体を見渡せる。

「こんな楽しい夜は初めてですわ」

　ワインを飲みながら頬を緩める彼女を楽しげに眺める。

「計画した甲か斐いがあったよ」

　それから、食事を楽しんでデザートまで平らげると、フフッと笑った。

「この綺麗な夜景、忘れませんわ」

「夜景よりも綺麗なものが目の前にあるよ」

　意味深に微笑めば、綾香は首を傾げる。

「え？　目の前に？」

　彼女は自分では気づいていない。

　今まで会った誰よりも綾香は魅力的で、その心もとても美しい。

「君だよ」

　彼女の目を捉え、顔を近づけてキスをする。

　綾香は一瞬驚いたが、すぐに目を閉じ俺の口づけを受け止めた。

　それがもう自然の流れになっていることが嬉しい。

　高校の時はちょっと触れようものなら睨みつけられたからな。

　強引に迫らなかったのは、俺自身もっと成長して一人前の男になりたかったから。

　そう思って大学時代はサークルに入らず学業と仕事に専念した。

　少しは彼女に相応しい人間になれただろうか。

　他の男には絶対に譲れない俺だけの宝物。

　こうやって彼女との思い出をひとつずつ増やしていこう。

　キスを終わらせると、彼女は俺に寄りかかった。

「綾香？」

　彼女の名を呼んだら、「うふふ。……いい気持ち」と呟く。

「綾香、ワインはノンアルコールだけど、ひょっとしてこのムードに酔った？」

　顔を覗き込めば、彼女は目を閉じている。

　今にも寝そうな雰囲気。

　お父さんにも会えたし、絶叫マシンもたくさん乗ったから、疲れたのかな？

　まあ、いいか。これも俺にとってはいい思い出。

　もう一周しようと思ったが、半分寝ている彼女を抱き上げてゴンドラを降りる。

　俺の車まで綾香をそっと運べば、彼女はボソッと呟いた。

「蒼士……あり……がとう」

　その言葉に愛おしさが込み上げてくる。

　助手席に座らせてシートベルトを締めようとしたら、綾香がうっすら目を開けた。

「蒼士……？」

　トロンとしたその目。

「いいよ。寝てて」

　優しく声をかけて彼女の頬を撫でれば、「はい」と素直に返事をして目を閉じる。

　安心したように眠る彼女。

　卒業式の日は休むように言っても俺を警戒していたのにな。

　たった一カ月で俺たちの関係は大きく変わった。

　彼女のシートベルトを締め、運転席に着くと、彼女の寝顔を見て頬を緩めた。

「さあて、うちに帰りますか」










クリスマスイブはオフィスで




「今日はクリスマスイブだけど、副社長の予定がギッシリ埋まっててお祝いどころじゃないわね」

　定時前、秘書室の赤石さんに書類を渡しに行くと、彼女が同情するようにそんな話題を振ってきた。

「仕方ないですわ。今日も明日も平日ですから。それに、イブに恋人とお祝いしたことがないので、慣れっこなんですのよ」

　にこやかに答えれば、彼女は意外そうな顔をする。

「あら、副社長はそういうのこだわりそうなのに」

「高校生の時から婚約者ですけど、本当に恋人になったのは今年の四月ですし、ふたりでイブを過ごしたことは一度もないんですの」

　去年だって蒼士は大学生だったけど、社長と一緒に政財界のパーティに顔を出していたはずだ。

　でも、真っ赤なバラの花束を送ってきたのよねえ。【愛を込めて　蒼士】なんてメッセージカードがついていて、当時はなんて気き障ざな男なの？と思った。

　でも、バラの花はとても綺麗で、匂いもよくて、バラには罪がないからと、自分の部屋に飾っていた私。

　今はその花束に本当に愛が込められていたんだってわかる。

　忙しいのに、プレゼントをしてくれたんだもの。

　きっと蒼士なりに私になにを贈るか悩んだに違いない。

　それなのに私はただお返しをすればいいと思って、なにも考えずに有名店のチョコを彼にあげただけ。

　後悔せずにはいられない。

　もっとよく考えてプレゼントをあげるべきだったわ。

　だけど、今年はちゃんと用意している。

　冬のボーナスで、蒼士の好きなブランドのネクタイを買った。

　今日マンションに帰ったら彼に渡そう。

「綾香さんは、毎年素敵なクリスマスイブを過ごしてるのかと思った」

　赤石さんのコメントにクスッと笑う。

「イブはいつも恋人がいない友人とエスニック料理を食べてましたわ。フレンチやイタリアンだとカップルだらけでしたから」

『恋人が欲しい』なんてみんなで言いながら料理を口にし、理想の男性像を言い合っていた。

　ちなみに私の理想の男性は、クールで格好よくて私だけを愛してくれる人だった。

　今考えると、それってまさに蒼士のことよね。

　私ったらなにを見ていたのかしら。

「ああ、わかるわ。私も今日は同期で独身の子とタイ料理を食べに行くのよ」

　同志と言わんばかりにギュッと私の手を握ってくる彼女。

「まあ、タイ料理、いいですね。私も参加したいくらいですわ。でも……今日はまだ仕事が終わらなくて……」

「イケメンたちに囲まれてイブを過ごすのもいいかもね。それに、家では副社長と一緒なわけだし」

　赤石さんは悪戯っぽく目を光らせるが、私はフーッと溜め息をついた。

「そんな楽しむ余裕は……。ここ数日みんな残業続きで」

　蒼士はヨーロッパの新たな物流拠点の確保のため、フランス政府やベルギー政府の高官と交渉を進めている。海外出張から戻っても帰宅せず、そのまま会社で夜遅くまで仕事というのも珍しくない。

　他のメンバーも物流ネットワークの候補地を探し、用地買収に動いていて多忙だ。

　実際、先週蒼士はフランスに出張して、夕方帰国してからも深夜一時まで会社で仕事をしていた。

　十二月に入ってから彼が帰宅するのは日付が変わる頃。それでも次の朝は、いつもの王子スマイルで仕事をしているのだ。

　風邪でダウンした日が一日だけあったけど、それ以外では絶対に自分が弱った姿を見せない彼。いつか過労で入院してしまうんじゃないかと心配になる。

「欧州とアジア拠点の移転問題を抱えてるから大変ね。綾香さんも無理しちゃダメよ」

　赤石さんの優しい言葉に笑顔で頷く。

「ええ。ありがとうございます」

　秘書室を出て海外戦略室に戻れば、取引先との打ち合わせに行っていた大谷先輩や剣持さんが戻っていた。

「副社長はまだ来客対応中？」

　大谷先輩が私に気づいて確認する。

「いえ、今ちょっと社長と話しているので、すぐに戻ってくると思いますわ。コーヒーでも淹れましょうか？」

　気遣うように聞けば、彼は別のものをオーダーした。

「ミネラルウォーターくれる？」

「あっ、俺もミネラルウォーター頼むわ。どこでもコーヒー出されて飽きた」

　剣持さんもうんざりといった顔で、私に頼む。

「了解しましたわ」

　にっこり微笑み、給湯室の冷蔵庫からペットボトルの水を取ってきてふたりのデスクに置く。

　すると、蒼士と藤原が現れた。

　藤原も総務省に行っていたから恐らく廊下で蒼士に会ったのだろう。

「大谷さんも剣持さんも戻ったんだ。じゃあ、早速だけどミーティング始めようか」

　蒼士が爽やかな笑顔で招集をかければ、みんなミーティングスペースに集まって各自の報告をしながら今後の対策をメンバーで考えていく。

　そうしているうちにあっという間に午後八時になった。

　あら、もうこんな時間。

　腕時計をチラリと見て、お弁当でも手配しようかと考えていたら、私の席の内線が鳴る。出ると、警備の人からだった。

　赤坂のホテルからケータリングが届いたらしい。多分、蒼士が気を利かせて頼んだのだろう。

　電話を切れば、ニヤリとする彼と目が合った。

「時間通りだな。今日はミーティングはこれくらいにして、食べよう。せっかくのイブだし」

　この気配り。改めて蒼士のすごさを知る。

　それは会社でだけじゃない。

　花山院家で雇っていた人たちも今、氷堂家でお世話になっているらしい。

　燃えてしまった屋敷は、現在再建中。

　退院後の父の生活も考えて、バリアフリーの設計にしてもらっている。

　そういう指示も全部彼がしてくれた。

　昔は計算で動く人かと思っていたけど、そうじゃない。

　彼はいつだって見返りを求めず、私のために尽くしてくれる。

　父のお見舞いにだって毎週ついてきてくれて、私と一緒に医師の説明を聞き、今後の手術やリハビリについての相談にも乗ってくれる。

　いいえ、彼が私の代わりに判断してくれているといっていい。

　彼の存在がなかったら、私はきっと今後のことで悩んで倒れていたかも。

　私はそんな蒼士のためになにができるだろう。

「はい、綾香ちゃん、シャンパン」

　藤原にグラスを差し出されハッとする。

「あ、ありがとう」

　ぎこちなく礼を言って受け取れば、彼はじっと私の顔を見た。

「最近残業続きで疲れちゃった？」

「いいえ、そういうことではありませんの。少し考え事をしていて……」

　藤原から視線を外してそう返したら、彼は穏やかな声で聞いてきた。

「考え事って副社長のこと？」

　言い当てられてドキッとする。

「まあ……そんなところですわ。私ばっかりよくしてもらって、彼になんの恩返しもできていないんですもの」

　チラリと蒼士に目を向けながら答えれば、藤原が慰めるようにポンと私の肩を軽く叩き、声を潜めた。

「氷堂は見返りとか求めてないよ。綾香ちゃんが笑っててくれるだけで嬉しいと思うな。氷堂は綾香ちゃんが一番大事だからね」

　一番大事というのは誇張しすぎだと思う。

「そんなことは……!?」

　否定しようとしたら、藤原が私の言葉を遮った。

「あるよ。氷堂は高校の時から綾香ちゃんしか眼中になかったからね。周りの男子もそのことを知ってたから、綾香ちゃんには必要以上に近づかないようにしてたんだ」

　彼から聞かされる話に目をパチクリさせる私。

「そうでしたの？」

　思わず聞き返せば、藤原はおもしろそうに目を光らせた。

「氷堂が綾香ちゃんにぞっこんって知らなかったのは、綾香ちゃんだけだよ」

「そこのふたりはなにを密談してるのかな？」

　手にオードブルとシャンパングラスを持って蒼士がこちらにやってくる。

　口元に笑みを浮かべているが、目は笑っていない。

「副社長がどれだけ綾香ちゃんに惚れてるかって話をしてただけ。綾香ちゃんのお父さんが婚約の話を受けるのを渋ってた時だって、副社長は毎日花山院商事に説得しに行ってたんだ」

　藤原がクスクス笑いながらそんな暴露話をすると、蒼士は彼をギロッと睨みつけた。

「ふーじーわーらー」

「本当ですの？」

　父からそんな話は一度も聞いたことがない。

　ふたりに確認すれば、藤原がニヤリとする。

「本当だよ。だっていつも余裕綽しゃく々しゃくの副社長がこんなに焦ってるだろ？」

「確かにそうですわね」

　蒼士を見て大きく頷いたら、彼は目を細めて藤原を注意した。

「藤原、口が軽すぎだ」

　こんな不機嫌な彼はあまり見たことがない。

「ごめん、ごめん。副社長の愛を綾香ちゃんに知ってもらいたくてさ。まあ、僕たちはこれ食べたらすぐに退散するから、せっかくのイブだしふたりの時間を楽しんでよ」

　柔らかな笑みを浮かべると、藤原はその場から離れ、大谷先輩と剣持さんの話の輪に加わった。

「副社長が父の会社に婚約のために通っていたなんて知りませんでしたわ」

　蒼士に小声でそんな恨み言を言ったら、彼はバツが悪そうな笑みを浮かべて謝った。

「ごめん。どうしても綾香を逃がしたくなかったんだ」

「まだまだ私の知らないことがいっぱいありそうですわね？」

　じっと蒼士を見据えると、彼はフッと笑みを浮かべてとぼけた。

「さあてどうだろうね。昔のことは忘れたよ」

「まあ、都合のいい頭ですこと」

　お互い目を合わせ笑い合う。

　別に高級ホテルのレストランで食事をしているわけじゃない。

　でも、彼といるこの時間が楽しくて仕方がなかった。




「あ～あ、完全にふたりの世界だな」

　剣持さんが私と蒼士を見てやさぐれ発言をすれば、その横で大谷先輩が帰り支度をしていた。

「奥さんが待ってるからそろそろ帰りますよ」

　そう、大谷先輩は春に美佳と結婚して、彼女のお腹の中には今赤ちゃんがいる。

「僕もちょっと用があるので。ほら、剣持さんも帰りますよ」

　藤原も鞄かばんを手に取り、剣持さんの腕を掴む。

「俺はまだ飲み足りない」

　ごねる剣持さんに大谷先輩がダークな顔で言った。

「剣持、査定を下げたいか？」

　剣持さんは急におとなしくなり、三人ともすぐにオフィスから消えた。

　しばらくするとケータリングのスタッフもいなくなり、オフィスにはふたりきり。

　時刻はもう午後十時近かった。

　あと二時間くらいでイブも終わるのね。

「ふ～、疲れた」

　そう言いながら、奥のソファに腰を下ろしてネクタイを緩める彼。

　私も蒼士の横に座ると、彼の肩を掴んでその身体を自分の膝の上に倒した。

「綾香？　どうしたの？」

　驚く彼の目を見てゆっくりと微笑む。

「膝枕ですわ。しばらく休んでください」

「ありがとう。ちょっとだけ休ませてもらおうかな」

　最初は戸惑っていたが、相当疲れていたのか蒼士は静かに目を閉じる。

　そんな彼を見て愛おしさが込み上げてきた。

　蒼士を癒してあげたい。

　手を伸ばして彼の髪に触れる。

　うわ～、軽くてふわふわ。

　一定のリズムで撫でていると、彼のスーッという静かな寝息が聞こえてきた。

　まつ毛……長い。

　まるで眠れる王子といったところ。

　考えてみたら、彼の寝顔をこんなにじっくり見るのは初めてかも。

　蒼士と身体を重ねた日から同じベッドで寝ているけれど、いつも朝は彼の方が早く起きるし、寝るのだって彼の方が遅い。

　三十分くらい蒼士の寝顔を見ていたら、近くでスマホのバイブ音がして彼がパチッと目を開けた。

「俺のスマホ。多分メール」

　そう説明しながら上体を起こしてズボンのポケットからスマホを取り出す。

「仕事のメール？」

　蒼士に尋ねたら、メールを確認した彼は柔らかな笑みを浮かべた。

「いや、社長から。まだ仕事してるんなら、さっさと帰って綾香と過ごせって」

　きっと蒼士を心配してメールしてきたのだろう。

「社長優しいですわね」

　笑みをこぼして言えば、彼は不意に私の頬に触れた。

「綾香にはね。ありがとう。綾香のお陰で結構疲れが取れたよ」

「それはよかったですわ」

「イブなのにどこも連れていってあげられなくて……!?」

　申し訳なさそうな顔をする彼の唇に指を当てる。

「謝らないでください。こうしてふたりでいられるだけで充分幸せですわ」

　蒼士の目を見つめて微笑むと、彼のチェック柄のネクタイを外し、自分のポケットに忍ばせておいたストライプのネクタイをかけた。

「ええ……と、これ……どうやって結ぶのかしら？」

　そういえば、ネクタイなんて締めたことがなかった。

　締め方をネットで確認するんだったわ。

　ネクタイを見据えたまま動きを止める私を見て、彼が優しく指導する。

「そこに通して、ギュッとして」

「こうですの？」

　蒼士の目を見ながら言われた通り締めてみたはいいが、前の方が少し短くてなんだか不格好。

「ネクタイを締めるのって意外に難しいんですのね。蒼士みたいにうまくできない」

　ちょっとがっかりして言えば、彼は温かい目で私を慰めた。

「こんなの慣れだよ。それよりこの素敵なネクタイはどうしたの？」

「蒼士へのクリスマスプレゼントですわ。ちゃんと自分で選んだものを渡したくて」

　少し照れながら説明すると、彼はネクタイに触れながら微笑んだ。

「ありがとう。大事に使わせてもらう。すごく嬉しいよ」

「よく似合ってますわ」

　喜んでもらえてよかった。

　私も嬉しくて自然と笑みが溢あふれてくる。

　そんな私を蒼士が熱い眼差しで見つめてきたと思ったら、彼の顔が近づいてきて……。

「綾香、好きだよ」

　甘く囁いて彼は私に口づける。

　ここは会社だからいけない……そう頭の片隅で思いつつも、拒むことはできなかった。

　言葉がなくても彼の思いが伝わってくる。

　幸せな時間――。

　彼はキスを終わらせると、上着のポケットから小さな新緑の箱を取り出した。

　その箱には私が大好きなブランドのロゴが刻印されている。

　蒼士が箱を開け、中に入っていた指輪を取り出し、私の左手を取った。

「婚約者だけど、ちゃんとプロボーズしてなかったね。花山院綾香さん、俺と結婚してくれますか？」

　真剣な顔で告げて、蒼士は私に指輪をはめる。

　それは一カラットはありそうなダイヤを取り囲むようにメレダイヤが敷き詰められた、華のように可憐で美しい光を放つ指輪。

「……はい」

　彼の顔を見て返事をすれば、知らず涙が込み上げてきた。

　好きな男性にプロポーズされるのは女の子の夢。

　私もずっと憧れていた。

　でも、すでに婚約している身でプロポーズされるなんて思ってもみなくて……。

　スーッと頬を伝う涙を蒼士が指で拭う。

「綾香のお父さんもリハビリで少しずつ歩けるようになってるし、結婚式は一緒にバージンロード歩いて俺のところに来てくれる？」

　彼の思いやりに溢れた言葉に涙腺が崩壊した。

　父のリハビリは順調で、今は杖つえがあれば歩けるようになった。

「も、もちろん……ですわ」

「よかった。それ聞いて明日ももっと仕事頑張ろうって思える」

　極上の笑みを浮かべる彼はとても素敵だった。

「指輪ありがとう。好きな人にアクセサリーをもらったの初めてですのよ。私も……大事にしますわ」

　涙をこらえながら、笑って嬉しさを彼に伝える。

「サイズがぴったりでよかったよ。綾香が寝てる時に、見本で借りてきたリングをはめて確認したんだ」

　安心した顔をする蒼士の話に涙が引っ込んだ。

　寝ている私の指に彼が指輪を通してサイズを測るところを想像して、フフッと笑ってしまう。

「なにがそんなにおかしいの？」

「なんだか……蒼士がかわいくって……」

　彼の問いに素直に答えるが、笑いが止まらない。

「そんなコメント初めて言われたよ。プロポーズして笑われるなんて凹むな」

　わざとしゅんとしてみせながら彼もクスッと笑うと、私を愛おしげに抱きしめる。

「こんな風にずっと笑い合っていければいいな」

「そうですね」

　蒼士の胸に頬を寄せ、そっと呟くように言葉を返した。

　彼がいるだけで毎日が特別な日になる。

　会社で過ごすイブもこんなにロマンチックで素敵だった。




　次の年の春、私は軽かる井い沢ざわにある教会にいた。

　扉の前で父と一緒に出番を待つ。

　今日は私と蒼士の結婚式。

　今着ているウェディングドレスは有名デザイナーに頼んで特別に作ってもらったもの。プリンセスラインで、バラの花がモチーフのレースがふんだんに使われていて、とても綺麗だ。

「母さんもきっと天国で喜んでいるよ」

　目に涙を浮かべて私を見つめる父は、今では杖なしで歩けるようになった。

　全身の火傷の跡も、蒼士が紹介してくれた名医のお陰でだいぶ綺麗に治ってきて、社長として仕事にも復帰した。

　秋人さんは刑期が決まって、都内の刑務所で服役している。

　蒼士が秋人さんに父が危篤状態だった時の映像を見せたところ、かなりのショックを受けたのか、裁判でも控訴せず、真面目に刑に服しているようだ。

「そろそろ始まります」

　ウェディングコーディネーターの女性が私と父に声をかけると、結婚行進曲のメロディーが流れてきて、教会の扉が開いた。

　目の前には真っ赤なバージンロード。

「さあ、行こうか」

　父が私に目を向けたのでコクッと頷き、リハーサル通りに父と一緒に歩き出した。

　正面を見据えれば、私の視線の先に蒼士がいる。

　目が合うと、彼が甘く微笑んだ。

　実は彼が私のウェディングドレス姿を見るのは初めて。『結婚式までは見てはダメ』と念押ししていたのだ。

　彼の反応を見た限りでは気に入ってくれたらしい。

　そのことにホッとして、父を気遣いながら蒼士のもとへ向かうも、緊張で手は震えていた。

「綾香のことを頼むよ」

　祭壇の前で、父は蒼士に小声で告げる。蒼士は父の目を見てゆっくりと頷いた。

「ええ」

　蒼士の横に並べば、彼がボソッと呟く。

「綺麗だよ」

　その言葉で自然と緊張が解けた。

　讃美歌の斉唱や聖書の朗読が終わり、牧師がまず新郎である蒼士に問いかける。

「病める時も、健やかなる時も……妻として愛し慈しむことを誓いますか？」

　蒼士がチラリと私を見て、牧師に答えた。

「はい、誓います」

　どう答えるかは知っていても、その言葉に胸が熱くなる。

　続いて私も牧師に同じように問われ、蒼士の目を見て返した。

「はい、誓います」

　今日から私は氷堂綾香になる。

　喜びも、苦しみも彼と分かち合って生きていく。

　蒼士のことを好きになるまでは、私は素敵な男性からただ愛されることを望んでいた。

　でも、彼と気持ちが通じ合ってからは、そう願わなくなった。

　どんな私でも蒼士は受け入れてくれる。

　それがどんなに幸せなことか教えてくれたのはあなた。

　だからかしら？

　今は愛されたいんじゃなくて、彼を愛したい気持ちでいっぱいなの。

　私の旦那さま、全力で愛しますから覚悟してくださいませ。

「では、誓いのキスを」

　牧師の声でハッと我に返る。

「俺に見惚れた？」と悪戯っぽく目を光らせ、声を潜める蒼士。

「そんなこと……!?」

　言い訳しようとしたら、彼の唇が下りてきて私の唇を塞いだ。

　極上の旦那さまの甘いキスに頭が真っ白になる。

　キスを終わらせると、トロンとしている私を見て蒼士は意味ありげに囁いた。

「続きは後でね」

　彼の言葉に顔がボッと火がついたように赤くなる。

　もう、蒼士ったら！

　上目遣いに睨む私を見て、彼はとても幸せそうに微笑んでいた。

　政略結婚だって恋愛結婚になる。

　愛があれば――。
















特別書き下ろし番外編










私と彼の特別な日




「今週は来客が多くて大変でしたわ」

　定時の六時にパソコンの電源を落とし、ハーッと息を吐く。

　結婚式から四カ月、私は会社のオフィスにいた。

　蒼士と結婚してからも変わらず海外戦略室で仕事を続けていて、毎日充実している。

　明日からお盆で一週間会社はお休み。蒼士は『どこか海外に行く？』と誘ってくれたけど、まだ父のことが心配で今回は見送った。

　お盆はなにをしようかしら？

　蒼士と家でまったり過ごすのも楽しいし、彼にお菓子作りを習うのもいい。

　だって、彼、パティシエのように美味しいケーキも作れるんだもの。

「今年のクリスマスは、手作りケーキでふたりでお祝いするのも素敵！　うふふ」

　ひとり笑っていたら剣持さんに突っ込まれた。

「幸せオーラ全開だな。そのうち浮気されたりして」

　彼の発言にカチンと固まる私。

「蒼士が……浮気？」

　動揺のあまり夫を役職ではなく名前で呼んでしまう。

　そんな私を見て、藤原が優しくフォローした。

「大丈夫だよ。綾香ちゃん、副社長が浮気なんかするはずないよ」

「そうそう。剣持、そんなこと言ってると、突然異動になるぞ」

　大谷先輩も藤原に同意し、剣持さんに笑顔で圧力をかける。

「げ！　それはちょっと……。だが、普通……男はひとりの女で満足なんか……」

　剣持さんが青ざめていると、蒼士が現れた。

「剣持さん、綾香に変なこと教えないでください。赤石さんにすぐに伝わりますよ」

　意味ありげに微笑む蒼士。

　だが、その言葉で剣持さんは黙り込んだ。

　え？　なんなのかしら？　この空気？

　大谷先輩も藤原もニヤニヤして剣持さんを見ている。

　キョトンとする私の肩に蒼士がポンと手を置いた。

「綾香、帰るよ」

「ええ」

　バッグを手に取り、「皆さま、ごきげんよう」と挨拶すれば、海外戦略室の面々は「お疲れ～」と軽く手を振った。

「さっきの『赤石さんにすぐに伝わりますよ』というのはなんですの？」

　気になって蒼士に尋ねると、彼は「綾香が赤石さんに話すって意味」と答えるが、その説明でもピンとこない。

「それでどうして剣持さんが黙るのかわかりませんわ」

　小首を傾げる私に蒼士は顔を近づけ声を潜める。

「あのふたり付き合ってるみたいだよ」

　その言葉が信じられず、「う……そ」と呟く私を見て、彼がフッと笑った。

「本当」

　赤石さんと剣持さんが……。

　意外な組み合わせ。私……全然気づかなかったわ。

　でも、私と蒼士みたいに幸せになってほしい。

　廊下に出ると、そこにはなぜか見知らぬ女性がふたり立っていて、蒼士が「では、彼女をお願いします」と彼女たちに目で合図を送る。

「え？」

　わけがわからず問いかけるように蒼士を見れば、彼は穏やかな目で微笑んだ。

「綺麗にしてもらっておいで」

「蒼士？」

　説明を求めたが、彼は私の背中を押して彼女たちに預ける。

「さあ、こちらでお着替えを」と女性たちに連れていかれたのは、海外戦略室の隣にある会議室。

「着替え？」と首を傾げながら中に入ると、机の上に浴衣や帯、ヘアメイクセットなどが置かれていた。

　なぜか簡易のフィッティングルームも設置されていて、女性に浴衣と帯を渡される。

「そちらでお着替えをお願いします」

　なにがなんだかわからぬままフィッティングルームで浴衣に着替えた。

　白地の生地に紫の蝶が描かれたとても綺麗な浴衣だ。

「蒼士の見立てね。きっと」

　彼が選んでくれたのかと思うと嬉しい。

　フィッティングルームを出ると、今度はヘアメイクを施された。

　それにしても浴衣に着替えるなんてなにかあるのかしら？　今日は近くでお祭りや花火大会はないはずだけど。

　会議室を出たら、蒼士が待っていた。

　彼も紺色の浴衣に着替えていて、なんだかとってもセクシーな雰囲気。

　ホーッと見惚れる私に、蒼士が甘く微笑んだ。

「綺麗だ。よく似合ってる」

　褒められて顔に火がついたようにボッと赤くなる。

「蒼士はズルイですわ」

　夫の腕を掴んでその瞳を見つめれば、彼は私をじっと見て聞き返した。

「ズルイ？　なにが？」

「蒼士に褒められるとドキドキしてしまいますもの。それにカッコよすぎです」

　上目遣いに睨んでフッと微笑すると、彼も私の目を見てクスッと笑った。

「俺も綾香にはドキドキしっぱなしなんだけど」

「全然そんな風には見えませんわ」

「そう？　今もそんな色っぽい綾香を見てると、すぐにベッドに連れ込みたくなる」

　彼の目が妖あやしく光ってハッとする。

「そ、蒼士？　こ……ここ会社ですわよ」

「わかってる。ここでは襲わないよ。さあ、行こうか」

　動揺する私の手を蒼士がギュッと握って歩き出した。

「行くってどこに？」

　行き先を尋ねれば、彼は悪戯好きな少年のように目を輝かせ、「まだ秘密」と答える。

　エレベーターに乗り地下の駐車場に向かうのかと思っていたら、蒼士は屋上へのボタンを押した。

　ん？　屋上？

　遊園地の時のようにまたなにかサプライズを用意しているのかしら？

　屋上に着くと、ヘリポートにヘリが一機停まっていた。

「ヘリに乗りますの？」

　蒼士の顔を見上げたら、彼はにっこりと頷いた。

「そう」

　ヘリの前にはスタッフが二名いて、私と蒼士を笑顔で出迎える。

「よろしく頼むよ」

　スタッフににこやかに声をかける彼と一緒にヘリに乗り込んだ。

「私……夜にヘリに乗るのは初めてかも」

「俺は出張でよくあるけどね」

　そんな会話をしているうちにヘリは発進した。

　夜の空を颯さっ爽そうと飛ぶヘリ。

　東京の摩天楼を一望できてとても気分がいい。

　長なが崎さきや神戸の夜景は有名だけど、やはり日本で一番華やかな夜景は東京だと思う。

「キラキラしていてまるで宝石箱みたい」

　窓の外を見てはしゃぐ私に彼が顔を寄せた。

「晴れてよかったよ。天気だけはどうにもならないからね」

「あら、蒼士と一緒にどこか行く時は必ず晴れますわ」

　神に愛されているのよね、きっと。

「それは綾香のお陰だと思ってるけど。高校や大学の行事だって雨に降られたことはないから」

　それは、私の台詞だわ。

　私たちの結婚式だって快晴だったし、高校や大学の卒業式も晴天だった。

　でも……。

「私と蒼士が一緒だから晴れるのかしら？」

「そういうことになるね」

　彼と目を合わせ、微笑み合う。

　こういう瞬間が楽しい。




　一時間ほどして、ヘリは断崖絶壁にそびえる大きな建物の敷地内に着陸した。

　周囲は海で、静かな波の音がする。

「ここはどこですの？」

「伊い豆ずの下しも田だの氷堂家の別荘。ここから車に乗り換えて行くよ」

　目の前には黒塗りの車が用意されていて、蒼士に言われるまま後部座席に乗り込む。

　車に十分くらい乗っていると、なにやら浴衣姿の人たちと、夜の街を幻想的に照らす提ちょう灯ちんが見えてきた。

「提灯の灯りがとっても風情があって綺麗」

　思わず感嘆の声をあげる私。

　何百個もの提灯で彩られた山だ車しがいくつも並び、大きなのぼりに【氷堂灯り祭り】と書かれている。

　露店がずらりと並ぶ商店街の入口で車を降りると、蒼士は優しく笑った。

「綾香と夏祭り来たことなかっただろ？」

　このお祭り、私のために催したものではないだろうか？

　直感的にそう思う。

「このお祭りって古くからあるんですの？」

「いや、今年からだよ。地域の振興にも力を入れようと思ってね」

　それは多分表向きの話だわ。

「今年から……ね」

　蒼士の返答に相槌を打ったら、彼が私の手を握ってきた。

「私、迷子にはなりませんわよ」

　そう主張する私に、彼は軽くウィンクする。

「奥さんと手を繋ぎたいから」

　その言葉に胸がキュンとなって、頬が少し熱くなる。

「まあ」

　通りにはいろんな露店が並んでいて、もう子供でもないのにわくわくしてしまう。

　考えてみたら、お祭りに来るのは初めてだわ。

　私の両親が人混みが苦手だったし、周りの友達もガラの悪い人に絡まれるのを嫌がって、一緒に行く人がいなかったのよねえ。

　まず目に入ったのは金魚すくい。

　子供たちが真剣に挑戦している姿が見ていて微笑ましかった。

「……金魚すくい、やってみたいわ」

　思わず口にしてしまう私の手を彼が引いた。

「じゃあ、やろう。俺と勝負する？」

　その提案に俄が然ぜんやる気が出てきた。

「その勝負受けて立ちますわ」

　蒼士の目を見据えて答える。

　金魚すくい屋のおじさんにお金を払おうとしたら、財布を持っていないことに気づいた。

「あっ、お財布」

「大丈夫。俺が払うから」

　蒼士が安心させるように笑ってふたり分払い、店のおじさんからポイを受け取る。

「障子みたい」

　彼に渡されたポイをじっと見てそんな感想を漏らせば、注意された。

「大物を狙うとすぐに破けるよ」

「わかりましたわ。手加減なしですわよ」

　真剣な眼差しを向けると、彼は学生時代のように余裕の笑みを浮かべた。

「もちろん」

　蒼士との久々のバトル、燃えますわ。

　水槽の端にいる小さな金魚に狙いを定め、ポイを水に静かに沈める。

「えい！」と気合を入れて金魚をすくおうとするが、あともう少しのところで逃げられた。結構すばしっこい。

　失敗してしまったわ。意外に難しいのね。

　横にいる彼のボウルをチラリと見れば、すでに金魚が二匹入っていた。

　さすが蒼士。負けていられないわ。

　水面に近い金魚をすくおうとしたら、ポイの上で暴れられて大きな穴が空いた。

　金魚にも逃げられ、私の金魚すくいはあっという間に終了。

　穴が空いた私のポイを見て蒼士が慰める。

「きっと今日の金魚は元気がいいんだよ」

　一匹も取れないなんて、悲惨な結果だわ。簡単そうに見えて、奥が深いのね。

　私とは対照的に蒼士は順調にすくっている。

　彼のボウルの中の金魚は、一、二、三、四、五、六……ええ～、六匹も？

　金魚すくいもこんなにうまいだなんて、ホント、私の旦那さまにできないものはないわね。

　結局、蒼士は八匹取ってポイが破れた。

「すごい！　八匹って……実は密かに特訓なんてしていないですわよね？」

　私のいないところで藤原と特訓している彼を想像してみる。

　なかなかおもしろい図だけど、現実にはあり得ないわね。蒼士は仕事が忙しくてそんな暇はない。

「子供の頃、友達と何度か夏祭りに来たことがあるんだ」

　昔を懐かしむように目を細める彼。

　なんでも器用にこなすから、金魚すくいのコツも感覚でわかるのだろう。

「まあ、そうでしたの。私も子供の時に来ればよかったわ」

「だから、今日来てるんだよ。もう一回勝負する？」

　彼にそう言われたが、小さく頭を振った。

「いえ。いいですわ。百回くらいやらないとすくえそうにありませんもの。取った金魚は持ち帰りませんの？」

　袋に入った金魚を持ち歩いている人はいるのに、彼はもらわないで水槽に返したので不思議に思った。

「持ち歩くのは絵になるけど、結局持って帰っても死なせちゃうからね」

　確かに死なせてしまうのはかわいそう。

「そういうチョイスもありますのね」

　納得するように相槌を打てば、蒼士がまた私の手を掴んで歩き出す。

「次はなににする？　お腹は空いてない？」

　彼に問われ、自分のお腹に手を当てた。

「そういえば、夕食がまだでしたね。私……たこ焼きが食べたい」

　キョロキョロと露店の看板を見ていたら、たこ焼きの文字が目にとまり、普通のカップルの女の子のように蒼士におねだりしてみる。

「いいね」

　彼はできたてのたこ焼きを買うと、爪つま楊よう枝じにひとつ刺して私に差し出した。

「はい、綾香。あーん」

　彼に言われるまま口を開けたら、熱々のたこ焼きが口の中に入ってきた。

「あふあふっ……。お、美味しい！」

　あまりに熱くてうまく言葉が出なかったけど、咀そ嚼しゃくした後は、自然と笑みがこぼれる。

　そんな私を見て蒼士もたこ焼きを口にした。

「どれ、俺も。うん、美味しい」

　彼が私と目を合わせ、茶目っ気たっぷりに笑う。

　三つ星のフレンチを食べているわけでもないのに、こんなに美味しいなんて……。

　これはお祭りマジックですわね。

　周囲には浴衣を着たカップルがたくさんいる。

　みんな楽しそう、って……私も蒼士も浴衣だったわ。

「これって浴衣デートではありません？　きゃ～！　大学生の頃、一度はしてみたいと憧れていたのよね。夫婦でもデートと言うのかしら？」

「五十歳になっても六十歳になっても、愛しい人と一緒ならデートって言うと思うよ」

　頭の中で考えているつもりだったのに、いつの間にか口にしていたらしい。

　やだ、私ったら。

　私の独り言に蒼士が優しい目で答えた。

　六十歳になっても、という彼の言葉に胸がジーンとする。

「それならこれからたくさんデートができますわね」

　いろいろ想像するだけでも楽しい。

「綾香はどんなデートがしたいの？」

「駅で待ち合わせして一緒に映画を観に行くとか」

　デートのてっぱんですわ。

　蒼士に聞かれ、自分の理想のデートを伝えるも、なぜか即座に断られる。

「それは却下」

「あら？　どうしてですの？」

　理由がわからなくて尋ねたら、彼はじーっと私を見据えた。

「綾香が駅前に立ってると絶対にナンパされるから心配なんだよ」

「私……結婚してますのよ。それなのにナンパされます？」

　今までナンパなんてされたことがないから、そんな心配は無用ですのに。

「結婚の有無なんて関係ない。綾香はもうちょっと自分が美人だって自覚した方がいいよ」

「そんなことは……!?」

　反論しようとする私の唇に蒼士が指を当てる。

「俺の奥さんは、誰もがみんな見惚れるくらい綺麗なの。悪いオオカミに狙われるから、待ち合わせは勘弁して」

　少し表情を険しくする彼を見てクスッと笑ってしまう。

「蒼士ったら意外に心配性ね」

「綾香限定だよ。で、他にはどんなデートがしたいの？」

　彼に希望を聞かれ、唇に指を当て考える。

「水族館デート！　かわいいイルカに会って、もうギューッとしたいですわ」

　イルカ好きの私。

　嬉々とした顔で言えば、蒼士は優しく微笑んだ。

「じゃあ、明日早速水族館に行ってみよう。イルカをギューッとできるかもしれないよ。綾香、ちょっと上向いて」

　彼が私の顎を掴んで上を向かせる。

　ひょっとしてキス!?　こんな公衆の面前で？

　言われるがままに目を閉じたら、布のようなものが唇に触れた。

　ん？　あれ？

　目を開けると、蒼士がハンカチを手に「青のりついてた」と笑みを浮かべている。

　青のり？

　目をパチクリさせる私。

　あ～、やだ～、キスされると勘違いするなんて……私、すごく恥ずかしい～！

「どうしたの？　なにか違うことされると思った？」

　意地悪く目を光らせる彼を見て激しく動揺した。

「い……いいえ。そ、そんなことないですわ！」

　勘のいい旦那さまも考えものよね。

　あ～、これ以上追及しないで～！　妄想がすごいって思われてしまうわ。

　でも、彼はここぞとばかりに私をいじる。

「綾香、声がうわずってるよ。嘘はいけないなあ。夫婦に隠し事はなしだよ」

　ニヤリとする彼を見て、咄嗟に笑顔を作ってごまかした。

「か、隠し事だなんて大袈裟な」

「では、質問を変えようか。なにを期待していたの？」

　わかっているくせに聞くのだから質が悪い。

　彼は時に悪魔に変わる。

「……キスされるかと思ったんです！」

　観念して言えば、蒼士が私の頬に手に添え、チュッとキスをする。

　呆気に取られる私を見て、彼はしたり顔で微笑んだ。

「奥さんの望みは叶えてあげないとね。うーん、綾香の唇はたこ焼きの味がするな」

「それは蒼士もですわ～。他にも人がいるのに本当にするなんて～！」

　怖くて周りを見られない。

　恥ずかしくてボコボコ蒼士の胸を叩いていたら、彼に手を掴まれた。

「大丈夫。ほんの一瞬だったし見られてないよ。でも、スリルあったでしょう？」

「知りません！」

　照れ隠しに拗ねて見せるが、彼は私の耳元で囁いた。

「ふたりきりになったらもっとちゃんとキスしてあげるよ」

　その甘くセクシーな声にゾクッとする。




　それから焼きとうもろこしや串焼きを食べて、射的やボールすくいを楽しむと、歩いて近くにある埠頭に向かった。

　海は穏やかで、周囲は静かだ。

　全長十五メートルほどのメタリックブラウンのクルーザーの前で蒼士は足を止め、「次は海だよ」と笑顔で告げる。

　クルーザーの前には男性スタッフがふたりいて、「お待ちしておりました」とにこやかに私たちを出迎えた。

「盛りだくさんの金曜日ですわね。ついさっきまでは東京で仕事をしていたのに」

　蒼士の目を見て笑うと、彼に支えられて乗船した。

　船室には白いレザーのソファがあり、下の階には四名対応のベッド付き客室も備わっていて豪華だ。

　てっきりスタッフの誰かがクルーザーを動かすのかと思ったら、スタッフは乗らず蒼士が操縦席に座る。

「え？　蒼士が操縦しますの？」

「ああ。心配しなくても大丈夫だよ。船舶免許持ってるから。綾香も座って」

　操縦席はふたり座れるようになっていて、彼が椅子の上をトントンと叩くので、横に腰かけた。

「……知らなかった。そんな技能があったなんて。まだまだ私が知らないことがいっぱいありそうですわね」

「隠してはいないけど、披露する機会がなかっただけ。さあ、出発だ」

　蒼士はエンジンをかけクルーザーを動かす。

　頬に当たる風が気持ちいい。

　月も出ていて、海面を優しく照らしている。

　今日は満月なのね。

　五分くらい走らせて沖に出ると、彼はクルーザーを止めた。

「デッキに行こう」

　蒼士と一緒にデッキに移動すれば、そこには白いテーブルがあって、氷で冷やされたシャンパンとグラスがふたつ置かれていた。

「用意がいいですわね」

　テーブルを見て微笑むと、彼はシャンパンを手に取り、器用に開けてグラスに注いで、そのひとつを私に差し出した。

「まあね。さあ、どうぞ、お姫さま」

「ありがとう」

　ふたりで乾杯し、シャンパンを口にする。

　ロマンチックな夜。ここには私と蒼士しかいない。

　彼は「そろそろかな」と言って上を見る。

　その時、ヒューという大きな音がして空に大きな花火が上がった。

「まあ、花火！　今日は花火大会でしたのね。なんてラッキーなの！」

　花火を見て歓喜する私を見て、彼は楽しげに微笑む。

「そうだね」

　この笑顔……怪しい。

　ひょっとしてこの花火も彼の仕込みでは？

「綾香、俺に見惚れてる場合じゃないよ。ほら、また花火が上がった」

　蒼士の声でハッとすれば、赤、黄、青、緑と色とりどりの花火が夜空を彩って目を奪われた。

　間近に花火が見えて、その迫力に驚く。

「すごく……綺麗～！」

　目を輝かせる私に彼が顔を近づけ、頬を緩めた。

「ああ、綺麗だ」

　これでまたひとつ彼との思い出が増えていく。

　その後も何発も花火が上がり、私たちは船上から夜空に咲く美しい火の花を眺めた。

「今まで見た中で一番素敵な花火でしたわ」

　興奮気味に感動を伝えれば、彼は企み顔で微笑む。

「サプライズはこれで終わりじゃないよ」

「え？　まだなにかありますの？」

　問い返す私の背後に彼は回り、私の首になにかをつけた。

　それはバラの形をした台座にダイヤがちりばめられたネックレス。

「これは？」

　ペンダントトップをじっと見つめて問うと、彼は私の前に来て優しく目を細めた。

「綾香へのプレゼント」

「でも、私の誕生日でもクリスマスでもないのに……」

　戸惑っていたら、蒼士がペンダントトップに触れ、温かい目で告げた。

「火事で綾香のアクセサリーは全部燃えてしまっただろう？　これからは俺が綾香のジュエリーボックスに思い出と共にアクセサリーをひとつずつ増やしていこうと思ってね」

　彼の思いやりに満ちた言葉に目頭が熱くなる。

「……蒼士」

　旦那さまは私に甘すぎですわ。

「もちろん下心はある。ご褒美はいただくよ」

「ご褒美って？」

　蒼士に尋ねると、彼は自分の唇を人さし指でつついた。

「綾香からまたキスしてほしいな」

　私から？

　考えてみたら、いつもキスをするのは彼から。こんなにもたくさんのサプライズを私のために用意したのに、蒼士が望むのはそれだけなんて……。

「そんなちっぽけなお願いで本当にいいんですの？」

「俺にとってはちっぽけなんかじゃない。最高のご褒美だよ」

　蒼士が愛おしそうに私を見る。

　その顔が好き。彼の眼差しも、甘い声も、ちょっと意地悪なところも全部――。

　少し照れながらも彼に顔を近づけ、「大好きよ」と囁いて口づけた。

　かすかにシャンパンの味がする。

　それだけじゃない。キスをしていると、彼の私への思いが伝わってくる。

　〝愛している〟って――。

　キスを終わらせたら、蒼士は極上の笑みを浮かべた。

「今夜はいい夢が見れそうだ」

「ぐっすり寝てくださいね。今日は仕事もあって疲れたでしょう？」

　蒼士を気遣うように言えば、彼は私を抱き上げた。

「キャッ！」と声をあげる私を見て彼はキラリと目を光らせる。

「寝るのは早い。奥さんと愛し合わないとね」

　そのまま船室のソファに運ばれ、蒼士が私に覆いかぶさってくる。

「ふたりきりになったらもっとちゃんとキスしてあげるよ、って言っただろ？」

　そう言ってニヤリとすると、彼は私に熱く口づけた。

　まだ夜は終わらない。

　互いに時を忘れるくらい情熱的に愛し合う。

　そんな私たちを、美しい月がずっと見守っていた。




　その夜から二カ月後、私は彼の子を身ごもった。

　しかも双子で、性別はふたりとも男の子。

　蒼士はすごく喜んでくれて、仕事から帰ってくると必ず私のお腹に優しく話しかける。

「今日も元気だった？　後で絵本を読んであげるからね」

　産まれる前から子供たちを溺愛している彼の姿を見ていると、幸せを感じずにはいられない。

　蒼士は私にとって極上の旦那さま。

　あなたに出会えて、本当の愛を知った。

　子供たちが産まれたら、家族四人の思い出をいっぱい作りたい。

「蒼士はいいパパになりますわね」

　愛おしげに見つめれば、彼は私に甘いキスを落として言った。

「綾香も素敵なママになるよ、きっと」




The end.










あとがき




　こんにちは。今回はベリーズ文庫ではあまり見ないお嬢さまものに挑戦してみました。最後までお楽しみ頂けたら嬉しいです。

　さて、今日は主役のふたりに来てもらったんですよ。


蒼士　氷堂蒼士です。こんにちは。

綾香　花山院綾香です。いつもイケメンが登場するのに、私でいいのかしら？

蒼士　大丈夫だよ。それに綾香、緊張しすぎ。名字が違うよ。

綾香　あっ、ごめんなさい。今は氷堂でしたわ。

蒼士　後でお仕置きだな。

綾香　お仕置きって……なにをなさいますの？

蒼士　それは、ここでは言えないこと。

綾香　そのニコニコ笑顔……怖いですわ。お手柔らかにお願いしますわね。

蒼士　もうすぐ赤ちゃんが生まれるのに、一晩中綾香を抱くとかはないから安心して。

綾香　そ、蒼士、みんなの前でなにを！

蒼士　興奮しない。お腹の赤ちゃんたちがびっくりするよ。出産日が待ち遠しいね。

綾香　ええ。蒼士にそっくりな双子で、その子たちが高校生くらいになって、「ママ、デートしよう」なんて言われたら、もうギュッとハグしますわ！

蒼士　綾香……急に妄想スイッチ入ったね。高校生っていったら結構大きいよ。デートは認められないな。

綾香　あら、どうしてですの？

蒼士　俺って独占欲が強いんだ。たとえ息子でも綾香の恋人の座は譲れない。家に帰って綾香にそのことをじっくり教えてあげないとね。

綾香　え？　蒼士、ちょっと待って、まだ皆さんへの挨拶が終わっていな……!?



　あ～、蒼士が綾香を連れて帰ってしまいました。ラブラブで羨ましい。

　最後になりましたが、私を温かく支えてくださった編集部の鶴嶋さま、妹尾さま、また、胸キュンのイラストを描いてくださった琴ふづき先生、厚く御礼申し上げます。

　そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　今年も皆さまにとってよい年になりますように！




滝たき井いみらん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。








[image: ]










極上旦那様シリーズ

今すぐお前が欲しい～俺様御曹司と甘く危険な政略結婚～





発　行　２０２０年１月10日　初版第１刷発行

著　者　滝井みらん

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Milan Takii 2020




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		極上旦那様シリーズ　今すぐお前が欲しい～俺様御曹司と甘く危険な政略結婚～



		私の厄介な婚約者



		すべてを失って



		私は普通のＯＬ



		俺の愛しの婚約者［蒼士ｓｉｄｅ］



		突然始まった彼との同居生活



		彼女からの電話［蒼士ｓｉｄｅ］



		海に深く沈んでいく



		無事でいてくれ［蒼士ｓｉｄｅ］



		婚約者にドギマギする私



		私の体温を奪って



		理性のタガが外れる［蒼士ｓｉｄｅ］



		浮かぶのは彼の顔



		彼女の思い込み［蒼士ｓｉｄｅ］



		父との面会



		初めてのデート［蒼士ｓｉｄｅ］



		クリスマスイブはオフィスで



		特別書き下ろし番外編



		私と彼の特別な日



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






